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JJ 索 。『DARK SOULS Uj ARTS 
人 
な いひ と り の 人 物 と し て 、 未 知 の 世界 で あ 
る ドラ ング レイ グ の 地 を 訪れ た 異邦 人 だ 。 
狭間 の 洞 で 目覚 め た 瞬間 か ら 、 現 在 いる 場 
所 も わか ら ず 、 周 囲 の 状況 も わか らい 状態 
で 立ち 尽く し て いる 。 何 の 説明 も な い 。 す 
ぐ 近 くに だ 情報 を くれ る 人 物 が いる わけ で も 
な い 。 当然 、 何 を し て いい の か わか ら な い 。 
叶 め 2 ぐ くさ ん の (2 の つく TEA 9.c ES: 
の 親切 な ゲー ム な ら 、 誘 導 し て くれ る 何 か 
が あっ て いい 場面 だ が 、 本 作 に は 、 そ れ が 
な い の で ある 。 な ぜ な ら 、 そ れ を 探し て い 
く ゲ ー ム だ か ら 。「 何 も わか ら な く て 、 ゲ ー 
ム が 始め られ な い 」 と 立ち 尽く し て いて も 
何 も 始 ま ら ない 。 つ ぎ に つ な が る 何 か が 
“生ま れ て こない” の で ある 。 自分 の 装備 を 
見 て みる 、 走っ て みる 、 周囲 を 調べ て みる 、 
な ど 、 自 分 か ら 行 動 を 起こ と すこ と で 、 よ う 
や く 世界 が 動き 出し て いく の だ 。 


{DARK SOULSH 導き の 書 】 
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索 を し て 何 か を 発見 し た ら 、 知 識 と 

明 放 し て いく こと が 大 切 だ 。 “ 学 
OC” CHS. 発見 で きる も の は いろ いろ あ 
る 。 と いう より 、 未 知 の 世界 へ 来 た の だ か 
ら 、 見 た も の 、 触 れ た も の 、 経 験 し た こと 
すべ て が 発見 と な る だ ろう 。 そ れ が 何で あ 
る か 、 何 の 役に立つ の か 、 な ぜ 勝 て な い の 
か ? あら ゆる こと に 対し て 考え 、 学 ん で 
いく こと が 必要 に な る 。 た と えば 、 ア イ テ 
ム を 信 手 し た ら 、 ア イ テ ム を 調べ て みる 。 
そ と に アイ テム の 効果 や 使用 方 法 と も に 、 
由来 が 書い て ある と と が あり 、 そ れ に よっ 
て 、 と の 世界 の 知識 や 物語 を 断片 的 に 知る 
こと が で きる か も し れ な い 。 武器 や 防具 な 
ども 同様 だ 。 ま た 、 各 地 に いる 人 物 ( 人 と 
は 限ら ちら な い が )、 い わ ゆ る NPC (ノン プレ イ 
YS ラル ター 作田 会 Jeies alex 
会 話 で 得 ら れる 情報 も 貴重 。 何 で も な いよ 
うな 話 の 中 に じつは と て も 重要 な こと を 含 
ん で いる こと と も ある 。 先 を 急ぎ た い ば か り 











に 、 会 話 ボ タン を 連打 し て 聞き 逃す と 、 後 
で 苦労 する こと に な る か も 。 敵 と の 戦闘 で 
負け る こと も 多い だ ろう が 、 そ の と きも 、 
な ぜ 負 けた の か 、 勝 つた め に は 何 を し た ら 
いい の か な ど を 学ん で いか な いと 、 永 遠 に 
死 を くり 返す こと に な る だ ろう 。 重要 な の 
は 、 自 分 で 積極 的 に "学ん で いく "こと で 
あり 、 こ の 学び が 多い か 少な いか で 、 プ レ 
イ の 充実 度 が 大 きく 変わ っ て いく こと で あ 
る 。 実際 、 探 索 に 行き 詰まる こと も ある だ 
ろう し 、 何 より 多く の “ 死 " を 体験 する こ 
と に な る だ ろう 。 そ れ は 、 多 く の 学 び を 体 
験 する た め に 用 意 さ れ た トリ ガー な の で あ 
の ま 人 ら の 内 (の 4 の おる が は プレ イル 
の 自由 だ が 、 本 作 は 勝っ た 、 負 けた だ け を 
楽し お ゲー ム で は な く 、 サ クサ ク と 進ん で 
いけ る タイ プ の ゲー ム で も な い 。 自分 で 自 
由 に 創意 工夫 を 楽し ん で 、 見 識 を 広め て い 
CUS WIVAS Ri NCD Sik ads 
れ な いよ うに し た い 。 


| 
ーーーー-ーーーー 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー} 





作 は 、 オ ン ラ イン プレ イ に 対応 し て 
いる 。 ド ラン グレ イグ を ひと り で 探 
索 し て いく こと は 基本 だ が 、 と き に は ほか 
の 世界 か ら の 霊 体 を 招き 入れ て みる と 、 新 
た な 発見 が 得 ら れる だ ろう 。 闇 霊 の 侵入 は 、 
それ を 望ま な い 人 に と っ て は 、 急 に 訪れ る 
災害 の よう な も の に な る だ ろう が 、 そ れ で 
も 、 ぞ の と き 救 っ て ぐれ た “HED” OTE 
に つい て は 、 旅 の いい 思い 出 に な る は ず だ 。 
協力 プレ イ は 、 初 め て の プレ イ で は 気 が 引 
ける か も し れ な い 。 だ が 、 召 喚 し て ほし い 
人 が いる な ら 、 召 喚 し て あげ る と いう の が 
単純 に 親切 で ある 。 う まい へ た は 関係 な い 。 
i LA wee Ak Cte ie) する の 
で 、 一 度 は 試し て みよ 3 う 。 

「 難 し い ゲ ー ム で すか ?」 と よく 聞か れる 
が それ は 入 伝 よ る 。 ERS is 
ム で ある こと は 間違い な い だ ろ う 。 だ が 、 
みず か ら 苦 難 を 求め た 先 で 得 ら れる も の が 
ある 。- 一 一 達成 感 で ある 。(K) 


【 Chapter.1 / 旅 の 初め 】 
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HP と は プレ イヤ ー の 命 | 
MI の 数 値 で ある 。 テー 
「 何 を いま さら 」 と 思 


人 


か も 知れ な い が 、 ER 





ドラ ング レイ グ の 旅 を 始め た ら 、 す SN 
ぐに HP の 大 切 さ を 身 を も っ て 知る az 
こと に な る だ ろう 。HP が な く な る 。 
と プレ イヤ ー は 死亡 する 。 死亡 し て 、 最後 に 休息 し た 等 火 で 復活 する の だ 。 
旅 に 慣れ て いな いう ち は 、 驚く ほど あっ け な く 命 を 失い 、 箸 火 に 戻さ れる 
こ と に な る 。 敵 の 攻撃 に よっ て 死亡 する こと が いち ば ん 多い が 、 落 下 死 ( 高 
所 か ら 落 ちる と ダメ ー ジ を 受け 、 そ れ が 崖 な どの 高い 場所 な ら 即 死 と な る ) 
や 、 爆 発 物 な ど が 設置 され て いて 、 爆 発 に 巻き 込ま れる ケー ス な ど 、 死 に 
か た に は まっ た く 事 欠か な い 。 そ し て 死亡 する た びに 亡者 に 近づく 。 最 大 
HP が 減っ て し まう うえ 、 オン ライ ン で は 、 召喚 サイ ン が 見 えな く な り 、 協 
力 者 も 呼べ ず 、 ま すま す 不 利 に な っ て いく 。 そ れ で も 、HP が ほん の 僅か で 
も 残っ て いれ ば 、 先 に 進む こと が で きる 。 そ の た め に で きる 努力 は 最 優先 
に すべ きだ 。 最 大 HP が 多く 、HP 残 量 が 多い ほど 死亡 確率 は 下がる 。 貴重 
な 万 能 薬 の 女神 の 祝福 と まで 
、 は 言わ な い が 、 ア イ テ ム を 憎 
| し まず 使い 、HP は つね に フ 
_ ル 回 復 。 旅 の 先 人 は 、 oe 
と どく 行 ら る て いる の ぞ で ある 。 
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耳 P の 回 復 方 法 


探索 中 に 減っ て し まっ た HP は 、 等 火 で 休息 を 行う か 、 回 復 
アイ テム や 回 復 効果 の ある スペ ル を 使う こと で 回 復 で きる 。 警 
火 で 休憩 する と HP が 全快 する うえ 、 毒 や 出血 な どの ステ ー タ 
ス 異 常 も 治癒 する の で 非常 に 便利 だ 。 つね に 危険 と 隣り 合わ 
せ に ある ドラ ング レイ グ の 旅人 は 、 エス ト 瓶 を 始め と する 回 復 ア 


イ テ ム を 携帯 し て いる も の だ が 、 傷 を 負う た びに 消費 する の で 


入手 の 手間 や 費用 も 高く つい て し まう 。 近く に 警 火 が ある の な 
ら 、 そちら を 利用 する ほう が 賢明 で ある 。 





【DARKSOULSI 導き の 書 】 





HP を 回 復 す る アイ テム と スペ ル 


注目 の 回 復 ア イ テ ム の 筆頭 は エス ト 瓶 。 体 力 回 復 効 果 が ある 
“エス ト " を 入れ る 携帯 スイ プ の 瓶 で 、 エ スト は 千 火 の 休息 時 
に 補給 する 。 瓶 の 強度 を 上 げ る こと が で き 、 使用 回 数 や 回 復 
量 が 増やせ る 。 即効 性 が あり 、 強化 する と か な り 頼 り し に な る の 
で 大 切 に し よう 。 消費 アイ テム で は 、 電 石 の 系 統 を よく 使う 。 
HP ゲー ジ が 徐々 に 回 復 し て いく タイ プ で 、 入手 も 容易 。 つね 
に 多め に 集め て お こう 。 また 、 信仰 の ステ ー タ ス が 高い な ら 回 
復 系 の スペ ル を 覚え た い 。 アイ テム も 節約 で きる は ず だ 。 


加 


/ 
女神 〇 祝福 










生 者 と 亡者 


《 生 者 と 亡者 の 関係 》 


プレ イヤ ー は 不死 な の で 、 死 亡 時 に 敬 火 で 復活 する が 、 死 亡 
する 度 に 亡者 に 近づく 最悪 な 状態 に ある 。 生 者 の 状態 で 死亡 
する と 亡者 に な り 、 亡 者 の 状態 で 死亡 を 重ね る ご と に HP ゲー 
ジ の 最大 値 が 減少 し て いく 。 同時 に 容姿 も 悪化 し て いく の だ 。 


i 


死亡 








⑯ 亡 者 の 状態 で 4 回 死亡 3 2 
者 ae 最大 HP を 増やす 方 法 ( 
⑯ 亡 者 の 状態 で 5 回 死亡 eae 6 
最大 HP を 増やす た め に は 、 レ ベル アッ プ で ステ ー タ ス を 上 げ る BN ee 


方 法 が 基本 。 ほ か に 即効 性 が ある 手段 と し て 、 生 命 の 指輪 な 0 
ど を 装備 する こと で HP を 高め る こと が で きる 。 亡者 状態 限定 で ee 
最大 HP 低下 を 抑え る 、 繋 ぎ 止 め る 指輪 も 注目 の 品 で ある 。 ーー 





亡者 の 状態 で 10 回 死亡 





亡者 に な っ て し まっ た ら 人 の 像 
を 使う 。 亡者 の 進行 具合 に 関 
わら ず 、 ひと つの 使用 で 生 者 
に 戻り 、HP の 最大 値 も 、 も と 
通り だ (HP は 回 復 し な い ) 。 購 
入 可能 な 数 が 少な い の で 無駄 
使い は 避け 、 ボス 戦 直 前 な ど 、 
使用 の タイ ミン グ を 考え よう 。 
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HP の 最大 値 が 減っ て いく の は 、 亡 者 状態 で 死亡 し た と きだ け と は 限 
ら な い 。 呪い に か か っ て も 同じ 状態 に な る の だ (解消 に 人 の 像 を 使う 
の も 同じ ) 。 生 者 の と き に 呪 わ れる と 亡者 と な り 、 すでに 亡者 な ら 、 亡 
者 度 が 進行 する 。 いわ ゆる 呪 死 で は な い の で 、 ソ ウル を 落と し た り 、 
鞭 火 に 戻さ れる こと は な い 。 呪い 属性 の 攻撃 を し か け て くる 英 や 、 呪 
い を 振り まく 専 に 遭遇 する エリ ア に 踏み 込む の な ら 、 耐 性 を 上 げ る 装 
備 を 身 に つけ て お く と いい だ ろう 。 
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スタ ミナ は 自動 的 に 回 復 す る 


消費 し た スタ ミナ は 自動 で 回 復 す る 。 試し に 武器 を 1 回 振っ て みる と 、 
減っ た 分 が 戻っ て いく の が わか る 。 2 回 連続 で 振る うと 、 2 回 分 が 消 
費 さ れ 、 消 費 分 が 戻る 。 重要 な の は 、2 回 分 か ら 戻 る の で 、 そ の 分 
時 間 が か か る と いう 点 。 3 回 な ら さ ら に 長く か か る 。 さら に スタ ミナ を 使 
い 切 っ た 場合 は 、 最 低 限 の スタ ミナ が 溜まる まで 激しい 動き が で き な く 
な る 。 戦闘 中 な ら ば 防御 や 回 避 が 不可 能 に な る の で ある 。 
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に YA が ら 、 ゲ ー ジ の 減り を 確か め て みる と 、 ど の よう な も の か わか る は ず 。 メ 
ニュ ー 画 面 を 開い た り 、 ジ ェ ス チャ ー を し た りな ど 、 そ の 場 を 動か な い 行 
な 紅 jm や 、 が <、 走 る な どの ゆる や か な 行動 で は 減ら な い が 、 ダ ッシュ や ジャ 
ンプ 、 剣 を 振る うな どの 激しい 行動 で 消費 し 、 行 動 を 解除 する と も と に 戻 
J る 。 激 し い ア クシ ョ ン を 伴う 戦闘 時 は と くに 注意 。 い ろ い ろ な 動き の 連続 

と な る た め 、 ス タ ミ ナ の 管理 が と て も 重要 に な っ て くる 。 


スタ ミナ の 消費 


スタ ミナ は 一 般 的 に 考え られ る 激しい 動 
き で 消費 する 。 左 は その 一 例 。 ふ つう の 
は し ご の 上 り 下 り で は 減ら ず 、 急 速 に 上 
る と きだ け 消 耗 する 。 滑り 下り る アク ショ 
ン で は 消耗 し な い の で ある 。 弓 を 絞る と 
消耗 し 、 射 る と 回 復 。 ま た 、 エ ネル ギー 
を 使用 する と いう 意味 も あり 、 魔法 を 使う 
と きも 消耗 する 。 アク ショ ン に よっ て 消費 
量 も 異な る 。 エネ ルギー 消費 が 高い と 思 
われ る 行動 ほど 多く 消耗 する の だ 。 


スタ ミナ の 管理 


戦闘 で は 、 激 し い ア クシ ョ ン を 連続 で 行う こと に な る た め 、 スタミナ の 英 に 対処 する スタ ミナ が 足り な く て 死亡 する の が よく ある ケー ス 。 
管理 に と くに 気 を 配ら な けれ ば な ら な い 。 1 对 1 の 戦い で 、 武器 を 武器 を 2 回 (回 数 は スタ ミナ の 量 に よる ) 振っ た ら 間 合い を と る 。 
ブン ブン と 振り 回 し すぎ て スタ ミナ を 使い 果たし 、 防 御 や 回 避 不 能 スタ ミナ の 回 復 を 待っ て か ら 、2 回 攻撃 と 、 緊 女 回 避 分 の スタ ミナ 
の と ころ を 叩か れ た り 、 集 団 戦 で 目先 の 敵 に 夢中 に な りす ぎ 、 つ ぎ は つね に 温存 し て 戦う 。 こ れ が で きれ ば 一 人 前 だ 。 








出血 時 に 最大 スタ ミナ 量 が 減る 


出血 属性 の 攻撃 を 受け 出血 状態 に な る と 、 状態 が 回 復 する 
まで 最大 スタ ミナ が 減少 する 。 出血 は 毒 や 呪い な ど と 同じ く 、 
属性 値 が プレ イヤ ー に 蓄積 し 、 一 定 値 を 上 回 る と 起こ る 現象 
だ 。 蓄積 ゲー ジ が 表示 され 、 ゲ ー ジ が 溜まる と “ 出血 し た !" 
の 文字 が 出る 。 最 大 スタ ミナ ゲー ジ が 短く な る と スタ ミナ 管理 

が きび し く な り 、 不 利 で ある 。 時 間 の 経過 で 回 復 する の で 敵 
Some | と 距離 を 置く の が 賢明 。 対 人 プレ イ で そん な 余裕 が な いと き に 
の は 、 出 血 耐性 を 高め る 効果 が ある 紅 蜂 の 丸 薬 や 、 血 咳 み の 

さり ] 指輪 が と て も 役に立つ か も し れ な い 。 
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スタ ミナ の 回 復 ス ピー ド を 早め る アイ テム が ある 。 消費 アイ テム の 緑 
花 草 は 食す こと で 、 一 定時 間 ス タ ミ ナ の 回 復 が 早く な る 。 EK, 緑 花 
の 指輪 は 同じ 効果 が 得 ら れる うえ 、 装 備中 は 効果 が 持続 する 。 スタ 
ミナ 消費 が 激しい 二刀流 で 戦う と き や 、 特大 剣 な ど を 振り 回 す 際 に 和装 
備 する と 便利 だ 。 指輪 スロ ッ ト に 余裕 が な いな ら 緑 花 草 を 使う と いい 。 
双方 の 効果 は 重複 する の で 両方 使え ば 完璧 と な る 。 


緑 花 の 指輪 
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ーー 





で 通常 画面 で 左下 に 表示 

で 
ロッ ト 。 装備 メニ ュー の 
所 定 の 位置 に 、 武 器 や 魔法 、 ア イ テ 

ム な ど が 配置 され て いる 場合 に 表示 こ 
され 、 フィ ー ル ド で 使え る よう に な 
る 。 ス ロッ ト に 複数 装備 し て いる 場 
合 は 、 方 向 キー を 押す こと で 切り 換 
えら れる 。 ふつ うに 探索 し て いる と き は ゆっ くり や れ ば 間 題 な い が 、 = 
中 に スム ー ズ な 切り 換え が で き な く て ピン チ を 招く こと も 少な く な い 。 た 
と えば 、 右 手 の 武器 スロ ッ ト に 槍 と 呪術 の 火 を 装備 し 、 ス ペル スロ ッ ト に 
魔術 と 呪術 を 和信 れ て いた と する 。 いさ 魔術 を 使 お う と 杖 を 構え た が 、 魔 法 
の 表示 が 呪術 に に な っ て いて (呪術 の 触媒 は 杖 で は な く 呪 術 の 火 で ある ) 発 
射 で きず 、 隙 が で きた と ころ を 叩か れる な ど 、 よく ある ケー ス だ 。 武器 や 
魔法 を 積み 換え た な ら 、 切 り 換 え の 練習 は し て お いた ほう が いい 。 
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表示 は 現在 使用 可能 な スペ ル 。 左上 
の 数 字 は 使用 回 数 。 発動 可能 な 触媒 
と 連動 し て いな いと き は 暗く な っ て いる 。 
切り 換え は 方 向 キ ー の 上 を 押し て 行 
い 、 ス ペル 記憶 で 記憶 させ た 順番 で 切 
り 換わる 。 つ ぎ に 切 り 換わる スペ ル は 
右側 に 小さ な ウイ ンド ー で 表示 され る 。 


表示 は 現在 の 右手 装備 武器 。 装備 ス 
ロッ ト に 最大 3 つま で 携帯 し て 、 方向 
キー の 右側 を 押す と 携帯 させ た 順に 切 
り 換わる 。 ウ イン ドー 下 の 赤 い ゲ ー ジ 
は 、 右 武器 の 現在 の 耐久 度 を 示す 。 
両手 持ち 時 は 、 使用 不可 能 に な っ た 方 
の 武器 が 暗く 表示 され る (左右 同様) 。 











A hilt 





左手 スロ ッ ト 












表示 は 現在 の 左手 装備 武 
Bo 装備 スロ ッ ト に 最大 3 つ 
まで 携帯 し て 、 方 向 キ ー の 左 
側 を 押す と 、 携帯 させ た 順に 
切り 換わる 。 ウイ ンド ー 下 の 
赤い ゲー ジ は 、 左 武器 の 現 
在 の 耐久 度 。 ち な み に 、 武 
器 が 装備 条件 を 満た し て いな 
い 場 合 は 、X 印 が つき 、 暗い 
表示 に な る (左右 同様 )。 


弓 系 武器 装備 時 の スロット 


表示 は 使用 可能 な アイ テム 。 
使用 で き な い 場合 は 暗く 表示 
され る 。 方 向 キ ー の 下 側 を 押 
すこ と で アイ テム スロ ッ ト に 携 
帯 さ せ た 順 に 切り 換わり 、 つ 
ぎ に 切 り 換わる も の は 、 小さ く 
表示 され て いる 。 下 に は アイ 
テム の 名 前 も 表示 。 最大 の 
10 個 を 携帯 する と 、 切り 換え 
に 時 間 が か か る の で 注意 。 


アオ テム スズ スロット 





左右 の スロ ッ ト を 己 や 大 弓 、 ク ロス ボウ な ど に 切り 換え る と 、 ウイ ンド ー 
の 左下 に 、 さ ら に ふた つの 小さ な ウイ ンド ー が 現れ る (右手 に 装備 し 
て も 、 左 下 に 表示 ) 。 ここ に は 、 装 備中 の 矢 や 大 矢 、 ボ ルト の アイ oie 
コン と 装備 本 数 が 表示 され 、 対 応 す る ボタ ン を 押す こと で 射る こと が |= ED 
で きる 。 発射 不可 能 な 状態 の と き は 、 暗 い 表 示 と な る 。 


dorm 4 
DES 
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ドラ ング と SE と も 価 人 と 思わ れる の は 、 see eo 












So BHOF EL 


いな い 。 - 履 を 倒し て 人 まし た り 光 秋 か ら 失 ee nar 
る ソウ ル が 通常 画 面 の 右 下 に 表示 され る 。 ソ ウル は 品物 と 交換 で きる た め 、 
通貨 の 役割 を 持っ て いる 。 また 、 レベ ル ア ッ プ に も 





まり 、 多く の ソウ ル を 獲得 し 
た 者 が ドラ ン ダグ レダ で 力 を 





持っ て いる と 言え る か も し れ 
な い 。 ちな み に 、 旅 の 目的 と 
し て 。 初め に 緑 衣 の 巡礼 が 語 





人 


KEES SACHEYAN 
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プレ イヤ ー が 死亡 する と 、 そ の 場 に 所 持 ソ ウル を すべ て 含ん だ 
血痕 を 落と し て 、 薔 火 に 戻さ れ て し まう 。 復活 し た と き は 、 な ん 
と 所 持 ソ ウル が ゼロ に な っ て いる の だ 。 落と し た 血痕 は 、 そ の 
場 に 留まっ て いる た め 、 回 収 が で きる 。 だ が 、 回 収 前 に 死亡 
する と 新た に 血痕 が 上 書き され 、 前 の 血痕 が 消え て ロス ト と な 
る 。 大 量 の ソウ ル は 、 持ち 歩か な い ほ うがい い 。 


回 収 前 に 死亡 し て ロス ト 。 注意 する と | 
gw な か な か で きる も の で は な | 

。 ソウ ル を 落と す の が 防げ な い 以 
由 落と し て も いい よう に 、 ソ ウル は 使 」 
うに 限る 。 マ メ に 等 火 で 転送 し 、 レ ベ 
ル ア ッ プ す る か 品物 に 換え よう 。 


あら ゆる 取引 に ツウ ル を 活用 


ソウ ル は 、 買い 物 や ヤレ ベル アッ プ 、 武 器 の 強化 、 修 理 な ど 、 
ざま ざま な と き に 必要 に な る 。 特殊 な 例 で は 、 あ る こと を 行う 
条件 と し て ソウ ル を 要求 し て くる 者 も いる らし い 。 また 、 ボ ス を 
倒す こと で 入手 で きる 特別 な ソウ ル を 、 何かと 交換 する 者 も い 
る 。 貴重 な ソウ ル な の で 、 出 会 う 前 に 所 持 ソ ウル に 変換 し て 
し まう と 、 後悔 する か も し れ な い 。 ひと つ し か な い ア イ テ ム は 、 
すぐ に 使わ な い に 限 る の だ 。 


る の も 、 ま た "大 き な ソ ウル " 





の 獲得 で ある 。 


rr Jed 


アイ テム の 形 を し た ソウ ル 


敵 を 倒す と 、 所 持 ソ ウル の と ころ に 直接 ソウ ル が 加わ る が 、 死 
骸 や 宝箱 か ら 拾 える の は アイ テム の 形 で ある 。 使用 する こと 
で 所 持 ソ ウル に で きる の だ 。 アイ テム の 状態 な ら ば 、 死 亡 時 


に 落と すこ と が な い の で 安全 。 非常 時 に 使え る よう に 、 少し 
残し て お き 、 あ と は どん どん 使う と いい 。 また 、 ボ ス を 倒し た と 


き に は 、 特別 な 形 の ソウ ル が 入手 で きる 。 


も 必要 と な る 。 fa e736 る 




















分 
で 始ま る (目的 を 見 失っ 

な た 状態 な の だ が ) の で 、 自分 の イメ ー ジ が 投影 し ゃ すい 、。 と は 言え 面倒 な 
ら 、 行 き 当 た り バ ッ タ リ で 作り 、 成 り 行 き で 行く の も ロー ルプ レイ と し て 
ら は 悪く は な いも の で ある 。 も う ひ と つ 重 要 に な る の が 、 素 性 や お くり も の 
、 の 選択 。 と くに 初期 ステ ー BARES RMAC A TEES BOW + 
で フラ イン で プレ イ す る だ け な ら そん な に こだわ ら な く て も いい が 、 オ ン ラ 
は イン で の プレ イ を 楽し む な ら 、 対 人 戦 も 。 _ 

見 越し た 先々 の ステ ー タス を 考慮 する * 
の 必要 も 出 て くる だ ろう 。 オン ライ ン と 言 | 
Ala. 他人 に 自分 ) の 姿 を 見 られ る こと も 
ある の で 、 や は り 容 姿 も 多少 と だ わっ た 
ほう が いい か も し れ な い 。 





1 素性 ・ お くり も の 

ドラ ング レイ グ の 世界 に 来 た 時 点 の 自分 の ス 
テー タス や 装備 を 決め る 。 お くり も の は 、 追加 
で 持ち 込め る アイ テム の 選択 だ 。 


2) 体 

性 別 や 体 の 形 を 決め る 。 体 で は パー ツ の グラ 
フィ ッ ク を 選択 で きる 。 性別 、 体型 、 体質 の 
項目 が ある 。 背 の 高低 は 選択 で き な い 。 


3) 顔 

顔 の 形 の 選択 。 基 本 と な る 顔 の パタ ー ン や 
髪型 、 ま ゆ の 形 、 8 (BlEDA), 、 タトゥ ー を 選 
So 色 の 選択 も 可能 だ 。 


4) 詳細 設定 

顔 の 微 調整 を 中 心 に し た 詳細 設定 。 ス ライ 
ダー を 使っ て 年 齢 や 性 な どの イメ ー ジ で 調整 
し た り 、 目鼻 口 の 配置 な ども 指定 で きる 。 
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③ 性 別 ノ 男性 


〇 性 別 ノ 女性 





作成 に 迷っ た と き は ラン ダム 作成 


キャ ラク ター の イメ ー ジ を 決め た く な いわ け で は な い が 、 ア イデ 
ア が 浮か ば な い 、 ある い は どう や っ て も うま く で き な い と いう と き 
は 、 顔 の 項目 か ら 選 べ る ラン ダム 作成 が 役立つ 。 ボタ ン を 押 
す た び に 6 つ ず つ 違 う 顔 が 表示 され る の で 、 あ と は 選ぶ だ け 
だ 。 髪型 や まゆ な どの パー ツ は 変化 し な い の で 、 それ ら を 決め 
た 後 で 実行 する と いい 。 運 任せ の よう で も あり 、 天 命 を 授かっ 
た 主人 公 ら し い 決 めか た と も 言え る 。 も ちろ ん 、 選択 し た あと 
で さら に 微 調整 を する と いう や りか た も ある 。 
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素性 + #6 04O 


キャ ラク ター の 作成 で 実質 的 に 影響 が 出る の は 、 素 性 と お くり も の 異な っ て いる 。 ゲー ム プ レイ 中 に 行う レベ ル ア ッ プ で 、 目 分 で ステ ー 
の 項目 だ け で ある 。 装備 と お くり も の に は レア な も の が な い の で 、 タス を 振り 分 ける の だ が 、 目 分 が 必要 と し て いな い 部 分 に 数 値 が 
影響 が 出る の は 序盤 だ け 。 だ が 、 素 性 は 後々 まで 影響 する の で 、 振ら れ て いる の が | も っ た いな い 」 と な ら な いよ うに 、 長 所 だ け で 
こだわ る 人 は 注意 し よう 。 素性 は 8 種類 あり 、 ス テー タス が すべ て は な く 、 低い 部 分 を 念入り に チェ ッ ク し て お く と いい だ ろう 。 
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戦い に 生き る 戦士 。 筋力 、 技量 が 高く 、 武器 の 扱い に 長け 
Bo この 素性 の み 最 初 か ら 盾 を 装備 し て いる の で 、 TORE 
序盤 は 楽に 戦え る 。 戦闘 タイ プ と いう こと で 筋力 、 技量 が 高 
Wo いずれ も 必要 と な る 数 値 な の で 損 に は な ら な い は ず だ 。 ほ 
か の 能力 は 平均 的 。 後 の 方 針 転 換 も し や すく 戦い や すい 。 
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\ 


二 可 =， 


アイ アン ヘル ム プ ハー ドレ ザー アー マー 
ハー ドレ ザー ガン トレ ッ ト プ ハー ドレ ザー ブー ツ 
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折れ た 直 剣 / 鉄 の 円 盾 


旅 の 騎士 。 生命 力 が 高く 、 打 た れ 強 い 。 生命力 は 素性 の 中 
で トッ プ だ 。 筋力 が 高く 、 技量 は そこ そこ 。 BICKR CARS 
ど を 装備 させ や すい 素性 だ 。 信 仰 も ふつ うに ある の で 、 AE 
の 奇跡 を 覚え させ た 信仰 騎士 も いい か も し れ な い 。 重い 武器 
を 扱う の に 必要 な 体力 と 持久 力 が 物足りな い の で 強化 し よう 。 


AE NG / ABEOFO-TF 
KEDT-Y 





| それ が お 前 さん の 姿 だ よ 」 
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技 を 磨い た 剣士 。 両 手 に 強化 武器 を 持ち 、 鮮 や か に 戦う 。 8 | 無慈悲 な 姿 賊 。 技量 に 長け 、 弓 を 扱え る 。 遠近 と も に 対応 可 
所 持 し て いる 武器 は 、 シ ミタ ー+1 と ショ ー ト ソー ド + 1 で 、 素性 i | 能 。 山賊 で は な く 、 野次 で ある 。 技量 が と て も 高い 点 と 、 弓 を 
の 中 で は も っ と も 高 威力 の も の 。 二刀流 で 戦え そう だ が 、 能力 1 | 最初 か ら 装備 し て いる と ころ が ボイン ト だ が 、 じ つ は 、 弓 は 装備 
不足 で 発動 で き な い 。 技量 が 高く 、 筋 力も ある 。 魔力 も そこ そ 条件 を 満た し て いな い 。 信仰 は そこ そこ ある が 、 理 力 が 1 で 潔 
こ 。 生命 力 が 低い た め 、 防御 より 回 避 中 心 で 戦う 人 に 向く 。 8 | い 。 魔術 や 聞 術 を 使わ な い 人 は 選ぶ 価値 が 高い 。 
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浪 の フー ド ノ 放 浪 の コー ト 
放浪 の マン シェ ッ ト ノ 放浪 の ブー ツ 
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お くり も の の 選択 は 、 どれ も 探索 中 に 入手 で きる も の ば か りな の で 、 アイ テム 。 そし て 、 何 か の 化石 は 交換 する アイ テム で ある 。 治癒 
自分 の 好み で 決め る と いい 。 用 途 が 不明 な も の は 、 巨 人 の 木の実 の 品々 は 、 内 訳 を 右 の 表 に 掲載 し た が 、 数 だ け 見 て も けっ こう お 得 
の 種 と 、 何 か の 化石 。 ま っ た くわ か ら な いと 選び よう が な い の で 、 ひ な セッ ト で ある 。“ なし" は 、 本 当 に 何 も な い 状 態 だ 。 深 読み し て も 
と 言 だ け ヒ ント を 書く と 、 巨 人 の 木の実 の 種 は オン ライ ン が 関係 する 何 も も ら え な い の で ある 。 


巡礼 の 聖職 者 。 高い 信仰 に よる 奇跡 で 道 を 切り 拓く 。 聖職 者 1 | 知 に 長け た 魔術 師 。 高い 理 力 と 記憶 力 で 魔術 を 操る 。 魔法 
な の で 信仰 の 高 さ は 当然 。 筋力 が 高め な と ころ も 長所 で ある 。 i | に 特 化 し た 分 、 ほか が 犠牲 に な っ て いる 。 遠 距離 か ら の 魔術 
技量 が 低い の で 武器 は 打撃 武器 の 植 が 適し て いる 。 だ が 、 持 i 攻撃 を 主体 に て 戦い 、 近接 は 技量 系 の 武器 で 致命 の 一 撃 を 
久 力 の 低 さ が 問題 。 武器 使用 だ け で は な く 、 奇跡 の 詠唱 に も i | 狙 お う 。 育 成 し て 短所 を 補う より 、 長 所 を 伸ばす と いい が 、 ス 
スタ ミナ が 必要 な の で 、 後 で 上 げ る 必要 に 迫 ら れる は ず だ 。 | | タ ミ ナ が な いと 魔術 が 使い に くい の で 、 持 久 力 は 必要 に な る 。 


聖職 の 聖 鈴 ノ メ イ ス | 


二 
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One pH 
亡者 魔術 師 の 黒 ロ ー ブ 
異国 の ズボン 
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| ぉ くり も の の 内 容 


な し | お くり も の な ど 何 も な か っ た | ees 帰還 の 骨 片 | 最後 に 休息 し た 等 火 に 戻る 。 持 っ て いる と 安心 だ が 安全 な 旅 な ど な い 
生命 の 指輪 | 古い 古い 指輪 、HP が 少し だ け 増 える ns 巨人 の 木の実 の 種 | 巨人 の 木 か ら 成っ た も の 。 食 べら れ な い 。 

人 の 像 。 | 何 か に 見 える 像 、 亡 者 か ら 生 者 に 戻 も 。 。 等 火 の 探究 者 。 | 等 火 に 注ぐ と 周囲 の 敵 が 強く な る 。 
治癒 の 品々 | 内 訳 は 村石 X 10、 輝 杯 石 x 3、 古 び た 果 石 X 1, BOBEXS 何 か の 化石 | た だ の 石 の 塊 。 何 か の 役 に は 立つ か も し れ な い 。 
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各地 を 巡る 探索 者 。 秀 で た 力 は 持た な い が 、 アイ テム を た くさ 0 素性 の 知れ ぬ 裸 の 人 。 何 も 持た ず 戦 う 。 こ の 体 こ そ が 生 の 
ん 持っ て いる 。 能力 で 目立つ の は 適応 力 の 高 さ 。 耐 性 や 敏 Ii 証 。 本当 に 何 も 持 っ て いな い 。 殴 っ で 戦う こと に な る 。 そ も そ 
兵 が 高い と いう こと 。 ほ か は 秀 で て いな い が 、 悪く も な い 。 ア 1 も 、 最初 に 着 て いた 服 は 脱い で 捨て て し まっ た の か ? 能力 は 
イ テ ム の 所 持 は 和 魅力 的 。 お くり も の で 治癒 の 品々 を 選ぶ と 序 | 6 で 統一 。 レベ ル も 1 。 そ の まま 好き な よう に 育て られ る 。 お く 
盤 が か な り 楽 。 矢 と ボル ト は ある が 、 弓 は 所 持 し て いな い 。 1 


旅 商人 の 帽子 / 旅 商人 の コー ト 
旅 商人 の グロ ー ブ ノ 旅 商人 の ブー ツ 


ROX 20 “MARX 8 / 芳 ば し く 香 る 粘液 X 4 
七色 石 X5 / 錆び つい た 硬貨 X 2 / 修 理 の 光 粉 X 1 
ファ ロス の 石 X 1 プ ウ ッ ド ボル ト X 20 
魔法 晶 石 の 指 輸 X 1 / 木 の 矢 X 20 


の の の の | の 1 





【 Chapter.1 / 旅 の 初め 】 021 


実際 に 作っ た キャ ラク ター の 作例 を 紹介 。 手順 も 付 
け て 解説 し て みた 。 地味 な キャ ラク ター に し て 、 自 分 
を 投影 する と いう プレ イ も オス ス メ だ が 、 今回 は 個性 
が 強い キャ ラク ター 作り に 挑戦 。 女性 は も ちろ ん 可愛 
く 。 と が 言っ て お 婆さん キャ ラク ター も こっ そり 作っ た 。 
作る だ け な ら 、 こ っ ちの 方 が 楽し いん だ けど ね 。 











屈強 で 無骨 な 騎士 を 作っ て みた 














大 きい 武器 を 振り 回 し た い 、 と いう こと で 大 剣 が 似合う キャ ラ 作 り に 
挑戦 。 体格 は 、 い ちば ん 太い の を 。 顔 の ベ バース は デフ ォ ル ト の も 
の 。 最初 に 有 髪 や まゆ 、 明 の パー ツ を 選ん で か ら 、 一 気 に 詳 細 設 定 
へ 。 年 齢 、 性 イメ ー ジ は お っ さん (そん な 選択 肢 は な い ) 。 それ を 
形状 1、2 で 調整 する 。 ポイ ント は 2 の 中 に ある 類 と あご 。 太く で 
は な く 、 締 め る の で す 。 で 、 あ ご を 短く する と 上 顔 が 四角 くく な る 。 口 
は “ 喜 ” に し て 、 色 を 調節 し て 完成 。 通称 、 ア カオ ニ で 。 





その ほか の 作例 








知 的 な プロ ンド 美人 は いか が ? 


体格 は 筋肉 質 も いい けど 、 生 足 の 魅力 に 勝て ず に “ ふつ う " に し た 。 | 
顔 は 好み に 近い も の を ベー ス に し て 、 あ まり 極端 な 変更 を し な い の ( その ほか の 作例 
が コツ 。 女性 の 顔 は 、 数 ミ り 単位 で 印象 が 変わ る の で 、 一 度 月 れ 
る と 手 に 負え な く な る 。 と に か が く 印 象 は 第 一 に 。 詳細 設定 の 形状 1 
を 使っ て 、 目 鼻 の 配置 を 動か し つつ 、 自 分 が 「 い っ し ょ に お 茶 で も 
いか が で す ? 」 と 声 を か けた く な っ た ら ス トッ プ 。 あと は テン ショ ン が 
上 が っ て 楽し く 作 れる 。 作り 込み 過ぎ は 、 和 失敗 の も と で す 。 
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id, Seed cone Cane eT. oe 
索 し て 情報 を 集め て いく こと だ 。 ー 

と ころ で 、 ド ラン グレ イグ に は 数 多く の 邊 火 が 点 在 し て いる が 、 そ の す 
べ て に 名 前 が つい て いる 。 マ デュ ー FICHSB KA RCOBKEWIY | 
前 だ 。 ド ラン グレ イグ の 果て に 位置 する 箇 火 と いう こと だ ろう 。 緑 衣 の 巡 ー 
礼 は 、 そ の 符 火 の 少し 先 の 岬 で 海 を 見 つめ る よう に 立っ て いる 。 彼 女 が 旅 
の 導き 手 で ある 。 話 し か ける = 
と 、「 ヴ ァ ン クラ ッ ド 王 に 会 う 」 
その た め に 「4 つの ソウ ル 」 を 
集め る な ど 、 お ぼろ げに 目的 
が 見 えて くる 。 と こ か ら さ ら _ 
に 探索 を 進め て いこ う 。 
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~ 





拠点 よ と な る マデ ュー ラ か ら 
各 エリ デア へ ヘ 





マデ ュー ラ の 千 火 が 旅 の 起点 
ドラ ング レイ グ の 旅 の 基本 を 説明 し よう 。 旅 の 起点 と な る の は 、 
マデ ュー ラ の 地 。 マデ ュー ラ か ら 、 つなが っ て いる 各 エ リア へ マデ ュー ラ の 等 火 は 、 ほか と は 異な る 機能 が 備わっ て い 
四 和 
エリ ア に も 等 火 が 点 在 し て いる の で 、 そ こ を 中 継 拠点 と し て 探 の 地 で で きる こと が 多い か ら で あ る 。 こ の 地 よ り 旅だっ た 
索 を し な が ら 、 先 へ 進ん で いく と いい だ ろう 。 te 後 も 、 何 度 も この 義 火 を 利用 する こと に な る だ ろう 。 
神 懲 じ で いた り 、 巧 妙 な ワナ が し か けら れ て いる 。 EK, I 
ト の 選択 は 自由 だ が 、 ル ー ト の 先 へ 進む ご と に 危険 度 が 高 
る 。 難し いと 思っ た ら 、 薔 火 の 転 送 で 引き 返し て 違 ey 
進む ほう が いい 。 ちな み に 各 ルー ト の 行き 着く 先 は 、 必 ず 、 


じ ま り の 鞭 火 に な っ て いる 。 





( 鞭 火 を 起点 に し た 探索 の 概念 図 》 


に エリ プア 最深 部 
際 間 の 洞 | | | (は じ ま り の 等 火 ) 


〈 火 防 女 た ちの 住処 


准 火 間 の 転送 可能 エリ ア 
マデ ュー ラ の 等 火 ま で 一 方 向 の ぁみ 転送 
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の で き な い も の で ある 。 発見 時 は 火 が つい て いな い 状 態 だ が 、 点 火 
する と 休息 が 可能 と な り 、 休息 する と 便利 な 機能 が 活用 で きる よう に 
な る 。 敵 が 近く に いる と 点火 まで は で きる が 、 休 息 が で き な い 。 侵入 
され た り 、 味方 を 召喚 し て いる と きも 同様 で ある 。 ちな み に 、 点 火 だ 
け 済 ませ ば 、 転送 リス ト に 記憶 され る 。 また 、 死亡 時 に 復活 する の 
は 、 最 後に 休息 か 点火 を し た 逆 火 で ある こと も 覚え て お こう 。 


〇 ③ 和 警 火 の 休憩 で 得 ら れる メリ ッ ト と デメ リッ ト 









体力 が 全 回 復 する 
エスト 瓶 の 使用 回 数 が 全 回 復 

装備 の 耐久 度 が 全 回 復 する (破壊 時 は 不可 能 ) 
〇 メニ ュー 表示 され る さま ざま な 機能 が 使え る 
〇 英 が 初期 配置 に 戻る 


や 体 息 す る と 倒し た 敵 が 復活 する 





其 火 で で きる こと 


等 火 で 休息 する と 、 体 力 や 装備 の 耐久 度 、 エ スト 瓶 の 使用 回 数 な ど 
が 自動 回 復 する 。 同時 に メニ ュー ウイ ンド ー が 開き 、 さ ま ざ ま な 機能 が 
活用 で きる よう に な る 。 メニ ュー の 内 容 は 下 表 の と お り だ 。 また 、 た 
いま つ を 持っ て いる 場合 に 等 火 に 近寄る と 、「 警 火 で 休息 する | の 
裏側 に 「 た いま つ に 火 を つけ る | と いう *“ 切り 替え ” 表示 が 出る 。 こ 
れ を 選択 する と 、 た いま つ に 着火 で きる の で ある 。 


O 〇 薔 火 の メニ ュー 










現在 いる 和敬 火 か ら 記 録 さ て て いる 鞭 火 へ 移動 する 










スペ ル 記 憎 各 魔 法 を スペ ル の スロ ッ ト に 載せ 換え る 





アイ テム を くべ る こと で さま ざま な 効果 を 得る ( 右 参照 ) 









アイ テム ボッ クス 携帯 し て いる アイ テム を 入れ 換え て 整理 する 








た いま つ に 
火 を あつ ける 


持っ て いる た いま つ に 火 を つけ る 


凌 火 の 転送 の し くみ 


甘 火 で 転送 を 選ぶ と 、 こ れ ま で 立ち 寄っ た 点火 済み の 千 火 が 掲載 さ 
れ た メニ ュー が 開く 。 選択 する と 転送 が 実行 され る の だ 。 BRIS. ド 
ラン グレ イグ 中 に か な り 多 く 存 在 し て いて 、 簡 単に 発見 で き な い も の も 
ある 。 し ば らく 旅 を 進め た 後 で 転送 画面 見 る と 、「???] の 転送 先 
が 表示 され る よう に な る 。 メニ ュー の 前 後 の 配 置か ら 、 だ いた い の 地 
点 が 予測 で きる の で 、 探 し て みる の も いい か も し れ な い 。 





⑥ 甘 火 に くべ られ る も の 


人 の 像 


eK ORR 


導き 者 の 骨粉 








くべ た 後 、 一 定時 間 オ ン ラ イン の 侵入 ・ 協 力 を 
受け 付け な く な る 


くべ た 等 火 周 辺 の 敵 を 強化 する 


エス ト 瓶 の 回 復 量 を 高め る 
(マデ ュー ラ の “ 果て の 和美 火 ” 専用) 
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な いか を 
の 
探索 を 進め る と 5 つの 出入 り 口 を 発見 で きる 。 ひ と つ は 、 ここ に た 
どり 落 く 前 に いた 隙間 の 洞 に 通じ て いる 。 そ の ほか は 未知 の エリ ア 
選 通 じ て い る の だ 。 と は いえ 、 す べ て の 出入 り 口 が 通行 で きる わけ 
で は な さそ う で ある 。 ま た 、 中 央 の 縦 穴 な ど は 一 見 する と 下り られ そ 


うに も 見 える が 、 か な り の 深 さ が あり 、 飛 び 降 り た ら 沙 下 死す る か 、 
助かっ て も か な り の ダメ ー ジ を 受け る こと に な り そ う だ 。 ダー クリ ング 


(マデ ュー dS り 見 た 図 ) 
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apenas 人 0 に 探索 を する の o 
に と っ て は 
る た め に 、 


常識 で ある 
そし て 新た な 扉 を 


の ひと 0 と 909 
調べ る 


きる だ ろう 。 も っ と も 、 





マデ ュー ラ の 地 は 広く 、 ち ょ っ と し た 荒野 の よう で も あ 


る 。 周囲 に は 朽ち か けた 小屋 が 複数 点 在 し て いて 、 中 に 
る 場所 や 鍵 が か か っ て いて 入れ な い 場 所 も ある 。 初 
ドラ ング レイ グ を 旅 する 者 
た め に 、 ひ と つ は 情報 を 得 
開く た め に だ 。 
は じ め 、 さまざま な 人 物 が いる 。 ま ず 、 そ 
に 話し か け て 情報 を 得 て い こう 。 あ と は 、 周 囲 に 何 か 
る 。 AE 安心 し て 探索 の 術 を 練習 で 
昌 所 な ど 、 ど こ に も な い の だ ろう が 。 


。 ひど と つ は 身 を 学 る 


、 緑 衣 の 巡礼 を 


Pes 


5ODUAVSTFLETt S th 


か 帰還 の 骨 片 を 使う と いう 手 も あ る の で 、 試せ る が …… 。 この ルー 
ト も 含め て 、 初 め は 3 つの ルー ト が 選別 で きる 。 も ちろ ん 、 どれ を 


進む か は プレ イヤ ー の 自由 で ある 。 


隙間 の 洞 ヘ 人 @v 石像 に より 閉 さ され て いる 扉 へ 
9 危険 な 大 穴 / 因 地下 の 水路 ヘン 城郭 内 の 通路 へ 


: mS Sit PSs: 
全 oo id Se 
: に で ee 





fx AD MK FL 


VF a—- FOB KOI NCU SARAHB 
女性 。 初め は 岬 に た た ずん で 海 を 眺め て い 
る 。 最初 に 話し か けた と き に ヴァ ンク ラッ ド 王 
に 会 う よ う に 言わ れ 、 エ スト 瓶 を 渡さ れる 。 2 
度目 に 話す と 苦難 を 求め ろ と いう 会 話 に な り 、 
3 度目 に 話し か けた と き に 、" 名 を 禁じ られ た 
4 つの も の " の ソウ ル を 集め て 戻る よう に 言わ 
れ 、 レ ベル アッ プ が 可能 に な る 。 それ 以降 に 
話す と 、 メ ニュ ー 画 面 が 開く よう に な り 、 レ ベ 


緑 衣 の 巡礼 か ら も ら え る 回 復 ア イ テ ム の エス 
ト 瓶 は 、 ひ と つ し か 手 に 入ら な い 貴 重 な ア イ テ 
ム だ 。 手 に 入れ た 時 点 で の 使用 回 数 は 、 な 
ん と 1 回 。 い くら 即効 性 が ある 便利 な 回 復 薬 
と いっ て も 、 た だ の 1 回 で は 心細い だ ろう 。 そ 
こ で 強化 が 必要 に な る 。 緑 衣 の 巡礼 に 話し か 
け て メニ ュー を 見 る と 、 エ スト 瓶 の 強化 と いう 
項目 が ある 。 選択 する と 「 エ スト の か けら を 渡 
し ます か ?」 と いう コマ ンド が 出る の で 、 エス ト 





レン ベル アッ プ 





x= A hb 


ZA hom 










ル ア ッ プ や エス ト 瓶 の 強化 、 話 す 、 立 ち 去 る 
が 選択 で きる よう に な る の だ 。 そこ に いた る ま 
で 、 都 合 4 回 の 会 話 が 必要 に な る 。 ち なみ 
に 、 この 国 で 出会う 人 物 は 、 一 度 の 会 話 で す 
べ て を 話さ な い 。 また 、 場 所 を 移動 し て か ら 再 
び 話 し か ける と 違う 会 話 に な る こと が ある の 
で 、 聞き 漏らし を し な いよ うに 注意 し よう 。 緑 
衣 の 巡礼 は 、 場所 を 変え て 帰っ て くる と 、 以 
後 は 鞭 火 の 近く に 移動 し て 待っ て いる 。 


の か けら を 渡せ ば いい 。 注意 し た い の は 、 強 
化 段 階 は 、 飲 め る 数 に +1 回 で ある と いう こ 
と 。+0 で 1 回 な の で +3 の エス ト 瓶 は 、 4 回 
使う と 空 に な る と 考え れ ば いい 。 また 、 MK 
に 貴 き 者 の 骨粉 を くべ る こと で 強化 で きる の 
は 、 エ スト 瓶 の 回 復 量 の こと で ある 。 混同 し 
な いよ うに し よう 。 エス ト の か けら は 探索 で 入 
手 で きる 。 も し か し た ら マ デュ ー ラ に も ひと つく 
らい は 落ち て いる か も し れ な い 。 


貴 き 者 の 骨粉 





プレ イヤ ー の レベ ル ア ッ プ も 緑 衣 の 巡礼 の メニ ュー か ら 実 行 す る 。 所 持 し て いる ソウ 
ル を 、9 つ あ る ステ ー タ ス の 項目 に 振り 分 ける こと で 、 自 分 の 能力 を 強化 し て いく の 
=, 敵 を 倒し 、 経 験 値 を 入手 し て レベ ル が 上 が る タイ プ と は 異な り 、 自 分 の 好み に 
沿っ た 形 の キャ ラク ター に 育成 で きる 。 どん な 形 に する の も プレ イヤ ー の 自由 だ が 、 
方 針 に 迷っ た と き は 、42 ペー ジ か ら の 育成 解説 も 参照 し て 考え て みよ う 。 
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マデ ュー アラ 代表 導 を で ぞ で きる こま 


緑 衣 の 巡礼 の ほか に も 、 多く の 人 が いる の で 話し か け て みる と 、 い 
ろ い る な こと が わか っ て くる 。 塔 の 下 に いる ソ ダ ン は 、 基 本 的 な 情 
報 を 教え て くれ る 。 や が て 、 彼 と 青 教 の 維 約 を 交わ せる よう に も な 
る だ ろう 。 小屋 の 入り 口 の 前 に は 、 亡 者 の 鍛冶 屋 が 座っ て いる 。 


デュ ー ラ で は ふた つの 痺 約 が 交わ せる 。 ひ と つ は 、 ソ 
ダン の 青 教 だ が 、 も う ひ と つ は 、 石碑 を 調べ る こと で 結 
REREOEME. 誓約 に つい て の 話 は 36 ペー ジ を 
参照 し て ほし い 。 青 教 は 、 旅 を 始め て 間 も な い 段階 で | 
突然 言わ れる の で (し か も 宗教 ) 敬遠 し て し まい が ち | 
だ が 、 頼 り に な る 誓約 だ 。 誓約 は 何 度 で も 結び 直せ 
| る 。 も の は 試し と いう こと も ある の で 交わ し て お く と い | 
Wo WIC, BE OBIE SATHSMIES. | 


最初 に 訪れ た 時 点 で は ピン と こない か も し れ な い が 、 マ 
| 
| 








私 の 名 は ソ ダ ン 
すべ て を 火 っ て きこ に こ べ 米 ま し た 

















ワシ は 銀 治 屋 だ 
道具 が な けれ ば 、 何 も で きん 
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さら に 、 も う ひ と つの 小屋 の 中 に は 人 の 言葉 を 話す 猫 、 別 の 小屋 
に は 防具 屋 が いる 。 どちら も 会 話 の 後 で 、 メ ニュ ー が 表示 され 、 買 
い 物 が で きる の で 、 ひ と と お り 品 揃え を 確か め よ う 。 その ほか に も さ 
ま ざ ま な 人 物 が いる の で 、 捜し て みる と いい 。 





[ 
| 小屋 の 中 に は 防具 屋 マ フミ ュ ラ ン が いる 。 会 話 で 得 ら 
| 。 れ る の は 個人 的 な 情報 ば か り だ が 、 防 具 が 買え る よう | 
に な る 。 彼 に 限ら な い が 、 物 売り を する 人 物 は 、 旅 が | 
進ん で か ら 会 うと 品 揃え が 増え て いこ と が ある の で 、 マ | 
メ に 覗い て みる の が いい だ ろう 。 も う ひ と つの 小屋 に い | 
る シャ ラ ゴ ア と いう 猫 は 、 物 知り で な か な か の 情報 源 。 | 
指輪 と アイ テム を 売っ て いる 。 下 の 鍛冶 屋 レニ ガッ ツ も | 
そう だ が 、 ド ラン グレ イグ で は 物売り を 生業 に し て いな く | 
と も 、 物 を 売る 者 は 多い の だ 。 | 




















鍛冶 屋 レ ニ ガ ッ ツ は 、 小 屋 の 鍵 を 捜し て いる 。 入手 し て 小屋 | 
の 扉 を 開け る と 、 鍛 冶 屋 を 再開 する の だ 。 武具 を 強化 し て くれ | 
る ほか 、 壊 れ た 装備 の 修理 も 行う 。 武具 の 強化 に は 素材 が 
必要 に な る が 、 強化 素材 の いち ば ん 下 の ク ラス の 、 丁 石 の 欠 | 
片 も 売っ て いる の で 便利 。 ま た 、 鍛 冶 屋 と いう こと か ら か 、 武 | 
器 や 防具 の 品 揃え も よく 、 矢 や ボル ト ま で 扱っ て いる 。 武具 の | 
強化 も ソウ ル が 必要 。 所 持 ソウ ル が 増え た ら 強 化 を 試そう 。 | 
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最初 に 訪れ た と き で も 、 そこ そこ 人 が 多い 集落 な の だ が (も っ と も だ 。 た と えば 、 ア イ テ ム の 購入 で も 、 人 に よっ て 扱う 品物 が 違う 
ドラ ング レイ グ に は 集落 自体 が な い が ) 、 エ リア の 探索 を 始め て 、 た め 、 いろ いろ な も の が 購入 で きる よう に な る 。 そう な る と ます ます 
各地 で さま ざま な 人 物 と 出会う と 、 や が て マデ ュー ラ に や っ て くる 拠点 と し て 便利 に な る の で 、 さ ら に 訪れ る 機会 が 増え る は ず 。 旅 
者 が 現れ て くる 。 こう し て 人 が 増え る ご と に 集落 は 賑やか に な る の が 進ん で いる と いう 実感 も 浦 く こと だ ろう 。 


プレ イヤ ー と NPC と の 関わ りか た で ロー ルプ レイ が 構築 され て いく 


RNS INTERES 


NPC の 中 に は 、 一 度 出会っ て 別れ た た あと 、 ま た 、 異 
な る 場所 で 再会 する タイ プ が いる 。 召喚 サイ ン を 出し た 
り 、 侵入 し て くる NPC も いる な ど 、 さ ま ざ ま な ケー ス が あ 
る が 、 こ れ ら は 連続 し た イベ ント の よう に な っ て いて 、 スト ー 
リー の よう に 進行 し て いく の た だ 。 行く 末 を 見 届け る だ け で も 
楽し い が 、 こ うし た NPC と 、 す べ て の 場所 で 会 うこ と か 


で きれ ば 、 最 後に 何 か を 得 ら れる か も し れ な い 。 
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海 か ら 米 た "巨人 "と か の せい で ね 
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=sssal マデ ュー ラ か らち 旅立ち 各 エ リア に 出る と 、 通 常 の 世界 で は 見 る 
こと の な い 、 さ ま ざ ま な も の を 発見 する 。 こ こと こ で は 、 ド ラン グ 
レイ グ の 世界 で 見 られ る 珍し いも の や 珍し い 現 象 の 一 部 を 紹介 
し て いこ う 。 何 首 が どん な 意図 で 配置 し た も の な の か 、 悪 意 な の か 普 意 な 
の か 、 想 像 し て いく と な か な か に 楽し くも 恐ろし くも ある 。 プ レイ ヤー は 、 
各 エ リア の 主 が 支配 する 世界 に 踏み 込ん だ 旅人 と いう 立場 だ 。 巧 妙 に 仕掛 
けら れ た 九 や 隙 さ れ た 扉 な ど は 、 突 然 の 訪問 者 で ある プレ イヤ ー を 対象 と 
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の ) し て 配置 さ た も の で は な く 、 お そら く 、 こ れ ま で に 訪れ た 数 多く の 旅人 を 
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想定 し て 設置 され た も の で ある ろう 。 悪 意 に 満ち た トラ ッ プ が 狙う も の は も 
ちろ ん ソウ ワル だ ろう か 。 ま た 、 エ リア に 設置 され た も の を うま く 活 用 する 
こと で 、 道 が 拓 か れる と いう 
こと も ある 。 COEDS, NE 
され た も の が 何で ある か く 
らい は 知っ て お いた ほう が 


よさ そう で ある 。 
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LUPADKWCESB. 境界 の 扉 の よう な 役割 を し て いる 。 調べ る と 中 
| に 進む こと が で き 、 通 常 は くぐっ た と 同時 に 消滅 する 。 エリ ア の 主 の いる 
Bo 箱 区 画 に も 用 が ある が 、 一 方 通行 に な っ て いて 、 主 を 倒さ な いと 消 減 し な い 。 

| PEA RIC RISEUD, 駿 を くぐっ た 直後 の 襲撃 に は 注意 が 必要 だ 。 
よく 見 か ける 宝箱 は 、 木 製 の も の と 鉄製 の 2 種 
類 。 開け る と 、 中 の も の を 入手 で きる 。 木製 の も 
の は 燃え る こと は な い が 、 衝撃 に は 編 い 。 必要 以 
上 に 剣 な ど で 叩 いた ら 壊 れ て し まい 、 中 身 が ゴミ ク 
ズ に 変化 し て し まう 。 周囲 で 戦闘 は さけ た ほう が い 
い 。 鉄製 の も の は 丈夫 で 安心 。 箱 に は さま ざま な 

罠 が 仕掛 けら れ て いる こと も ある 。 
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特別 な 扉 を 開い た り リ フト な どの ギミック を 作動 させ る 
た め の も の 。 調べ る こと で 動か せる 。 レ バー タイ プ の 
も の を よく 見 か ける が 、 ボタ ン の よう な も の も ある 。 大 
が か りな も の に な る と 、 複数 の スイ ッ チ が あり 、 す べ 
て 作動 させ る こと で ギミック が 起動 する 場合 も ある 。 
基本 的 に は 、 進行 で き な か っ た 道 が 拓 か れる な ど 、 
行き 詰まっ た と き の 打 開 策 に つなが る こと が 多い 。 
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シ 本 "Re 由 


近道 。 た と えば 、 扉 を 開 こ うと し た ら 「 こ ちら か ら は 開か な い 」 と いう コメ ン 
ト が 出 た 。 一 度 あ きら め て 、 先 へ 先 へ と 進ん で いく 。 奥 ま で 進ん だ ころ に 、 
扉 を 見 つけ 、 開 いた ら さ っ き 開 か な か っ た 扉 だ っ た 、 と いう よう な こと 。 木 
を 蹴り 倒し て 橋 を 架け る 、 は し ご を 下ろ す な ど も よく ある 。 





オン ライ ン 時 に 見 える 。 読ん で みて 、 よい 内 容 だ 
と 思っ た ら 評 価 を し て あげ よう 。 書い た 人 の 体力 が 
回 復 す る らし い 。 メ ッ セ ー ジ は 自分 も 残せ る 。 ネタ 
バレ を 避け る な ら 読 まな い ほ うがい い が 、 メッ セー 
ジン の 表示 位置 だ け で 、 答え が 陰 く こと も ある 。 





は し EE 


上 っ て いる と き に ダッ シュ する と 、 
早く 駆け 上 り 、 下り だ と スー ッ と 、 両 
端 を 握っ て 滑り 降り る 。 木 製 が 多い 
が 、 エ リア に よっ て デザ イシン が 天 な 
り 、 壁 と 同化 する 色 の も の だ と 、 見 
失 な っ て し まい 、 通 り 過 ぎ て し まう こ 
と も ある の で 注意 し た い 。 





KI 影 


オン ライ ン 時 に 見 える 白い 影 。 正体 は 、 ほ か の プ 
レイ ヤー の 姿 を 映し 出し た も の 。 幻 な の で 、 SH 
い に 話 し た り 、 ふ れ あ うこ と は で き な い が 、 行動 を 
眺め て いる と 、 ヒン ト に な る 行動 を と る こと も ある か 
ら あ な どれ な い 。 暗闇 か ら 突然 現れ 、 英 か と 思っ 
て ヒヤ っ と させ られ る こと も よく ある 。 





オン ライ ンプ レイ 時 に は 、 ほ か の プレ イ 

ヤー が 、 死亡 地点 に 落と し た 血痕 が 

見 える よう に な る 。 血痕 を 調べ る と 、 そ i. 
の プレ イヤ ー が 死ん だ と き の 様 子 が 
幻影 と な っ て リプ レイ され る 。 死亡 原 

因 を 調べ る と 、 対 応 も し や すい 。 


河 





索 に は 、 毒 や 酸 、 呪 いな ど 恐 ろ し いも の が 


和信 っ て いる こと が あり 、 破壊 時 に ダメ ー ジ を 

fea > ae 被る 旅人 も 少な く な い 。 樽 は ふつ う の 樽 と 
黒い 樽 が あり 、 黒 の 樽 は 火 属 性 の 攻撃 や 
衝撃 で 爆発 する 。 数 が 多い と き は 引火 し て 
大 爆発 を 引き 起こ す の で 注意 。 
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隠し 扉 


一 見 た だ の 壁 だ だ が 、 調 べ て みる と 扉 に な っ て いる 
文字 どおり の 隠し 扉 。 見 た 目 や 音 で は 、 ま ず 発 見 
で き な い 。 壁 を 呆 い て も 反応 し な い の で 、 叩い て 
歩く の は まっ た く の ム タダ 。 武器 の 耐久 度 が 消耗 す 
る だ け で ある 。 階段 の 途中 な ど 斜 め の 壁 に は な い 
の で 、 そ れ 以 外 を マメ に 調べ て 探す し か な い 。 





つる すべ の 変換 





9 = ae a に 小さ な 
鳥 の 巣 の よう な 場所 に 近づく と 、 声 か 聞こ える 。 つる すべ 石 


つる つる し た も の や 、 す べ す べし た も の を 欲し が っ 
て いる よう だ 。 該当 し そう な も の を 選ん で 置く と 別 
の アイ テム に 交換 し て くれ る 。 正体 が わか り に く 
い 、 そ の まま の 名 前 の つる すべ 石 の 使い どこ ろ は 、 
その まま 、 こ こ な の で ある 。 





ファ ロス の 仕掛 け 


3 つの 穴 が 開い た 顔 の よう な 一 枚 岩 。 壁 や 床 に 仕込 
まれ て いる 。 口 の よう な 場所 に ファ ロス の 石 を 置く と 、 
付近 に ある 仕掛 けが 作動 する 。 効果 は 作動 させ て みな 
いと わか ら な い 。 隠し 扉 や 灯り の 点灯 な ど 便 利 な も の 
も 多い が 、 ト ラッ プ が 仕込 まれ て いる 場合 も ある 。 石 は 
な か な か 集め に くい が 、 使わ な い 手 は な い 。 





oO 


プー ビー トラ ッ フ ク プ フ 


戻 。 床 の ス イッ チ を 踏み つけ た ら 、 壁 か ら 矢 が 飛ん で くる も 
の や 、 バリ スタ が 設置 され て いて 、 部 屋 に 侵入 し た 者 を 射 
る も の な ど 、 仕 掛け は 簡単 だ が 脅威 的 な 存在 。 敵 に 追わ 
れ て いた と き な ど に 遭遇 し た ら 、 死 に つなが る こと も ある 。 BH 
の いい 旅人 な ら ロ ー リ ング 回 避 で 避け られ る か も し れ な い 。 





032 【DARKSOULSI 導き の 書 】 


Ht Fal 


ドラ ング レイ グ に は 、 いた る と ころ に 暗闇 が ある 。 初め に 
た どり 着い た 隙間 の 洞 も 真っ 暗 な エリ ア だ っ た が 、 エ リア 
全体 で は な く と も 、 部 屋 の 中 や 洞窟 な ど 、 視 界 が 悪い 場 
所 が 多数 存在 し て いる の だ 。 旅人 の あい だ で は 暗闇 で は 
た いま つ を 使い 、 灯 火 台 に 火 を つけ る の が 常識 と な っ て 
いる 。 また 、 魔術 の 照ら す 光 が 使え れ ば 、 片 手 を ふさ ぐ 
こと な く 明 か り が 得 ら れる 。 








た いま つ は アイ テム と し て 入手 する が 、 ふ つう の アイ テム と は 扱 
い が 異 な る 。 アイ テム と し て は 表示 され ず 、 着火 と 同時 に 左手 
に 自動 で 装備 され る 。 また 、 装備 リス ト に は 個数 で は な く 時 間 が 
表示 され る の で ある 。 これ は 制限 時 間 で 、1 本 目 を 入手 する と 5 
分 と な り 、 火 を つけ て いる あい だ に 時 間 が 減っ て いく 。 新た な た 
いま つ を 手 に 入れ る と 5 分 追加 され る の だ 。 店 売り は な い の で 
大 切 に 使っ て いこ う 。 着火 は 、 薔 火 か が 火 の つ いた 灯火 台 、 ア 
{FLOKNECCES. 





7 fd 思わ ぬ も の が 使え る こと も ある 


eH CHR CESCH4I,. AOE. 凶悪 な モン スタ ー 
に 追わ れ な が ら も 調べ て みる と 、 中 に 入れ る よう だ 。 避難 


する つも り で 入っ て みる と 、 思 わ ぬ こと が 起こ っ て いる 。 と 
に か く 、 何 が 起こ る の か わか ら な い 世 界 で ある 。 これ は 、 
ほん の 一 例 で し か な い 。 何 か が 隠さ れ て いる と き に は 、 
「 開 ける 」 「 中 に 入る 」 な ど 、 具 体 的 な メッ セー ジ が 出る 
の で 、 読 み 飛ば さ な い よう に 注意 。 戦闘 中 な ど は 、 表 示 
され て いて も 、 見 逃し て し まう こと が 多い の だ 。 
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マル チ プ レイ で の 侵入 [対人 」 
隊 (オンライン 専用 ) 

オン ライ ン に 接続 し て いる 場合 、 ほ か の 誰か の 世界 に 侵入 し て 戦 
うこ と が で きる 。 通常 は 闇 霊 と と し て 、 ひ び 割 れ た 赤い 瞳 の オー ブ 
を 使用 し て 侵入 する 。 ほか に も 侵入 の 目的 が 異な る タイ プ の 侵 
入 が で きる の で 、 そ れ ぞ れ に 対応 し た アイ テム を 使用 し て 侵入 を 
読み よう 。 お お ま か な 手 順 は 下 表 の と お り に な っ て いる 。 


ae DAR の 


| fm ) 9 する まで の 手順 


クラ イア ント ( 侵入 者 ) が 侵入 用 の アイ テム を 使用 する 











クラ イア ント は 自動 的 に 選ば れ た ほか の プレ イヤ ー 
( ホス ト ) の 世界 に 侵入 する 





クラ イア ント が 侵入 先 の ホス ト を 倒す と 勝利 





誓約 に 則っ た 侵入 は 、 誓 約 ど と の ルー ル で 侵入 する 


















を > “tty, b> 
oe ( オンライン / オフ ライ ン 対 応 ) 
bbe = 


エリ ア の 探索 を 進め て いる と 、NPC の 侵入 者 が 現れ る こと も あ 
る 。 こ の 侵 人 人 は 、 オ フラ イン で も 発生 する 侵入 だ 。 対人 戦 で は 
な い の で 、 ひ と つの イベ ント と し て 楽し め ば い い 。 名 前 を 見 れ ば 
相手 が 人 か NPC か が 判別 で きる 。 NPC の 名 前 が 日 本 語 の も の 
は NPC、 日 本 語 が な いも の は 対人 で ある 。 勝利 条件 は ふつ う の 
対人 戦 と 同じ だ 。 エ リア の 主 の 騙 に 入れ ば NPC で も 帰還 する 。 





〇 侵入 か ら の 帰還 条件 





突然 、 赤 い 姿 を し た 章 霊 が 侵入 し て き て 、 こ ちら を 狙っ て くる こと も ある | 
の だ 。 逆 に 、 こ とこ ちら が 侵入 する こと も で きる 。 そ の 場合 は 、 ル ー ル を よく 
知っ て お く 必 要 が ある 。 マ ナー も 大 切 に 。 





勝利 条件 を 達成 する 





ホス ト が エリ ア の 主 の 霧 の 壁 に 入る 


侵入 か ら 一 定時 間 が 経過 する 





クラ イア ント か ホス ト が 死亡 する 





クラ イア ント 自身 が 決別 の 黒 水晶 を 使う 





〇 侵入 プレ イ の 勝利 報酬 





クラ イア ント と し て 勝利 する と ホス ト の ステ ー タ ス か ら 


1 | 換算 され た 量 の ソウ ル を 得る 





2 アイ テム " 憎しみ の 証 " を 入手 





〇 赤い サイ ン ろ う 石 で の プレ イ 








1 クラ イア ント が 赤い サイ ン ろ う 石 で 召喚 サイ ン を 書く 





ほか の 世界 に 赤い サイ ン が 表示 され 、 ホ スト が 召喚 する 





間 填 と し て 召喚 され ホス ト と 戦う 





ホス ト の 死亡 で 勝利 、 ク ライ アン ト の 死亡 で 敗北 











マル チ プ レイ 時 の 協力 


(オン ライ ン 専 用 ) 





Bl オン ライ ンプ レイ 時 に は 、 地 面 に ある 召喚 サイ ン を 調べ る こと 
Tl で 、 ほ か の 世界 の プレ イヤ ー と の 協力 プレ イ が 楽し め る 。 い っ 


SAU ょ に エリ ア の 主 を 倒し た り 、 道 案内 を 頼ん だ り 、 侵 入 者 の 撃 。 
退 を 頼む の も いい 。 工 夫 次 第 で 、 プ レイ の 幅 は 広がっ て いく の だ 。 サ イン 。 
を 出し て いる の は 、 す べ て 召喚 を 望ん で いる 人 で ある 。 自分 が 初心 者 で あっ 。 
て も 遠慮 せ ず 呼 び 出 し て あげ よう (初心 者 大 歓迎 ! )。 | 


< 4 小さ い 
白い サイ ン ろ う 石 本 。 












て て 
站 


プレ イ 





召喚 で 呼び 出せ る の は 最大 ふた り ま で 。 青 教 の 誓約 な ど で 、 青 
i Le 对 as 
の 守護 者 が すでに 出現 し て いる 場合 は ひと り だ け 呼 ぶ こ と が で き 〇 協力 プレ イ か ら の 帰還 条件 


る 。 つま り 、 味方 人 は 最大 ふた り と いう と と だ 。 た だ し 、 サイ ン は 
生 者 の 状態 で な いと 見 えな い の で 注意 し よう 。 自分 が 協力 する 
側 に な り た い 場 合 は 、 召 喚 時 間 が 短め の 、 小さ い 白 い サ イン ろ 
う 石 か 、 長 め の 白 い サ イン ろう 石 を 使う だ け で いい 。 お も な ルー 
ル は 下 表 を 参照 。 ち な み に 、 回 復 糸 アイ テム は 使用 可能 だ が 、 
侵入 者 が いる と 使用 不可 能 に な る 。 覚え て お こう 。 


〇 協力 プレ イ の 手順 





勝利 条件 を 達成 する 1 





侵入 か ら 一 定時 間 が 経過 する 
_ 3 


クラ イア ント か ホス ト が 死亡 する on 








ホス ト か クラ イア ント 自身 が 決別 の 黒 水 唱 を 使う 2 











クラ イア ント ( 召喚 され る 側 ) が 召喚 サイ ン を 書く 





1 通常 の サイ ン の と き は クラ イア ント が アイ テム " 信義 の 証 " を 入手 





AAR ( 召喚 する 側 ) が サイ ン を 調べ て クラ イア ント を 召喚 する の 小さ い サ イン で の 召喚 時 は つる すべ 石 を 入手 








ホス ト と クラ イア ント が ホス ト の 世界 で 協力 プレ イ を する 3 





倒し た 敵 の ソウ ル を ホス トク ライ アン ト が それ ぞ れ 入手 





ー 定 時間 が 経過 する か 、 エ リア の 主 を 倒す と 勝利 





侵入 者 を 撃退 し た 場合 は 侵入 者 の ステ ー タ ス か ら ンー 
換算 され た 量 の ソウ ル を 入手 oe: 








BOONE AMAls, BHTCOI—-IP FETS 











NPCLOBATVA 
ライ 


( オン ライ ン / オフ ライ ン 対 応 


NPC の 召喚 サイ ン は 、 ボ ス の 双 の 前 だ け で な く 、 離れ た と ころ 


に 出さ れ て いる こと が ある 。 序盤 で は 、 ミ ラ の ルカ 


ン が そう だ 。 NPC に よっ て は 、 見 つけ に くい 場所 に サイ ン を 出し 
て いる 者 も いる の で 、 注意 深く 見 て みよ う 。 NPC が ひと りな ら 、 
人 間 の プレ イヤ ー を 追加 で 呼び 出せ る 。 また 、NPC の サイ ン で 


あっ て も 、 亡者 だ と 見 えな い の で 注意 し よう 。 


ティ エル の サイ 
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奪 約 と は 、 ド ラン グレ イグ の 世界 を より 楽し む お ため 
の 個別 の 遊び で ある 。 初 め に 設定 し た 素性 が まえ の 
世界 で の 職業 だ と する な ら ば 、 約 約 は ドラ ング レイ 
グ の 旅 の 中 で 見 つけ た 職業 と いう 考え 方 が で きる か も し れ な い 。 
Wf X BK A CAMBS S FEI, 職業 の 選択 と 同じ で 、 職 に 
就 い た ら そ こと で 奪 約 ラ ンク を 上 げ て いく の で ある 。 も ちろ ん 、 報 
酬 も 出る 。 何 より 、 そ れ ぞ れ の 碑 約 で 己 を 高め る こと は 、 自 分 を 
高め て いく こと に ほか な ら な い 。 自 分 が 何者 で ある か の イメ ー ジ 
も 鮮明 に な る は ず だ 。 誓約 は ふつ う の 探 素 と 平行 し て 進め る こと 
が で きる 。 ま た 、 旅 を 終え た 後 も 楽し め る の で 、 ド ラン グレ イグ 
の 旅 を 長く 続け る 要因 に も な る の で ある 。 
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2M et STR L AVY +b 


奪 約 を 結ぶ 相手 だ が 、 す で に 初め に 立ち 寄る マデ ュー ラ 
の 集落 で 結べ る ふた つの 碑 約 で 紹介 し た と お り 、 誰か と 
結ぶ ケー ス と 何かと 結ぶ ケー ス が 存在 する 。 それ ら は 、 エ 
リア の 方 々 に 散ら ば っ て お り 、 出 会 いか た や 出会う タイ ミ 
ング も 異な っ て いる 。 ふつ うに 旅 を 進め て いけ ば 、 ド ラン 
グレ イグ の 国 を ほぼ 回 る こと に な る の で 、 特 別 な も の 以外 
は いつ か 出会う こと に な る だ ろう 。 誓約 を 結ぶ と 誓約 指輪 
が も ら え る 。 加 約 の 中 に は 指輪 を 装備 し て いな い 状 態 で 
は 、 何 に も 起こ ら な いも の が ある 。 特定 の 場所 に 呼び 出 
され る よう な 故 約 を 結ん で いる と き に は 、 HL TL SUIS 
び 出 され る こと が な い の で 、 使 い 分 け よ う 。 EK, BH ld 
いつ で も 結び 直す こと が で きる 。 ペナ ル テ ィ も な く 、 玖 約 
ラン ク も キー プ さ れる の で 、 見 つけ た ら と に が か がく 結ん で お く 
と いい 。 鶴 約 に よっ て は 、 奪 約 指輪 以外 に 、 特別 な も の 
が 無償 で も ら え た り 買 い 物 が で きた りす る 。 それ だ け で も 
誓約 を 結ぶ 意味 が ある の だ 。 
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si tee 


誓約 の 一 部 を 紹介 し よう 。 ここ に 掲載 し て いる 以外 に も 
誓約 は 存在 し て いる 。 一 度 で も 結ん だ こと が ある 奪 約 は 、 
マデ ュー ラ に いる 、 愛し い シ ャ ラ ゴ ア の *“ 故 約 一 覧 SC 
確認 で きる 。 残り の 数 も わか る は す だ 。 オ ン ラ イン が 関わ 
る 故 約 が 多い が 、 オ フラ イン で も 対象 と な る アイ テム を 集 
め る こと で 楽し め る も の も ある 。 敵 を 倒し て 集め る と いう 手 
も ある の で 、 挑戦 し て みる と いい だ ろう 。 


召喚 され 、 ほ か の プレ イヤ ー を 助け て いく こと を 
目的 と し た 玲 約 。 約 約 を 結ぶ と 通常 は 白色 の 召 
喚 サ イン が 人 金色 で 出せ る よう に な り 、 上 自身 の 召 
喚 時 の 体 色 も 金色 に な る 。 登場 ポー ズ も 独特 
の も の に な る の で 、 か な り 目 立て る 。 


青 教 の 誓約 を 結ん で いる プレ イヤ ー が 侵入 され 
た と き 、 すぐ に その 場 に 駆け つけ 、 侵入 者 を 倒す 
役割 を 帯び た 牙 約 。 また 、 罪 人 の 世界 に 侵入 し 
て これ を 謎 する 役割 も 持っ て いる 。 血 の 同 胞 の 
故 約 と 真 逆 の 立場 と な る 。 霊 体 時 の 姿 は 青色 。 


wa eS 


他人 の 世界 に 侵入 し て 、 プ レイ ヤー を 倒す こと を 
目的 と し た 残忍 で 非道 な 導 の 維 約 。 ほか の 世 
界 の プレ イヤ ー を 救援 する 青 の 守 護 者 を 倒す な 
ど で ラ ンク が 上 が る が 、 他人 を 倒す と 罪 が 高 ま 
り 、 青 の 守護 者 に 追わ れる 立場 と な る 。 








Bx: coum 
= 
AN- 


誓約 を 結ん だ 状態 で 侵入 され る と 、 青 の 守護 者 
が 助け に 来る と いう 、 副 者 の た め の 的 約 。 特 
別に 自分 が 何 か を する わけ で も な く 、 青 の 守護 
者 の プレ イヤ ー に 助け て も ら え ば いい だ け と いう 
一 風 変 わ っ た 故 約 で 、 い ちば ん 初め に 結べ る 。 


ネズ ミ の 王 が 支配 する エリ ア を 守る 区 約 。 エリ 


ア に 侵入 し て くる プレ イヤ ー を 強制 的 に 召喚 し 
て 倒す 。 奪 約 指輪 を 装備 し て いる と き に 、 対象 
エリ ア に ほか の プレ イヤ ー が 踏み 込む と 自ら の 
世界 に 召喚 し 、 待 ち 受け る 形 で 戦い が 始ま る 。 


どこ か に ある と いう 鐘 を 守る 碑 約 。 誓約 指輪 を 
装備 し て いる と き に 、 鐘 楼 の ある エリ ア に ほか の 
プレ イヤ ー が 踏み 込む と 突然 転送 され 、 戦 い が 
始ま る 。 鐘楼 は 世界 に ふた つ あ る が 、 どちら も 
ふつ う の 方 法 で は いけ な いま 88 


マデ ュー ラ の 香 者 の 石碑 を 調べ る と 結べ る 。 敵 


が 強く な る と いう 修羅 の 換 約 で 、 協 力 プ レイ も 
不可 能 に な る 。 BW CRETSCHO RAIL 
常に 戻る 。 誓 約 を 結ぶ と き に 警告 が 出る ほど な 
の で 、 結ぶ と き は よく 考え よう 。 
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ドラ ング クレ イグ の 抽 の 細道 


[DARK SOULS] シリ ー ズ で は 、 お な じみ の 
落下 死 。 敵 と の 戦い の つぎ に 多い 死亡 原因 は 、 
お そら く コ レ じ ゃ な いか と 思っ て いま す 。 落下 死す 
る 原因 は いろ いろ ある けど 、 ま っ すぐ な 道 だ と 思っ 
て いた ら 、 一 部 分 だ け 細 く な っ て いて 、 ス ポ っ と は 
まる こと が よく あり ませ ん か ? 自分 が 疲れ て いる 
か 、 敵 を 倒し て 慢心 し て いる か 、 要する に 油断 し 
て いる わけ で す が 、 何 も な い ( な いか ら 困 る ) と こ 
ろ で いき な り 落 ちる の で 、 思 わ ず 「 ひ ぇ っ 」| tHe 
ag クウ よい 9 

コ フ ヤ ロー っ て 言う 対象 が な い だ け に 証 ひ と り で 
プレ イ し て いて も 赤面 する ほか は な いで す が 、 オ ン 
ライ ン に つない で いて 年 侵 人 し て きた 間 霊 が こっ ち 
に 向かっ て き て 、 手 前 で 急 に 落ち た と き は 、 相手 
の 赤面 し て いる 顔 を 想像 し て 、 夜 中 に 3 度 く らい 
思い 出し 笑い が で きま す 。 で も 明日 は 我が身 。 く 
わ ば らく わ ば ら 

暗い 場所 が た くさ ん あり ます の で 、 た いま つが 必 
要 に な る こと が 多い よう で す 。 た いま つ は 時 間 制 


NSR 


De に 1 ‘ 
1 Xo Ay 站 
We 


限 が あり ます の で 、 近 くに 灯火 台 を 見 つけ た ら 灯 
火 台 を 灯 し て いく の が いい で し ょ う 。 EDS, BK 
で C 火 を つけ ( 冬 灯 火 台 まで 行う (着火 8 くう レ だ 
ら 、 つぎ の 灯火 台 を 探し て 、 ま た 意 火 5 
区 いる と た いま つの 時 間 が な ぐ な っ ee 護 た いま 
つか 足り な く な り ま せん 2 下 だ いい ち 言 た いま つ 痛 
け て 歩く な ら 、 そもそも 灯火 台 を 灯す 意味 が な い だ 
ろう が っ ! 

と 思う か も 知れ ませ ん 。 灯火 台 に 火 を 灯 し 
た ら 、 一 度 た いま つ を 消し て 、 そ の 灯火 台 の 照ら 
すす 範囲 で 灯火 台 を 見 つけ る 。 それ か ら 、 つぎ の 灯 
火 台 に 直行 し て 着火 。 これ で 灯火 台 を 探し て いる 
間 の 浪費 が 省け ます 。 それ が わか っ て いれ ば 、 こ 
の 暗い と ころ で さま よわ な く て も よかっ た の に 。 と 後 
た だ どこ の < 幸 に いま を ご まめ の し 泊 , あ よう に レラ だ 
の で す が 、 う か つ に 消す の も どう か と 。 その 場 で 彰 
火 で きる アイ テム の 火 の 蝶 が な く て 、 交 火 で きる 
地点 まで 逆戻り 。 で 、 戻 っ て いく 途中 に 、 ス ポ っ 
と は まる こと は 、 あり ませ ん か ? 
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総合 的 な 能力 の 高 さ 。 ソウ ル を 使う こと で 
レベ ル ア ッ プ が で きる 





現在 の 自分 


li LE ま と め て 見 る こ と が で きる の が ステ ー タ 








が ‘ 





は 、 自 分 


で 、 自 分 


能力 に 関 じ し で 知 り fal eae 
) が 頻繁 に 調べ る 項目 の 意味 が 理解 で き て いれ ば 問題 は な い 。 


一 瞬 で 理解 する ea ory 


Ere 





と が 出 て きた と き ぎ に 使 う 機会 が 多い の 








ステ ー タ ス 


| HP 


の 0 の O エ リア 


ステ ー 





タス の 役割 が わか ら な いと き は 、 ヘ ルプ ボタ ン を 押せ ば 調べ られ る が 、 
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| スタ ミナ 30 AS roi 
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Me スロ ッ ト 
A. ak ME 
oe 攻撃 iH 
Yi asp 「 


i is 
yi an yy 
4 


ステ デー の で BL & 


© Wit 


t 
~ 


プレ イヤ ー ス 


プレ イヤ ー ス テー タス 画面 は 、 
に 分 け て 表示 され て いる 。 武具 の 装備 な どの 際 は メイ ンス 
テー タス 、 個別 の 能力 を 見 る な ら ス テー タス の エリ ア を 確認 し よう 。 


物理 


lit 22: 
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: 呪い 


Bm obs eee ae ae 


覧 に し た の で 、 実際 の 画 面 と 照ら し 合わ せ て 活用 し て ほし い 。 


画面 を 知る 


必要 な 情報 を 素早 く 見 られ る よう に 、 大 きく 
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場 に 落と し て し まう 


所 持 し て いる ソウ ル の 総量 。 死ぬ と その 






レベ ル ア ッ プ に 必要 な ソウ ル 量 。 レベ ル ア ッ 
プ す る と ステ ー タ ス を 上 げ る こと が で きる 





の | ソウ ル の 記憶 









ソウ ル の 総 獲得 量 。 強 さ の 証 で も あり 、 
呪い と も と れる 

















生命 力 


持久 力 


体力 


記憶 力 


筋力 


网 メイ ンス テー タス 
項目 名 称 


| ps 


HP の 総量 を 決め る ステ ー タ ス 





| 項目 名 称 





スタ ミナ の 総量 を 決め る ステ ー タ ス 





最大 装備 重量 を 決め る ステ ー タ ス 





スペ ル の 記憶 スロ ッ ト 数 を 決め る ステ ー タ ス 。 
詠唱 速度 も 早く な る 





信仰 


| 内 容 


技量 で 扱う 武器 を 装備 する た め の ス テー タス 。 
攻撃 力 に も 影響 する 





生存 の た め の 様々 な 力 が 上 が る ステ ー タ ス 。 
各種 耐性 や 敏 振 に 影響 する 





魔術 を 使用 する た め に 必要 な ステ ー タ ス 。 
魔術 の 威力 、 魔 法 防御 に も 影響 する 


奇跡 を 使用 する た め に 必要 な ステ ー タ ス 。 
奇跡 の 威力 、 奇 跡 防 御 に も 影響 する 





筋力 で 扱う 武器 を 装備 する た め の ス テー タス 。 
攻撃 力 に も 影響 する 
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記 ステ ー タ ス 


IRA San 


LI 
: 


HEE MEARS EREe 
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科 出血 


困 回 右手 武器 左手 武器 防御 力 
項目 名 称 内 容 項目 名 称 内 容 

Lf] 右手 武器 1 | 右手 武器 スロ ッ ト 1 に 装備 され て いる 武器 の 攻撃 カ 久本 EE NN NSR 
Lot 右手 武器 2 右手 武器 スロ ッ ト 2 に 装備 され て いる 武器 の 攻撃 カ ay 対 斬 撃 kh る 防御 力 。 
右手 武器 3 | 右手 武器 スロ ッ ト 3 に 装備 され て いる 武器 の 攻撃 力 a4 対 刺 突 ER 
Te 左手 武装 1 左手 武器 スロ ッ ト 1 に 装備 され て いる 武器 の 攻撃 カ a Fe BYE 攻撃 の 衝撃 に 耐え る 力 。 装備 中 防具 の 合計 値 
ie 左手 武器 2 左手 武器 スロ ッ ト 2 に 装備 され て いる 武器 の 攻撃 カ 

fi 左手 武器 3 左手 武器 スロ ッ ト 3 に 装備 され て いる 武器 の 攻撃 カ 

装備 重量 の 割合 


左側 の 数 値 が 現在 の 装備 重量 。 右 は 装備 可能 な 重量 。 下 は 、 
装備 可能 な 重量 に お ける 現在 の 装備 重量 の 割合 だ 。 現在 の 装備 
重量 の 割合 が 増え る ほど 動作 が 鈍く な る 。 120% を 超え る と ロー リ 
ング や ダッ シュ が で き な く な る 。 詳し く は 51 ペー ジ に 掲載 。 










この 数 値 が ゼロ に な る と 死亡 物理 攻撃 に 対す る 防御 カ 







様々 な アク ショ ン に 使用 。 行動 する と 消費 する が 、 自 動 
回 復 する 











魔法 属性 の 攻撃 に 対す る 防御 カ 


装備 可能 な 重量 。 現在 の 重量 の 割合 が 増え る ほど 、 動 


作 は 鈍く な る 炎 属 性 の 攻撃 に 対す る 防御 カカ 











スペ ル を 記憶 で きる スロ ッ ト の 数 。 
加 す る 


記憶 力 を 上 げ る と 増 






雷 属性 の 攻撃 に 対す る 防御 カカ 











スペ ル を 発動 する まで の 詠唱 の 早 さ 。 記憶 力 を 上 げ る と 


早く な る 痢 属性 の 攻撃 に 対す る 防御 力 










物理 ダメ ー ジ を 与え る 力 。 筋力 上げる と 高く な る 毒 に 対す る 耐性 。 毒 状態 に な る と HP が 減少 する 


鋭利 な 攻撃 が 引き 起こ す 、 出 血 に 対す る 耐性 。 出 血 状 
態 に な る と 、HP や スタ ミナ が 減少 する 。 4 












物理 ダメ ー ジ を 与え る 力 。 技量 を 上 げ る と 高く な る 


石化 に 対す る 耐性 。 恐 ろ し いこ と に 、 石 化す る と 即死 す 
る 














魔法 属性 の 攻撃 が 強く な る 


亡者 を 深め る 呪い に 対す る 耐性 。 呪い が か か る と 亡者 
化 が 進み 、 最 大 HP は 減少 する 。 





炎 属 性 の 攻撃 が 強く な る 
















雷 属性 の 攻撃 が 強く な る 回 避 の し や すさ 、 様 々 な 行動 の 敏 兵 さ に 影響 する 





闇 属性 の 攻撃 が 強く な る Aa AY EE 攻撃 の 衝撃 に 耐え る 力 
毒 属性 の 攻撃 が 強く な る 


出血 属性 の 攻撃 が 強く な る 


リナ we 


キャ ラク ター の 育成 は 、 マ デュ ー ラ に いる 緑 衣 の 巡礼 に 話し か 


ける こと で 実行 可能 に な る 。 レ ベル アッ プ が で きる 項目 は プレ ーー 
人 | イヤ ャ ー ス テー タス の 9 つの 項目 だ 。 自 分 で ステ ー タ ス を 割り 振 
る 形 に な っ て いて 、 振 りか た 次 第 で キャ ラク ター の 能力 が 大 きく 変わ っ て 
いく 。 ど う 進 化 さ せる か は 自由 な の だ が 、 当 然 、 そ の 能力 は 、 と くに 戦闘 




















| 時 に 大 きく 影響 及ぼす の で 、 あ る 程度 考え て 進め て な いと 、 余 計 な 苦労 ー 
を 背負 うこ と に な っ て し まう 。 自 分 が 扱い や すい キャ ラク ター に 成長 させ 
る た め に 必要 な 知識 を 少し だ け で も 頭 に 入れ て お こう 。 
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レベ ル ア ッ フ プ 
エス ト 腹 を 強化 する 
話す 


立ち 去る 





レベ ル ア ッ プ の 
RABY PZ 


130090 





レベ ル ア ッ プ す る タイ ミン グ は 自分 で 決め る こと に な る 。 答え 
は 「 い つ で も いい 」 が 正解 。 大 量 の ソウ ル を 持ち 歩く と ロス 
ト の 危険 が 高い の で 、 レ ベル アッ プ を し て 使っ て し まう と か 、 
敵 が 倒せ な い の で レベ ル ア ッ プ を する 、 あ る い は 、 武 器 の 


メイ ンス テー タ 角 ス を も 上げ る と 
レン ベル が 上 が る 


| 条件 を 満た す た め に ステ ー タ ス を 上 げた ら 結 果 的 に レ 


マム 


YA wey 7 ie 
mh Bwy 7 wv 







。  。 。。 。。 パレ ベル アッ プ の 際 に は ソウ ル が 必要 と な る 。 ステ ー タ ス を 1 段 


階 上 げ る ご と に ソウ ル が 必要 で 、 所 持 ソウ ル か ら 差 し 引か れ 
"で いく の だ 。 レ ベル アッ プ の 数 値 が 高く な る ほど 、 必 要 ソ ウル 
BATU. レベ ル 150 まで の 必要 ソウ ル は 下 の 表 の と お 


hh の 、 ro 
り だ 。 ちな み に レ ベル は 150 を 超え て も まだ 上 げ ら れる 。 






eae 〇 レベ ル ア ッ プ に 必要 な ソウ ル 
を レベ ル | 必要 ソウ ル | レベ ル | 必要 ソウ ル | レベル 








メイ ンス テー タス の 中 か ら 、 ど れ か ひと つの 数 値 を 1 段階 引き 上 

げ る ご と に 、 レ ベル が 1 段階 上 が る と いう 仕組 み に な っ て いる 。 
命 力 を +1、 持久 力 を +1、 体力 を +1 上 げ る と 、 レベ ル は +3 

に な る 。 育成 と は 、 ス テー タス を 成長 させ る こと な の で ある 。 


3( [ 
10.1 40.1 





必要 ソウ ル | レベ ル | 必要 ソウ ル | レベ ル | 必要 ソウ ル | レベ ル | 必要 ソウ ル | レベ ル | 必要 ソウ ル | レベ ル | 必要 ソウ ル | レベ ル | 必要 ソウ ル | レベ ル | 必要 ソウ ル 
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1 500 61 6031 | 76 8582 | 91 11836 19396 | 136 24249 
2 528 62 6181 | 77 8771 | 92 12037 19687 | 137 24613 
”557 63 6336 | 78 8964 | 93 12242 19982 | 138 24982 
a 587 64 6494 | 79 9161 20282 | 139 25357 
5 «619 65 6657 | 80 9362 20586 | 140 25738 
6 653 66 6823 96 12877 20895 | 141 26124 
7 689 | 22 1479 | 37 2784 67 6994 _ 97 13096 21208 | 142 26515 _ 
8 較 727 68 7168 | 83 9994 | 98 13319 21527 | 143 26913 
9 767 39 3022 69 7348 | 84 10214 | 99 13545 21849 | 144 27317 
10 810 70 7531 | 85 10438 | 100 13775 22177 | 145 27727 
11 854 71 7697 | 86 10668 | 101 14009 22510 | 146 28143 
12 901 | 27 1845 72 7866 | 87 10903 | 102 14248 22847 | 147 28565 
13 948 73 8039 | 88 11143 | 103 14490 23190 | 148 28993 
14 997 74 8216 | 89 11388 | 104 14736 | 119 18827 | 134 23538 | 149 29428 
15 1049 75 8397 | 90 11638 | 105 14987 | 120 19109 | 135 23891 | 150 29869 











"3h 
し を 


レベ ル ア ッ プ で ステ ー タ ス を 割り 振る と き は 、 計 画 性 を 持っ て 進め た いき た い 人 と 唐 受 け で いき た い 人 で は 、 me 
ほう が いい 。 アク ショ ン の 要素 が ある 以上 、 自 分 の 得意 、 不 得意 * 
と いう も の は 出 て き て し まう 。 た と えば 、 攻 撃 時 に ロー リン グ 回 避 で "お く と いい だ ろう 。 


レベ ル ア ッ プ で きる ステ ー タ ス の 解説 


HP の 総量 を 決め る ステ ー タ ス 。 お も に HP の 最大 値 と 、 石化 
耐性 が 上 が る 。 HP が 多い ほど 倒さ れ に くく な る た め 、 上 げ る ほ 
ど プ レイ が 安定 する 。 レベ ル が 1 上 が る と HP も 伸び る の で 、 


それ も 考慮 に 入れ 、 調 節 し な が ら 上 げ て いけ ば いい 。 20 まで 
上 ば げ る と 数 値 の 上 が り が 鈍る の で 、 そ こ が ひ と つの 目安 と な る 。 


HAN 


スタ ミナ の 総量 を 決め る ステ ー タ ス 。 スタ ミナ の 最大 値 と 物理 
防御 、 REED EDS, スタ ミナ が 多けれ ば 連続 で 武器 を 振 
れる 回 数 が 増え る の で 、 最 低 2 回 の 連続 攻撃 が で き 、 回 避 
で きる スタ ミナ が 残る 程度 に は 上 げ て お きた い 。 重量 の ある 武 
器 を 装備 する 人 は 、 消耗 が 激しく な る の で 高く し て お こう 。 


体力 





最大 装備 重量 を 決め る ステ ー タ ス 。 装 備 重 量 と 毒 耐性 が 上 が 


る 。 装備 重量 は 、 プ レイ ヤー の 移動 速度 や ロー リン グ の 軽快 
さ に 影響 する 。 関係 する の は 、 あ くま で も 装備 し て いる も の の 
重量 の こと で 、 所持 し て いる も の の 重量 は 関係 し な い 。 重い 
装備 を 持ち た いな ら 、 ここ を 高く し て 調整 し よう 。 


記憶 力 





スペ ル の 記憶 スロ ッ ト 数 を 決め る ステ ー タ ス 。 記憶 スロ ッ ト の 
数 、 詠唱 速度 、 呪い 耐性 と 敏 捧 も 上 が る 。 スペ ル を 使う 人 は 
必須 。 扱え る スペ ル を 増やし た いと き に 、 必要 な 数 の スロ ッ ト 
に な る 数 値 ま で 上 げ る と いい 。 ま た 、 た と えば 戦士 タイ プ で あっ 
て も 、 ス ロッ ト を ひと つ 確 保 し て お く と 便利 だ 。 


Bs 


筋力 で 扱う 武器 を 装備 する た め の ス テー タス 。 攻撃 力 に も 影 
響 す る 。 お も に 筋力 を 使う 武器 の 攻撃 力 が 上 が り 、 物 理 防御 
力も 上 が る 。 自分 が 装備 し た い 武 器 、 防 具 の 必要 ステ ー タ ス 
に 合わ せ て 上 て いく と いい 。 武器 の 補正 の 筋力 に 影響 を 与え 
る の で 、 上 げ て いく ほど 攻撃 力 を 高め られ る 。 





BY xs 


技量 で 扱う 武器 を 装備 する た め の ス テー タス 。 J 
BGS, お も に 技量 武器 の 攻撃 カ が 上 が り 、 哲 
上 が る 。 装備 し た い 武 器 の 必要 ステ ー タス に 合 せ 

と いい 。 武器 の 補正 の 技量 に 影響 を 与え る の で 、 EG 
ほど 、 攻 撃 力 を 高め られ る 。 4 


wer 书 十 民 敏 捷 上 、 毒 、 出 血 、 石 化 、 mA 
が 上 が り 、 強 得度 も 上 が る 。 BHP LIDSL, 回避 
間 が 長く な り 、 盾 を 構え る スピ ー ド が 速く な る 。 また 、 


Bd x» 


魔術 を 使用 する た め に 必要 な ステ ー タ ス 。 BMOR? 
防御 の 補正 に も 影響 する 。 お も に 魔法 属性 の 攻撃 
力 、 該 唱 速 度 が 上 が る 。 ま た 、 秋 属性 と 痢 属性 の : 
防御 力も 上 が る 。 装備 し た い 武 器 や 、 ス ペル の 必 可 
ス に 合わ せ て 上 げ て いこ う 。 a 


Ea en 


奇跡 を 使用 する た め に 必要 な ステ ー タ ス 。 奇跡 の 威力 
防御 に も 影響 する 。 お も に 雷 属性 の 攻撃 力 と 防御 
速度 が 上 が る 。 炎 属 性 と 闇 属性 、 出血 属性 の 攻撃 
力も 上 が る 。 装備 し た い 武 器 、 スベ ル の 必要 ステ ー 
わせ て 上 げ で て いけ ぱい い だ ろ 2 ; 














通 心力 





【 Chapter.3 / 


育成 の 指針 


具体 的 に どの よう な タイ プ の キャ ラク ター を 作り た い の か を 考え て み 
る た め に 、4 つ の 例 を 紹介 し て みた 。 これ は 、 極 端 に 偏っ た 例 な の 
で 目 分 に 合っ た よう に アレ ンジ し て みる と いい だ ろう 。 こ の 育成 で 
優先 し た の は 、 ま ず 装 備 し た い 武 器 を 考え 、 そ れ に 合わ せ た ス テー 


タス を 確保 。 装備 の 重量 や 動き 、 装備 と いっ し ょ に 必要 と な る その 
ほか の ステ ー タ ス を 考慮 。 最後 に 短所 の フォ ロー を する と いう 方 
法 。 想定 レベ ル は 60 に し た が 、 実 際 の プレ イ で は 終盤 近く で 120 
超え し て も お か し く な いと みて いる 。 


助力 持 化 タダ イブ 


に 2 舌 動 を 重 介 し た 育成 例 一 








〇 ステ ー タ ス 例 (レベ ル 60 の と き ) 素性 : 戦士 LAH HED So a a 
生命 力 | 持久 力 | 体力 | 記憶 力 | 筋力 | 技量 | 適応 力 | 理 力 | 信仰 So 
大 要 
12 10 31 4 10 9 3 6 ge 
Ae 


ta St OM ii 


威力 の 高い 大 型 武 器 で 肉弾 戦 を 展 
開 。 先 手 必勝 で 敵 を な ぎ 倒 す 。 倒 し て 
aE It BIE (12) な の で 、 大 盾 で ガー ド 
を 固め る 、 と いう ゴリ 押し 戦士 タイ プ 。 

FEHR. HAD WERE ia? 
能力 補正 値 が 高い 武器 を 扱う た め に 、 
筋力 を 重視 し た レベ ル ア ッ プ を し て い 
く 。 生ま れ は 筋力 が 高い 戦士 か 騎士 を 
選択 。 多少 の 奇跡 も 使う つも りな ら 、 
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ン 
~~ 


Tul 
cu 


聖職 者 を 選ぶ の も いい 。 技量 は 目的 の 
武 状 の 必要 能力 値 で 留め て 、 な る べく 
筋力 を 優先 し て 上 げ る 。 特大 剣 や 大 
入 、 大 植 と いっ た 重量 の ある 武器 を 扱 
う 場 合 は 、 体 力も 合わ せ て 上 げ て お く 
と 、 重 装備 で も 軽快 に 動け る よう に な 
る 。 HP や スタ ミナ が 足り な いと 感じ て き 
た ら 、 生命 力 と 持久 力 を 上 げ よ う 。 スペ 
ル に 関係 する ステ ー タ ス は 後回し だ 。 








[相性 の よい 武器 ] 
Rl) Bl) 





iL TIC RAT | 


ーー 技量 を 重視 し た 育成 例 = 





生命 力 | AT | 体力 | 記憶 力 


24 13 16 2 


素性 : 野次 
技量 適応 力 理 力 信仰 


28 3 1 8 


指針 解説 


素早 く 切 り 込み 、 ロ ー リ ング で 回 避 。 
敵 を 翻弄 する スタ イリ ッシュ な 戦い 。 

刺 剣 や 曲 剣 、 刀 と いっ た 、 技 量 の 
必要 能力 値 や 能力 補正 値 が 高い 武器 
を 扱う 場合 は 、 技 量 を 重視 し た レベ ル 
アッ プ を し て いく と いい だ ろう 。 生ま れ は 
技量 が 高い 剣士 か 野 盗 。 スペ ル を まっ 
た く 使う つも り が な い 、 も し く は 最初 か ら 
己 を 使い た いな ら 野 盗 を 選ぶ と いい 。 


筋力 は 目的 の 武器 の 必要 能力 値 で 劉 
め て 、 な る べく 技量 を 上 げ て いく 。 技量 
を 必要 と する 武器 の 重量 は 軽い も の が 
多い の で 、 筋力 重視 の 例 ほ ど 体 力 を 上 
げ る 必要 は な い だ ろ う 。 装備 する 防具 
の 重量 に 合わ せ て 上 げ て お こう 。 生命 
力 と 持久 力 は 物足りな く な っ て きた ら 上 
げ ける と いい 。 スペ ル に 関係 する 記憶 
力 、 理 力 、 信 仰 の 3 つ は 後回し で 。 


【 Chapter.3 / 自分 を 知る 】 


045 


理 力 等 化 タ イブ 


ー 埋 力 を 重視 し た 育成 例 一 


〇 ステ ー タ ス 例 (レベ ル 60 の と き ) 


| 生命 力 | 持久 力 体力 記憶 力 


10 10 8 20 


筋力 


10 





素性 : 魔術 師 
技量 | 適応 力 | 理 力 | 信仰 


15 8 28 4 


指針 解説 


魔術 を メイ ン に 扱う な ら 、 理 力 を 重 
io 生ま れ は 最初 か の ら ス ペル を 持つ 魔 
術 師 を 選択 。 ス ペル に は 使用 回 数 が あ 
る の で 、 す べ て の 敵 を 魔術 だ け で 対処 
し て いく の は 難し い 。 また 、 致命 の 一 
撃 は 杖 で 行え な いた め 、 右 手 に も 武器 
が 必要 だ 。 筋力 は か な り 低い が 、 技量 
は 少し は ある の で 、 筋力 を 必要 と し な い 
武器 を 選び 、 装 備 ス テー タス を 確保 。 
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また 、 生命 力 と 持久 力 が 低い の で 多少 


上 げ て お こう 。 その 後 も 、 理 力 を 上 げ 


て いき 、 手 入 し た スペ ル に 合わ せ て 記 
ACLS. 記憶 力 は 扱う スペ ル の 
数 に 合わ せ 、 中 途 半端 に 上 げ ず に 、 記 
憧 ス ロッ ト が 増え る ステ ー タ ス ま で 一 
に 上 けた い 。 闇 術 も 使う な ら 信仰 の ス 
テー タス も 必要 。 使う スペ ル の 必要 能 
力 値 に 合わ せ て 信仰 を 上 げ て お こう 。 


cu 


xi 





[相性 の よい 武器 ] 
魔術 
呪術 
短剣 





fa WTEC AT 、 


ーー 人 信仰 を 重視 し た 育成 例 一 


[相性 の よい 武器 ] 
聖 鈴 
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4B 





〇 ③ ス テー タス 例 (レベ ル 60 の と き ) 
生命 力 | 持久 力 | 体力 | 記憶 力 


10 8 10 20 








素性 : 聖職 者 
技量 適応 力 理 力 信仰 


5 4 4 38 


指針 解説 


AMEX VICI. (BO 
ステ ー タ ス を 重視 し た レベ ル ア ッ プ を し 
て いく 。 魔術 と 違い 、 攻 撃 用 の 奇跡 
は 少な い 。 奇跡 で 戦う と いう より も 、 回 
復 な どの 奇跡 で 補助 する 戦い か た に 
な る だ ろう 。 生ま れ は 最初 か ら 回 復 の 
脊 跡 を 使え る 聖職 者 。 初期 装備 の メ 
イス を 扱う に は 筋力 が 足り な い 。 レベ 
ル が 上 が る まで は 両手 持ち で 使い 、 す 


ぐに 片手 で 扱え る まで 筋力 を 伸ばし て 
し まお う 。 持久 力 が 低い の で 、 あ る 程 
度 上 げ て スタ ミナ に 余裕 を 持た せる 。 
その 後 、 信 仰 を 上 げ て いき 、 記 憶 ス 
ロッ ト も 増やし て いく と いい 。 武器 で 戦 
う 機会 が 多い の で 、 防具 も それ な り に 
頑丈 な も の を 装備 し 、 軽 快 に 動け る よ 
うに 体力 も 上 げ よ う 。 闇 術 も 使う な ら 理 
力 の ステ ー タ ス も 必要 に な る 。 


【 Chapter.3 / 自分 を 知る 】 
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ドラ ング レイ グ の 探索 は 戦闘 が 中 心 。 旅 人 た ち に と っ て 頼り に 
な る の は や は り 武 器 だ ろう 。 探 索 の 途中 で さま ざま な 武器 が 手 © 
に 入る の で 、 新 し い 武 器 を 入手 し た と き に は 、 武 器 の ステ ー タ 
ス 画面 で 能力 を 確認 し て お こう 。 と くに 、 武 器 ス ロッ ト の 左右 に は 、 武 器 _ 
ンー ジィ その うえ 、 攻 撃 の 際 に 付与 で きる 属性 の 種類 も か 
な り 豊 富 だ 。 と くに オン ライ ンプ レイ で 対人 戦 を 楽し お 場合 に は 、 属 性 攻 
撃 を 視野 に 入れ た サブ ウェ ポン を 装備 する 機会 ある か も し れ な い の で 、 — 


c まめ に 画 面 で 特徴 を よ < 確認 し て お く と いい だ ろう Jo 



































武器 の ステ ー タ ス 画 面 を 知る 


武器 の 特徴 を まとめ て 見 られ る 画面 。 装備 画面 で 武器 を 選択 、 決 定 ボタ 
ン で 切り 換え る と 見 る こと が で きる 。 ウ イン ドー の 下 に は 装備 する の に 必要 
な 能力 値 と 武器 の 補正 、 右 側 は 装備 時 の ステ ー タ ス な ど が わか る 


ン 直 合 
Fi wise sways 


NN 10.05 
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7, 20.0> : 
WF 20.0> | 
消 20.0 20. 
用 20.0> 20. 
| 30> 
60 / 
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0: Ma A: 表示 切符 


;  ELRRL Caste et ”图 能 力 衫 正信 


生還 択 し て いる 武器 の 正式 名 称 : その 武器 を 装備 し た と き に 付与 する 補正 の 高 さ を 記号 で 示し た 

“te : も の 。 アイ コン で 表示 され て いて 、 見 か た は 下記 の と お り 。 記号 

が SA は 本 正 値 が 優秀 な も の か ら 順に S$、A、B、C、D、E、 と な っ 

に 。 て いて 、 ス テー タス の 数 値 が 高く な る ほど 数 値 が 高く な り 、 補 正 

武装 を 付 備 し て 能力 を 発揮 する た め に 必要 な 、 ス テー タス の 最  : 値 が 優秀 な ほど 上 昇 する 値 が 増え る 。 筋力 と 技量 は 物理 攻撃 
さっ 低 数 値 。 武器 は この 条件 を 下回っ て いて も 、 装 備 す る こと が で  : 力 、 そ の ほか は 、 そ れ ぞ れ の 属性 に 影響 を 与え る 。 


BB, た だ し 、 条 件 を 満た し て いな い 場合 は 、 本 来 の 能力 を 発 
揮 き ぜ ず 、 マ イナ ス に な っ て し まう の だ 。 必要 と な る ステ ー タ ス は 、 
Mi ATI, 技量 、 理 力 、 信 仰 の 4 つ で 、 左 か ら 順 に アイ コン で 表 
示さ れる 。 ひ と つが 該当 する 場合 も ある し 、 複 数 が 該当 する も 
oe eS ee eee 











装備 ステ ー タ ス ( 攻 撃 ) 装備 ステ ー タ ス ( 防 御 ) 


攻撃 力 に 関す る 武器 の ステ ー タ ス 。 実戦 で は 相手 の 耐性 に よ お も に 防御 に 関す る 武器 の ステ ー タ ス 。 よく 間違え て し まう の が 
” り 、 効 果 が 変化 する の で 、 こ の 数 値 ど お り の ダメ ー ジ に は な ら な 盾 の 強 さ 。 攻撃 も で きる が 防御 の ほう が メイ ン な の で 、 ま ず こ ちら 
いこ と を 覚え て お こう 。 の 情報 で 確認 し よう 。 


武器 種別 武器 の 形状 に よっ て 分 類 さ れる 





カッ ト 率 物理 | 物理 属性 の ダメ ー ジ を カッ ト す る 割合 
攻撃 属性 OR ON カッ ト 率 魔法 | 魔法 属性 の ダメ ー ジ を カッ ト す る 割合 








SF 物理 攻撃 力 | 物理 的 な ダメ ー ジ を 与え る カ カッ ト 率 炎 炎 属 性 の ダメ ー ジ を カッ ト す る 割合 
bad 魔法 攻撃 力 | 魔法 属性 の ダメ ー ジ を 与え る カ he カッ ト 率 GF 雷 属性 の ダメ ー ジ を カッ ト する 割合 
Bd RUB 炎 属 性 の ダメ ー ジ を 与え る 力 の カッ ト 率 fw 閣法 属性 の ダメ ー ジ を カッ ト す る 割合 
eg 雷 攻撃 力 雷 属 性 の ダメ ー ジ を 与え る 力 a カッ ト 率 FH 毒 属性 の ダメ ー ジ を カッ ト する 割合 

Fd BORE) 間 属 性 の ダメ ー ジ を 写 え る カ be カッ ト 率 出血 | 出血 属性 の ダメ ー ジ を カッ ト す る 割合 
了 BEAR 毒 状態 に する 効果 の 高 さ de カッ ト 率 石化 | 石化 属性 の ダメ ー ジ を カッ ト す る 割合 

出血 効果 出血 状態 に する 効果 の 高 さ カッ ト 率 呪い | 呪い 属性 の ダメ ー ジ を カッ ト する 割合 





防御 の 安定 度 。 高 い ほ ど 攻 撃 を 受け た 時 の ス 











し ee ae ae ee seas 
> RRS 力 | 攻撃 中 の 敵 に 与え る カウ ンタ ー ダ メー ジ の 強 さ 受け 能力 pet 
TRIM X—-LY | 敵 の 強 夫 度 を 削る 衝撃 の 強 さ = 現在 耐久 度 / 耐久 度 が ゼロ に な る と 壊れ 、 性 能 が 著しく 低 
wa ome es 下す る 。 等 火 で の 休息 に より 耐久 度 は も と に 
最大 耐久 度 戻る が 、 壊 れ た 場合 は 修理 が 必要 
射程 距離 射撃 が 届く 最大 距離 
重量 アイ テム の 重量 。 重 量 が 高い ほ と 、 動 作 が 鈍 
: pe く な りや すい 
詠唱 速度 スペ ル 発 動 ま で の 詠唱 時 間 の 早 さ 





é ue すべ て の 武器 は 攻防 の 両面 で 使え る 


武器 の デー タ を 見 る と き に 忘れ て は いけ な い の が 、 す べ ベ べ 
て の 武器 は 攻防 の 両面 で 使用 する こと が で きる と いう こ 
と 。 た と えば 剣 を 装備 し て いる と き は 、 お も に 攻撃 で 使う 
が ガー ド も で きる の だ 。 また 、 盾 は 防御 で よく 使う が 、 攻 
撃 で も 使え る よう に な っ て いる 。 旅 の 初心 者 は ステ ー タ 
ス 画面 見 る と き に 、 こ こ を 間違え る こと が 多い 。 BO 
防御 の ステ ー タ ス は 、 右 側 に ある 。 せっ か ちな 人 は 、 先 
に 左 を 見 て 「 こ の 盾 は 強い | と 判断 し て し まう 。 確か に 
強い だ ろう が 、 殴 る 強 さ の こと で ある 。 プレ イヤ ー ス テー 
タス 画面 の 武装 の 表示 も 攻撃 力 の み の 表 示 な の で 、 く 
れ ぐ れ も 間 違え な いよ うに し よう 。 





【Chapter.3 / 自分 を 知る 】 049 





































の 4 つの パー ツ に 人 か れれ て いる と と だ 、 斉 本 と 同 じ 誠 党 で 見 られ る ステ ーー 
タス は 、 HE HOB, HLH ORO HAE OCH So GEO N—Y HE 


備 し て いる 場合 は 、 装 備 ス テー タス を 切り 換え 、 総 計 な どの デー タ で 確認 
し な いと 実際 の 数 値 が 抱 握 で き な い 。 面 倒 な の で 、 パ ー ツ ご と に 確認 し て 、 


頭 の 中 で 想像 する と いう の が 現実 的 な スタ イル か も し れ な い 。 














防具 の スス テー タス 画面 を 知る 


武器 と 同様 に 防具 に も 装備 条件 や 能力 補正 が ある 。 だ が 、 まっ た く な い 
も の も 多い の で 、 頭 を 悩ま す ほ どの こと に は な ら な い 。 また 、 防具 に も 耐 
久 度 が ある 。 いま さら で は ある が 、 意 外 と 忘れ が ちな の で 注意 を 。 


Et aha 
sud nae 
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能力 補正 値 


こち ら も 見 か た と し て は 武器 と 同じ 。 た だ し 、 補 正 は 物理 防御 カ 
の み と な っ て いる 。 補正 が 付い て いる 防具 は 、 物理 防御 力 が 高 








is く な る ほど 防御 力 が 増す の だ 。 ま た 、 必要 能力 値 が な く て も 、 補 
a 正 の み が 付 いて いる と いう 防具 も ある 。 

9 内 容 や 見 か を な ど に つい て は 、 武 器 と 同様 。 ひ と つ 戻 っ て 48 

3 ー ジ を 再読 し よう 。 実 際 に は 必要 能力 値 が 付い て いる 防具 は 、 

。 ] 全体 の 8 分 の 1 強 程度 。 し か も 、 筋 力 に つい て いる の が 一 般 的 

8 で 、 数 値 は 14 が 多い 。 高い か どう か は 、 92 の ステ デー クタ 

ote 


oo. ス の 振り か た に よる 。 魔術 特 化 タイ プ は 簡単 に 鎧 を 着 ら れ な い 
と いう 程度 の こと な の で 、 そ ん な に 気 に す る こと で も な い だ ろ う 。 
と は いえ 、 特 別に 高い も の も どこ か に は ある らし い が 。 





装備 テー タス 


防具 の ステ ー タ ス で は 、 基 本 的 な 物理 防御 力 な ど は 当然 だ が 、 属 な 部 分 を 担っ て いる 。 能力 補正 の 付い て いる 防具 が ある の で 、 さ ら 
性 に 対す る 耐性 の 項目 に と くに 注目 し た い 。 耐性 の 値 は 、 プ レイ に 大 きく 耐性 を 上 げ る こと が で きる の だ 。 た と えば 毒 の 沼 に 行く な 
ヤー ステ ー タ ス の 適応 力 や 対応 する 能力 を 秘め た 指輪 の 装備 、 対 ら 毒 耐 性 の 高い 防具 、 溶 岩 地帯 に 行く な ら 、 炎 防御 力 の 高い 防 
応 す る アイ テム の 使用 な ど で 上 げ ら れる が 、 防 具 は その 役割 の 大 き 具 に 着替え て いく と 効果 的 だ 。 装 備 重 量 の 配分 に は 注意 し よう 。 











物理 防御 力 物理 攻撃 に 対す る 基本 的 な 防御 カ | aa i HE AS 低い ほど 耐性 を 月 され や すく な 
上 TE ーー | — i = 
i. 打撃 属性 の 物理 攻撃 に 対す る 防御 カ BD Rage 毒 に 対す る 耐性 。 高い ほど 毒 状態 に な り に くい 
物理 攻撃 力 p | 鋭利 な 攻撃 が 引き 起こ す 、 出血 に 対す る 耐性 。 高い ほ 
新 至 打撃 属性 の 物理 攻撃 に 対す る 防御 カ .. 出血 攻撃 ど 出血 状態 に な り に くい 
理 攻撃 ナ | 本 
ee 刺 突 属性 の 物理 攻撃 に 対す る 防御 カ | 議 証 石化 耐性 石化 に 対す る 耐性 。 高い ほど 石化 状態 に な り に くい 
プー で | — 
SEER 6 1 5 デコ ru 亡者 を 深め る 呪い に 対す る 耐性 。 呪い が か か る と 亡者 
魔法 防御 力 | 魔法 属性 の 攻撃 に 対す る 防御 カ 呪い 耐性 化 が 進み 、HP は 減少 する 
炎 防 御 ナ 炎 属 性 の 攻撃 に 対す る 防 4 | 
炎 防御 力 et ee | ay 現在 耐久 度 / | BARRO cin NERO ELSET TS, 
| ga as mu 火 で の 休息 に より 耐久 度 は も と に 戻る が 、 壊 れ た 場合 
PP 最大 耐久 度 | は 修理 が 必要 
ae Bb 雷 属性 の 攻撃 に 対す る 防御 カ 
天 防御 力 RE 重量 アイ テム の 重量 。 重 量 が 高い ほ と 、 動 作 が 鈍く な りや す 


い 





FA 


現在 装備 し て いる 重量 と 、 ス テー タス で 見 る 装備 重量 の 
関係 に つい て 、 詳 し く 説 明 し よう 。 現在 の 装備 重量 が 、 
装備 重量 の 70% 以 内 だ と 、 動 き が か な り 軽 快 に な る 。 
と くに 変化 が わか りや すい の は 、 ローリング を し て みた と 
き 。70% ま で は 、 素 早い ロー リン グ が 可能 と な っ て いる 。 
100% ま で は や や 遅く 、100% を 超え る と か な り 遅 く な 
る 。 そし て 、120% を 超え る と ロー リン グ 自 体 が で き な く 
な る だ け で な く 、 よろ ける よう な 動き に な る の で ある 。 ダッ 
シュ も 同様 で 、120% で は 、 膝 が グラ つく アク ショ ン を し 
て 、 走 る こと すら で き な く な る の だ 。 ロー リン グ の 変化 は 、 
数 字 が 増え る ご と に 徐々 に 変化 する 。 境目 が わか り に く 
く な っ て いる の で 、 注意 し て お こう 。 
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RADI BEDKRH 
REO RE 
基本 武具 の 強化 は 
10 段階 


序盤 で 入手 で きる 素材 が 限ら れ て いる の で 、 初 
め ば 10 段階 は お ろか 、3 一 段階 あたり まで 
に な る だ ろう 。 盾 と メイ ン 武 器 を それ ぞ れ 鍛え た 
いと ころ だ 。 その うち 、 慎 か が 剣 (便宜 上 ) か と 問 
われ れ ば 剣 を お 薦め する 。 得意 


な 武器 と いう の 
は 、 そ う は 変わ ら な い が 、 防 御 を 主体 と する も の 


は 、 相 手 の 属 性 や 強 さ な ど よ っ て 持ち 替え た り 、 
着替え た りす る こと が ある か ら だ 。 





{DARK SOULSI 導き の 書 】 








る ダス = ー ジ の 数 人 を 大 きく 上 げ る こと か で きる 。 Se Gt aks ラ に い 
る 鍛冶 屋 の レニ ガッ ツ に 頼む と いい だ ろう 。 強化 は タダ で は で き な い うえ 、 
強化 する 素材 も 必要 だ 。 さ ら に 、 武器 だ た け で な く 人 防具 も 強化 で きる の が 悩ま 
し いと ころ (KMD SB RIE, BIR 
ム は 、 と て も わか りや すい の で こ 
も 、 レニ ガッ ツ の 鍵 が が どこ に ある か を 教え た ほう が いい の か も し れ な い が 。 


ほ き は 後 ま わし で いい の だ が )。 強化 の スス アデ 
こと で 学ん で お で うる つる る ジス デム まり 





強化 する 武具 は 慎重 に 選ぶ 


序盤 は 模 石 の 欠片 すら 足り な く な る 状況 で 、 い くつ も 強化 で きる ほど の 余裕 は な 
い 。 慣れ た 武器 と 盾 を まず 強化 、 後 で 本 命 を 強化 し た ら 、 現 在 の 武器 を サブ に 
する の は どう だ ろう ? また 、 武 器 と 防具 だ が 、 武 器 の 強化 が 最 優 先 。 防具 は 4 


つも パー ツ が ある し 、 強化 より 、 着替え た ほう が 効率 が いい か ら だ 。 
特別 な 武具 の 強化 は 


PJ の 
5 段階 


通常 の 武器 の 強化 は 10 段階 まで で 、 模 石 の 欠片 な ど 素 材 も 同じ だ が 、 そ 
れ と は 別に 、 5 段階 し か 強化 で き な い 武器 や 防具 が ある 。 そう いう 武具 は 特 
別 な 由来 が あっ た り 、 無 強化 で も 問題 な い ほ どの 威力 が ある の だ 。 強化 に 
は 光る 模 石 を 使用 する 。 探索 を 進め る と 、 ほ か に も 見 つか る か も し れ な い 。 
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.0> 70.0 | 

0 10.0> 10.0 | 
し 4 5 


1230 ソ ウル で 強化 し ます か っ? 
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強化 に 必要 な の は 
素材 と ツウ ル 


強化 に 使う ソウ ル と 素材 は 、 強 化 の 段階 に よっ て 決ま っ て いる 。 使う 
素材 だ が 、 通 常 強化 の 場合 は 段階 が 進む こと に 、 要 石 の 欠片 、 模 石 
の 大 欠片 、 醒 石 の 塊 、 模 石 の 原盤 と な り 、 素 材 の 個数 は 3 段階 ご と 
に 1 3 個 の くり 返し で 、 最後 の 10 段階 目 は 1 個 に な る 。 特別 な 武 
准 の 強化 は 、 光 る 模 石 を 使い 、 強 化 が 進む ご と に 1 ~ 5 個 まで 順に 
増え て いく ( 右 表 参 照 )。 支払 う ソ ウル だ が 、 こ れ は 武器 ご と に 異な る 。 
だ が 、 や は り 進化 が 1 段階 進む ご と に 価格 も 高く な っ て いく の だ 。 B 
用 は さて お き 、 素 材 の 個数 は 、 比較 的 わか りや すい 法則 に な っ て いる 
の で 、 覚 える の が 簡単 。 必要 な 素材 の 数 を 前 も っ て 計算 で きる の だ 。 
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武器 と 防具 そし て 指輪 に は 耐久 度 が 設定 され て いて 、 
装備 し て ダメ ー ジ を 受け る と や が て 壊れ て し まう 。 と くに 、 
武器 は 攻撃 を 当て る こと で も 耐久 が 下がる の で 注意 し た 
い 。 それ は 、 敵 だ け と は 限ら な い 。 壁 に 当たっ て いた り 、 
樽 な どの オブ ジェ を 壊し て いる と き に も 損傷 し て いる の で 
ある 。 前 世 の 記 憶 が 残っ て いる の か 、 隠 し 扉 を 探す の 
に 壁 を 叩く クセ が ある 旅人 も 多い 。 し か し 、 ド ラン グレ イ 
グ の も の は 調べ る こと で 開く 扉 な の で 、 叩く の は ほぼ ムダ 
と な る 。 耐久 度 が 下がる と 「※X が 壊れ そう !] と いう メッ 
セー ジ が 出る 。 その あと で 使い 続け る と 「 XX が 壊れ た 」 
と な る 。 壊れ る 前 な ら 等 火 の 休息 で 自動 に 回 復 する 。 壊 
れ て し まっ た ら 、 鍛冶屋 に 修理 し て も ら う し か な い 。 も ち 
ろ ん 有 料 な の で 、 大 切 に 扱っ て いこ う 。 
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特別 な 強化 十 3 光 玖 模 石 X 3 
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触媒 の 呪術 の 火 は 特別 な 強化 


スペ ル を 使う と き に 必要 と な る 触媒 の 杖 や 聖 鈴 も 強化 が 可能 。 強化 
の 法則 や 素材 は 通常 の 武具 と 同じ で 、 レ ニ ガ ッ ツ に 頼む と いい 。 た だ 
し 、 呪 術 に 必要 な 触媒 の 、 呪 術 の 火 だ け は 別 。 探索 が 進む と 出 会 
える 、 ある 人 物 が 強化 し て くれ る の だ 。 必要 な 素材 は 火 の 種 。 そし 
て 、 ソ ウル だ 。 10 段階 まで 強化 で きる が 、1 段階 ご と に 必要 な 火 の 
種 は ひと つ だ け 。 強化 に よっ て 威力 も 上 が っ て いく 。 呪術 は 、 覚え ら 
れる スペ ル に 装備 条件 が な い 。 呪術 の 火 の 装 備 も 同様 で ある 。 HA 
や 奇跡 が 低い キャ ラク ター で も 装備 が 可能 な の で 使い や すい 。 


武具 ・ 指 輪 の 破壊 と 修理 


[修復 ] 
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| 武器 に 属性 を 付け て 性 質 を 変化 する 特殊 な 強化 が 変質 強化 だ 。 
属 は 魔法 、 炎 、 雷 、 聞 、 毒 、 出 血 、 粗 製 、 魔 力 、 
無明 の 9 種類 。 そ れ ぞ れ に 関係 する 素材 と ソウ ル を 、 特 殊 な 鍛 
性 治 屋 に 渡し て 実行 する 。 通 常 の 強化 と 平行 し て 行え を る の で 、 通 常 強化 を し 
を 












が 便利 だ 。 こ の 強化 を 行う と 、 種 類 が 豊富 な 属性 の 利点 を 活か し て 、 相 手 の _ 








た 自分 の 愛用 の 武器 を 好き な タイ ミン グ で 変化 させ た り 、 戻 し た り で きる の 














変質 強化 を 
可能 に する 方 法 


変質 強化 を 行う に は 、 専 門 の 鍛冶 屋 に 会 う 必要 が ある 。 だ が 、 
所 は 隠さ れ て いる の で 、 自 分 で 見 つけ 出す 必要 が ある 
:。 さら に 、 強化 を 行う た め に は 、 あ る 特別 な アイ テム を 鍛 
き に 渡さ な く て は な ら な い 。 段取り が 複雑 な の で 、 強 化 を 実 
行 で きる タイ ミン グ は 、 プレ イヤ ー の 進行 次 第 で 変わ っ て くる だ 
33。 まず は 、 SOREMEL CER UT CLS 


すべ て の 武器 が 
変質 強化 可能 


ド 的 に 変質 強化 が で き な い 起 問 は 存在 し な い 。 だ が 、 武 
、 器 に よ っ て は 選べ な い 属 性 が 存在 する こと が ある 。 た と えば 、 
。 Ne 武器 に は 出血 属性 が 付与 で き な い 、 ある い は 、 杖 は 魔法 
世间 属 必 、 聖 鈴 は 雷 と 凍 属 性 の み し か 選択 で き な いな ど だ 。 ま 
区 eh た 、 あぁ 5 か じ め 属 性 が つい て いる 特殊 な 武器 に 、 異な る 属性 
。 。 。 。 を 付与 する こと が で きる 。 雷 属 性 が つい て いる ハイ デ 騎 士 の 
。 。 直 剣 に 、 炎 属性 を つけ る こと も 可能 な の で ある 。 


弱点 を 突く 攻撃 が 可能 に な る 。 物 理 攻撃 が 効き に くい 相手 に 対し 、 有 効 な 層 
性 が 付い た 武器 を 使う こと で 、 戦 い を 有利 に 進め られ る よう に な る の だ 。 


変質 強化 は 
属性 強化 で は な い 


変質 強化 は 、 武 器 の 性 質 を 変化 させ る も の で あっ て 、 属 性 を 
強化 する も の で は な い 。 手順 を 追う と わか りや すい が 、 ま ず 、 
対象 と な る 武器 を 選択 。 つぎ に 変化 させ た い 属 性 を 選ぶ 。 そ 
し て 必要 な 素材 と ソウ ル を 渡す と 、 そ の 場 で 属性 の つい た 武 
器 に 変化 する 、 と いう こと だ 。 武器 の 強化 は 、 変 質 強化 で は 
な く 、 通 常 強化 で 行う こと に な る 。 性 質 変化 で 選択 で きる 属 
性 は 1 回 に 1 種類 の み で 、2 回 目 は 上 書き され る 。 


強化 に 合わ せ た 
素材 が 必要 


変質 強化 する た め に は 、 素 材 が 必要 に な る 。 9 種類 の 属性 
ご と に 対応 する 強化 素材 が あり 、 属 性 を 素 の 状態 に 戻す た め 
の 強化 素材 も 存在 する 。 どれ も 必要 と な る 個数 は ひと つ だ け 
Ko 下 に ある アイ コン が その 素材 で ある 。 あら か じ め 対 応 す る 
素材 を 持っ て いな い 場 合 は 、 属 性 の 選択 ウイ ンド ー が 暗く 表示 
され る 。 ちな み に 、 変 質 強 化 で きる 対象 は 武器 の み で ある 。 
残念 な が ら 、 防 具 は 強化 は で き な い 。 





変質 強化 で の 


ーー A テ a タダ A 変 化 


‘be AT — BA 


Ze 6 : 強化 し た い 属性 を 選択 する 画面 で は 、 Z 


VIZ Wie /We 


ay (ee) o> goos ws の 属性 に 変化 し た と き の 状 態 が ステ ー タ 
f? ば / 三 = 94 8 10.02. 26 
4 3580 う 32.9 スウ イン ドー で 同時 に 確認 で きる よう に 


2000 2000。 200068 2000m 2000) . = S35 .0= 32.91) 

ee @iA / \Wei 02 08 25.02 2 4 な っ て いる 。 これ を 見 な が ら 強 化 を する か 
| ae の ee os, どう か を 検討 する と い だ ろ う 。 また 、 左下 
| | し ポン も チェ ッ ク 。 能力 補正 値 が 同時 に 変更 さ 
人 れる こと が 多い よう な の で 、 見 逃さ な いよ 

#) 3.0% 3.0 うに し よう 。 属性 を 強化 する と 、 お し な べ 
RED て 、 物 理 攻撃 力 が 下がり 、 強化 し た 属 
性 の 能力 が 上 が る 傾向 が ある 。 物理 攻 
撃 力 を 下げ た く な い 場合 は 、 無 理 を せ 


ず 、 別 の 武器 を 用 意 し た ほう が いい 。 


100000 





属性 を 付与 し た 後 も 
通常 強化 が 可能 


属性 を 付与 する タイ ミン グ だ が 、 こ れ も プ レイ ヤー の 好み で か 
まわ な い 。 な ぜ な ら 、 属性 を 付与 し た 後 も 強化 が 続行 で きる 
か ら だ 。 変質 強化 は 、 無 強化 の 武器 で あっ て も 実行 可能 。 
先 に 属性 強化 を し て か ら 、 通 常 強化 を し て いく と いう こと も 可 
能 な の だ 。 当然 、 途 中 まで 通常 強化 し た 武器 を 変質 強化 し 、 | 6 pH or oi iras pa | 
その 後 で また 通常 強化 を し て 最大 まで 上 げ る と いう こと が で き ee ee re Soe ery 
る 。 むし ろ 、 こ ちら の ほう が ふつ うか も し れ な い 。 いずれ に せ ar が [ 
よ 、 自 分 の スタ イル で カス タマ イズ すれ ば 問題 は な い 。 


) 
) 
7.9 
) 
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変質 強化 後に も 属性 を 換え られ る 


変質 強化 し た 武器 を 使っ て いて 、 後 で その 武器 を 変更 し た く な っ た う の だ が 、 それは 不可 能 。 新しく 選択 し た 属性 に 上 書き され て し ま 
場合 は 、 ふ た た び 鍛 冶 屋 に 行く 。 強化 素材 と ソウ ル さ え 持 っ て い う の だ 。 属性 ご と の 武器 を 分 け て 作っ て いく コレ クタ ー タ イプ の 人 
れ ば 、 以 前 と 同様 の 変質 強化 が で きる の だ 。 つま り 、 変 質 強化 を と 、 ま っ た く こ だ わり を 持た な い 人 が いる と 思う が 、 強 化 の 手間 を 考 
し た 武器 の 変質 強化 も 可能 と いう こと で ある 。 これ を する と 、 以前 える と 、 強化 済み の 愛用 の 1 本 を 用 いて 、 必 要 に な っ た と き に 属 
付与 し た 属性 に プラ ス し て 、 新 た な 属性 が 付け られ る の か 、 と も 思 性 を 変え る 方 法 も 案外 いい か も し れ な い 。 
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また 筋肉 て すか? 


レベ ル ア ッ プ 。 ソウ ル が 溜まっ た ら 、 緑 衣 の 巡 
OCS の の SGL22 ペ ベリ レク に る どら ( ら |! 売 GD 
So だ っ て 大 量 の ソウ ル な ん て 、 い つ ロ スト する か 
わか ら な い の で 使う に 限る 。 これ まで 何 度 「 使 っ と 
け ば よかっ た 一 情 と 嘆い た こと か 。 

で 、 問題 は ステ ー タ ス の 割り 振り だ 。 9 項目 も 
ある の で 、 選ぶ の に 本 当 に 困っ て し まう 。 

筋力 に し よう か が 請 技 量 に し よう か 、 7? い 
や 、 生 命 力 、 ス タ ミ ナ も 必要 か 、 じ ゃ 、 HAN, 
いや 筋力 ? 魔法 も ひと つく らい は 持ち た い の で 
記憶 力 、 そ れ と も 筋力 いや 、 筋 力 ? いっ 
ば いあ る の で 迷う の だ が 、 筋 力 は 選択 肢 か ら 外 れ 
な い 8 評 な ぜ せこ つう な うた 2 議 信 性 キャ ラン な の に 議 思 う 
に 、 始め る と き に 、 眉 が な か っ た の が ショ ッ ク で 、 
隙間 の 洞 で で ん ば っ て ソウ ル を 集め て 、 盾 を 購入 
し て | よし!」 と 思っ て 装備 し た ら 、 筋 力 が 足り な い 
と 。 あれ が 最初 。 い つか 有力 を 使い た いし 、 せ っ か 
くだ か ら 二 刀 流 も 試し て みた い 。 将来 は 技量 戦士 
で 全 この 科 と 思 55ic い だ に が 科 | に こ は レ か だ が な いよ 


ね | 隊 こ いう さら iC 

その 後 も 何 度 か の 妥協 が 続き いま で は グレ ー 
ト ソ ー ド を 片手 に 持っ た 屈強 な 女 戦 士 が 、 緑 衣 の 
巡礼 の 前 で 路 い て いる 。 

グ ピ ニート ソー ニード だ よ 護 グ 議 じじ 諾 ツン 護 手入れ た と 
き は 小躍り し て し まっ た 。 筋力 上 け て お いて よかっ 
た ナ と 。 オレ 勝ち 組 じ ゃ ん ? な ん か 大 きく て 黒く て 
カッ コイ イ ん だ よ コ レ 。 持っ て みた ら 、 筋力 が 足り 
な い 。 両手 持ち が 基本 の 武器 だ けど 、 両手 持ち 
な ど 、 怖 く て オレ 、 で き な い も ん 。 片手 で 振り 回 す 
た め に は 筋力 が 必要 だ と 。 それ で 、 また 筋力 。 BH 
で いっ し ょ に プレ イ を し て いる 同僚 が の ぞ き 込ん で 
ひと 言語 | また 筋力 で すか ?」8 

初見 プレ イ な ん て こん な も の 。 最初 に イメ ー ジ し 
て いた “ な ん か カッ コイ イ も の ” BEM CS, 
鉄 の 意志 が 必要 か も し れ ま せん ゾ 。 つぎつぎ に 入 
手 す る カッ コ よ さく 気 な 武器 を 見 て 、| 技量 か よー」 
と た め 息 。 いっ そ 、 グ レ ソ で 二刀流 を 試し て し や ろ 
うか が 細 ナ ヌ !2 請 技量 が 足り な い だ と 記 ム キ ニ ッ ! 


だ た は エス ト が 足り な い 
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ドラ ング レイ グ に ある エリ ア に は 、 亡者 を や 、 さ ま ざ ま な モン ス 
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くる こと が 多く 、1 体 だ け で 待ち 構え て いる ケー ス の ほう が 少な い 。 そ ん な 
英 が いた と すれ ば 、 そ の 敵 の 背後 に ある 壁 の 角 な ど に も う 1 体 の 敵 が 潜ん で 
いる 、 そ の 敵 の 能力 が 恐ろし く 高 い 、 な ど を 疑っ て みる べき だ 。 も っ と も 、 


pase 
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CRACS 


が …… 。 蔽 と 戦闘 を する と き に 、 第 1 に 考え る べき な の は 、 立ち 回 りか た よ 
り も 、 戦 術 で ある 。 集団 に 襲わ れ た ら 、 立 ち 回 る こと すら 不可 能 に な る の だ 。 





司 。 全 - 
从 複数 対す で 戦わ な い 
| | 格下 の 相手 だ と 油断 し て いた ら 、 複数 に 囲ま れ て し まい 、 抜 け 出 せな く な る 。 そう な れ ば 、 も 
う 死 を 待つ の み で ある 。 格下 の 敵 な ど 存 在 し な いし 、 集 団 の 敵 は 強敵 だ と いう 認識 を 持 と う 。 


蔽 の 配置 に 注意 し ょ よう 


未 見 の 土地 で は 、 と くに ゆっ くり 進む 必要 が ある 。 曲がり 角 や 、 階 
段 な ど で 視 界 が 途切れ る 場所 の 先 に 注意 し 、 と きど き 周 囲 を 見 回 し 
な が ら 進 む ク セ を つけ よう 。 敵 を 通り 越し て いた 場合 、 前 の 英 と の 
挟み 撃ち あ に あ うこ と も ある の だ 。 見 通し が 悪い と き は 、 た いま つ で 
視界 を 確保 ずる こと も 必要 だ ろう 。 
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な ぜ ? 蔽 の フラ フォーメーション の 
AMOR ム 


な ぜ 敵 に 囲ま れる の か ? それ が わか れ ば 対処 も し や すく な る か も し れ な 
い 。 英 の 配置 に は いつ か の パタ ー ン が ある 。 基本 的 な ふた つの ケー ス を 
知っ て お く と 応用 が 利く は ず だ 。 まず 、 敵 を 知ら ぬ 間 に 通り 越し て いる ケー 
ス 。 死体 の ふり を し て いる 敵 が いる の だ 。 地面 に いる の で 見 逃し や すい 。 
その 先 の 敵 に 向かっ て いく と 、 後ろ で 立ち 上 が り 、 挟撃 と な る 。 どこ か ら 浦 
いて 出 た の か わか ら な い 敵 の 正体 は これ か も し れ な い 。 も う ひ と つ は 、 配 
BIC koe, 敵 の 視界 が 、 手 前 の 敵 に 重なる よう に 配置 され て いる 。 
手前 の 敵 に 近づく と 、 後ろ の 敵 が 反応 し て 襲っ て くる の だ 。 


1 体 ず つ 蔽 を 謗 き 軸 し て いく 


敵 の 配置 が フォ ー メ ーション の 形 に な っ て いる か どう か は 、 視界 が 開け た 場 
所 以外 で は 見 分 け に くい 。 だ が 、 そ れ を 見 分 ける 必要 も な い の だ 。 すべて 
が そう だ と 思え ば いい 。 目前 に 見 える 英 に は 、 う か つ に 近寄ら な いこ と 。 こ 
ちら か ら で は な く 、 向 こう か ら 来 させ る ほう が いい 。 弓矢 や 魔法 な ど 遠 距離 
攻撃 を 使う の も いい し 、 火 炎 副 や 授 げ ナイ フ な どの アイ テム で も いい 。 ロッ 
クオ ン を 外し 、 素 早く 近づい て 、 戻 っ て くる の も 手 だ 。 手前 に 誘き 出し て 、 
1 対 1 で 確実 に 仕留め な が ら 進 も う 。 



















英 の 視界 
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集団 の 中 か ら 敵 を 誘き 出せ れ ば 、 そ の あと は 1 対 1 の 戦い と な 
が る 。 す で に 戦い 慣れ て いる 人 は 、 ま すず 問題 な い だ ろ う 。 だ が 、 ド 
| ラン グレ イグ に 来 た ば か り の 新米 の 旅人 に と っ て は 、1 LACE 
油断 な ら な い 相 手 に な る 。 ま ず は 、 盾 を 使っ た 戦い か た を 学ん で お く と こと 
だ 。 人 に よっ て 得意 な 戦い か た は ある と 思う が 、 こ の 世界 で も っ と も ポ ピ ュ 
ラー な 戦い か た な の で 、 試 し て お く 価 値 は ある は ず 。 ま た 、 戦 う 際 に は ス 
タ ミナ 管理 に も 気 を 配 ろ う 。 ス タ ミ ナ を コン トロ ー ル する こと と が で きる よ 
うに な れ ば 、 や が て ドラ ング レイ グ を 制す る こと も 可能 に な る だ ろう 。 
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扱う 武器 に よっ て も 変わ る が 、 敵 の 攻撃 を 盾 で 受け る か 、 か わし て 

と 8 = 本 の 攻撃 も ワン パタ ー ン で は な い 。 
か ら 反 撃 す る の が 基本 と な る 。 勇猛 果敢 に 攻め て いく スタ イル は 捨 上 手 で 振り 回 し て いた と 思っ た ら 、 両 
て た ほう が いい 。 敵 が 攻撃 し て きた ら 、 押し 込む の で は な く 、 そ の 手持 ち に な っ た り も する 。 相手 が 強力 


場 か 、 後 ろ 側 に 引き 付け る よう に し て 盾 で ガー ド 。 も し く は 、 避 け な よー 撃 を 放っ て きた ら 、 慎 で 受け る と 
スタ ミナ を 削ら れ 、 悪けれ ば 、 ガー ド が 


が ら 、 相 手 が 2、3 回 振り 終わ る の を 待つ 。 その 後 が こち ら の ター 崩さ れ て し まう の だ 。 迷わ ず 回 避 か 、 
Po ied. 一 度 で 倒し 切れ る と 思わ な いこ と 。 回 り 込ん で 致命 の 一 撃 を 入れ よう 。 





Zs 


盾 を 構え 続け て いる と 
ン リ 貧 に な っ て し まう 


敵 の 真正 面 で 盾 を 構え て いる の は 得策 で は な 
い 。 盾 で 攻撃 を 受け る と スタ ミナ を 消費 する うえ 、 
盾 の 性 能 に よっ て は 、 ダ メー ジ を 受け て し まう の 


MaMa PEI gh a FLA IS だ 。 さら に 、 盾 を 構え て いる あい だ は 、 ス タ ミ ナ の 

① 相手 に 突進 し て いく の は 愚 策 。 相  ② 攻撃 し て きた ら 、 慎 で ガー ド 。 人 避け SNE hie: 
が 極端 に な る 。 ば な し は や め て 、 
手 を 引き つけ る よう に 観察 し な が ら 、 られ そう な ら 避 ける 。 あ わ て ず 、 相 手 SR see 0 
攻撃 し て くる の を 待つ 。 の 動き を よく 見 て お こう 。 必要 な と きだ け 、 盾 を 構え る 形 を 身 に 付け よう 。 B 


を 構え な が ら 左 右 に 回 り 込 み 、 な る べく か わす よう 
に する 。 避け られ な いと き に ガー ド を する の だ 。 









‘ he 









be 


@ 相手 が 攻撃 し 終わ る タイ ミン グ を (《④ こち ら の ター ン だ 。 一 度 で 倒し きれ 
見 極め る 。 隙 が ある は ず だ 。 相手 の る と 思う と 反撃 され る 。 2 回 振っ た ら 、 
多 ニ シン が 終わ っ た な と 思っ た ら …… o ① に 戻る 、 を くり 返す 。 
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慣れ て きた ら 
間合い を 考え る 


盾 を 使っ て の 戦い に 慣れ て きた ら 、 敵 に 対す る 間合い も 見 えて くる 
は ず だ 。 よい 間合い と は 、 す な わ ち 、 敵 の 攻撃 が 当たら な い ギ リ ギ 
リ の 距離 の こと で ある 。 これ を キー プ し つつ 動い て いれ ば 、 相 手 が 
隙 を 見 せ た と き に 素早 く 対応 で きる だ ろう 。 こち ら の 武器 の 射程 が 
相手 の 武器 を 上 回 っ て いる な ら ば 、 こ ちら か ら 仕 掛け る こと も で きる 
よう に な る 。 また 、 射 程 が 短い 武器 な ら ば 、 間 合い を と りつ つ 英 の 
攻撃 を か わし て 、 後ろ か ら 致 命 の 一 撃 を 狙う こと も で きる の だ 。 
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致命 の 一 撃 と は 、 相 手 が 無 防備 状態 の と き に 一 方 的 に 強烈 な 威 高い 攻撃 が 決ま る の だ 。 後ろ か ら の 致命 の 一 撃 は 、 敵 の 背後 に 
力 を 持っ た 攻撃 を する こと 。 必殺 技 の よう な も の で ある 。 前 方 か ら 回 り 込 ん で 行う 。 敵 の 後ろ に 見 えな い 小 さ な 範 囲 が ある 。 そこ に 一 
は 、 盾 な ど で よ ろ け させ る か 、 パ リィ を 成功 させ た 後に 実行 で きる 。 撃 を 人 れる と 、 そ の まま 派手 な 演出 の 一 撃 が 決ま る の だ 。 いわ ゆ 
成功 する と 相手 が 、 ほ ん の 短い あい だ で は ある が 無防備 の 状態 に る 、 バ ッ ク ・ ス タブ で ある 。 発動 中 は 攻撃 を 受け て も 中 断 し な い 。 だ 
な る 。 そこ で 改め て 近く か ら 攻 撃 を 入れ る と 、 独 目 の 演出 の 威力 が が 、 無 敵 で は な い の で 、 周囲 に 注意 が 必要 だ 。 


まず 相手 の 攻撃 を 払い の ける 。 払 えば いい の で 、 
盾 で も 、 短剣 で も 、 素手 で も か まわ な い 。 決 まっ 
た 場合 は 、 音 が 出 た り 、 相手 が 地面 に 尻餅 を つ 
いた りす る の で わか る は ず 。 その後 で 、 相手 に 近 
づき 、 攻撃 を すれ ば 、 後 は 自動 的 に 攻撃 が 決ま 
る 。 パ リィ を 決め る の に 失敗 の リス ク が ある の で 、 
その 点 は 覚悟 が 必要 。 また 。 パ リィ 成功 後に 倒 
れ た 敵 に 対す る 位置 取り も 難し い の で 、 FROM 
な ど で 練 習 を し て お く ほ うがい い だ ろ う 。 


育 後 に 回 り 込 ん で 、 敵 の 弱点 に 一 撃 を 入れ る こと 
で 発動 する 致命 の 一 撃 。 パ リィ か ら の も の と 比べ 
リス ク が な い の で 、 狙い や すい 。 し いて リス ク を あ 
げ れ ば 、 画面 が 回 転 す る の で 、 目 が 回 る と いう こと 
くら い だ 。 相手 の 背中 の スイ ー ト スポ ッ ト は 意外 と 
狭い 。 経験 で 学ぶ の が いい と し か が 言え な い の で 、 
試し て ほし い 。 致命 の 一 撃 の 演出 は 、 武器 ご と 
に 異な る 。 武器 を 持ち 換え た と き に 実行 する と 、 
いろ いろ な 発見 が ある 。 ま た 、 パ リィ 、 背後 の ほ 
か 、 盾 な どの 攻撃 で 相手 の 体勢 を 崩し 、 そこ か ら 
入る 致命 の 一 撃 も ある こと も 覚え て お こう 。 
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敵 を 読 き 出し て フォ ー メ ーション を 月 す 。1 対 1 で 戦う と き は 、 
Al 敵 の 攻撃 を 待っ て か ら 反 撃 す る な ど に 加え 、 実 戦 で 重要 に な る 、 
も う ひ と つの 要素 に つい て 考え て お こう 。 そ れ が 地形 だ 。 と く 
こ 高低 差 の つい た 地形 が 戦闘 に 及ぼ す 影 響 は 非常 に 大 きい 。 高 所 か ら 一 方 
的 に 遠 距 離 攻 撃 を し て くる 敵 が いた り 、 狭 い 足 場 で 敵 と 戦う こと に な っ た 
り と 注意 し た いこ と は た くさ ん ある 。 選 か ら の 沙 下 や 、 水 中 の 深み に は まる 
と 即死 で ある 。 高 所 か ら の 落下 で 命 が 助かっ て も 、 落 下 時 に と も な う ダ メー 
ジ で 大 幅 に HP が 削ら れる こと も ある 。 地形 を 味方 に で きれ ば ……。 





立ち 回 りや すい 場所 を 選ん で 戦う 


敵 と 戦う 際 は 、 な る べく 自分 が 立ち 回 りや すい 地形 を 選ん で 戦い た い 。 足場 の 狭い 場 
所 で 敵 と 出くわし た 場合 、 回 避 を 続け て いて その まま 落下 死 し た り 、 ガ ー ド し て いて 押し 
出さ れ た りす る の も よく ある ケー ス だ 。 リス ク の 高い 場所 で 戦う こと は せ ず 、 立 ち 回 りや 
すい 場所 まで 敵 を 誘導 し て 戦う の が いい だ ろう 。 敵 が 自分 の テリ トリ ー を 持っ て いる 場 
合 は 、 一 定 以 上 離れ た と き に 、 敵 が 引き 返す こと が ある 。 誘導 は で き な く と も 、 背 中 を 
向け た 敵 に 一 方 的 に 攻撃 で きる 機会 が 生ま れる か も し れ な い 。 





瑞 陣 突破 や 転進 $ る 作戦 で ある ! 


敵 が 集団 で いて 、 どう や っ て も 誘き 出せ な い 場 合 や 、 は 、 敵 中 突破 より 撤退 を 選ん だ ほう が いい 。 自分 が 
すでに 気づか れ て いて 囲ま れる 寸前 、 あ る い は 強敵 進ん で きた 道 な の で 、 地 形 が 把握 で き て いる か ら で あ 
が 配置 され て いて 勝て そう に な い 場 合 な ど 、 状 況 に る 。 と っ さ の 場合 、 知 ら な い 方 向 に 逃げ る の は と て も 
よっ て は 逃げ る こと も 必要 に な る だ ろう 。 逃げ る 場合 危険 。 無謀 な 行動 な の で ある 。 
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配置 る きれ た 爆発 物 な どの 
活 用 
ドラ ング レイ グ の エリ ア の あちこち に さま ざま な オブ ジェ が 配置 


NCS, な か に は 爆発 する 思い 樽 が 置か れ て いる こと も 。 K 
炎 副 を 投げ て 敵 を 巻き 込む と 、 な か な か 痛快 だ 。 周囲 の 敵 を 


iO CoO fl 


地形 の 解説 の 最後 は 回 復 で ある 。 回 復 す る と き は 、 安 全 な 
場所 で 行う べき だ 。 回 復 中 は 、 ま っ た く 無 防備 な 状態 に な る 
OC. 戦闘 中 に 回 復 す る と き は 柱 や 壁 の 際 に 隠れ て 行う と い 
い だ ろ う 。 また 、 ボ ス 戦 な ど で 回 復 す る 場合 は 、 隠 れる 場所 
が ある な ら そ の 場所 で 、 な いな ら 即 効 性 が ある エス ト 瓶 か 、 即 
効 性 は な い が 使 用 する の に 時 間 が 短め の 電 石 系 の アイ テ 
ム を 使う と いい 。 敵 と 距離 を 置い て 使用 する よう に し て 、 詠 
唱 時 間 が 必要 な 奇跡 の 回 復 な ど は 、 な る べく 使わ な いよ う 
に し よう 。 逆 に 奇跡 の 回 復 を 探索 中 、 敵 が いな いと き に 使 
用 すれ ば 、 エ スト 瓶 や 雷 石 を ボス 戦 ま で 温存 で き て 便利 だ 。 
道具 や 魔法 は 、 状 況 を 見 極め て 使い 分 ける こと を 心がけ て 


巻き 込め る の で 一 掃 で きる 場合 も ある 。 いこ う 。 


2 た 


罰 さ れる な ら 、 ソ ウル を 回 収 し や すい 場所 で 


戦闘 中 、 負 ける こと が 確実 に な っ た ら 、 ソ ウル の 回 収 を 
考え た 死に 場所 を 選ぶ 必要 が ある 。 と は いえ 、 死ぬ 場 
所 まで 指定 する 徹底 プレ イ を 強要 する つも り は な い の 
で 、 そ の 点 は 誤解 し な いよ うに 。 た と えば ボス 戦 の 場合 、 
白い 霧 を くぐっ て も 霧 は 消え な い 。 入り 口 が わか りや すい 
DC, 死ぬ な ら 霧 の 前 で 死ね 、 と いう こと な の だ 。 つぎ 
に 来 た と き に 、 ソ ウル の 回 収 が や りや すく な り 、 結 果 、 A 
スト の 危険 も 多少 減る だ ろう 。 それ が 大 量 の ソウ ル だ っ 
た な ら 、 帰還 の 骨 片 を 使っ て 戻る よう に し よう 。 
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シチュ エー ショ ン に 
合わ せ て 了 臨機 応変 に 


戦闘 を 行っ て いる と 、 属性 以外 の 弱点 を 持つ 敵 が いる こと に 気 
が つく 。 斑点 と いう か 、 苦 手 な も の と いう 感じ だ 。 も し 判明 し た 
な ら ば 、 それ も うま く 活 用 し た い 。 敵 の 配置 に 悩ま され る こと も 
ある 。 遠 距離 攻撃 を し か けら れる 装備 は つね に 携帯 し て お こう 。 
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"| 考え て みた い 。 必 人 性 攻撃 や アイ テム を 使っ て の 攻撃 な を ど 、 さ ま 


は 、 観 察 、 そ し て 工夫 する 意思 で ある 。 ど ん な 敵 が どれ だ けい て 、 周 囲 に 
何 が ある か を 観察 する 。 そ し て 、 ど ん な 方 法 で 戦う と いい の か 、 ど ん な も 
の が 使え る の か を 考え る 。 そ れ ら を 組み 合わ せ て 工夫 する こと だ 。 自分 で 
工夫 し た 戦術 が 思い どおり に 成功 し た と き の 喜 び は 、 つ ぎの 戦い へ の 糧 と 
5 だ ろう 。 





英 の 苦手 な 属性 を 
見 極め て 攻め る 


魔法 | 強 各 な 鎧 や 硬い ウロ コ を 持っ た 敵 に 有効 


初め て 遭遇 し た 敵 の 騙 点 を 見 抜く の は 難し い の で 、 


炎 不死 人 や 獣 な ど に 有効 


見 た 目 で 判断 し て 想像 し て いく し か な い 。 左 は 各 属 


雷 | 魔法 や 炎 に 強い 敵 に 有効 性 が どん な タイ プ の 敵 に 有効 な の か を まとめ た デー 


タ だ 。 敵 に よっ て この と お り に な ら な い 場 合 も ある 


間 聖職 や 魔法 生物 な ど 、 闇 を 恐れ る 敵 に 有効 が 、 何 も わ か ら ず 攻め て いく より は いい 。 毒 と 出血 


は 、 効 果 が ある 相手 と 効果 が な い 相手 が いる 。 IE 


me | 毒 状態 に すれ ば 、 し ば らく < ダメージ を 与え 続け られ る 確 に は 、 耐 性 が あり 、 効果 が 出 に くい と いう こと に 


な る が 、 実 戦 で は 効く 効か な いで 判断 し た ほう が 決 


出血 | 出血 状態 に すれ ば 、HP を 低下 させ られ る 


導き の 書 】 


断 が 早く で き て いい 。 う まく 使っ て いこ う 。 








アイ テム を 活用 し て 戦う 


アイ テム に は 装備 条件 が な いた め 、 ど ん な ステ ー タ ス の キャ ラク 
ター で も 使用 が で きる 。 また 、 武 器 に 一 定時 間 、 属 性 を 付与 す 
る アイ テム も 存在 する の で 使用 し て みよ う 。 攻撃 パタ ー ン の バリ 


エー ショ ン が で きる と 戦闘 が 楽し く な っ て くる 。 


芳しく 香る 粘液 右手 武器 に 魔法 の 力 を ま と わ せ る 





黄金 松脂 右手 武器 に 雷 の 力 を ま と わ せ る 黒い 火炎 慢 

炭 松脂 右手 武器 に 炎 の 力 を ま と わ せる 魔力 者 

痢 松脂 右手 武器 に 閣 の 炎 を ま と わ せ る 雷電 

腐れ 松脂 右手 武器 に 毒 効果 を 付与 する PRR OD fie 

出血 液 右手 武器 に 出血 効果 を 付与 する 聖水 瓶 
強力 な 酸 の 電 
投げ ナイ フ 
毒 投げ ナイ フ 
出血 ナイ フ 








爆発 し て 炎 ダ メー ジ を 与え る 

大 きく 爆発 し て 強い 炎 ダ メー ジ を 与え る 
爆発 し て 魔法 属性 の ダメ ー ジ を 与え る 
爆発 し て 雷 の ダメ ー ジ を 与え る 
爆発 し て 聞 ダ メー ジ を 与え る 
亡者 に 有効 な 、 清 ら か な 水 が 満た され た 瓶 
装備 品 に ダメ ー ジ を 与え る 酸 を つめ た 瓶 
敵 に 物理 属性 の ダメ ー ジ を 与え る 

毒 属性 を 持つ 投げ ナイ フ 


出血 属性 を 持つ 投げ ナイ フ 


強度 と 


imi FRY 


戦闘 で 重要 に な る デー タ の ひと つ に 、 ABM CUIATF-AAZWSH 


耐え る 力 を 表し て いる の が 強 和 田 度 。 ス テー タス が 高い ほど 衝撃 に 
耐え られ 、 よ ろ け に くく な る 。 強 各 ダ メー ジ は 攻撃 の 衝撃 の 強 さ を 


高い : よろ け に くい 高い : よろ けさ せ や すい 
低い : よろ け や す い 低い : よろ けさ せ に くい 


At 遠 距離 攻撃 の テク ニッ ク 


射程 の 長い 弓矢 を 使っ て 、 敵 を 一 方 的 に 倒す こと も で する 。 視界 が 
広い 場所 だ と 、 一 体 ず つ ヘ ッ ド ショ ッ ト を 当て て 倒し て いく こと も で きる 
だ ろう 。 選 使 い は 卑 展 だ と 思う 人 も いる が 、 ド ラン グレ イグ で の 戦い に 


卑 居 と 言う 言葉 は 無縁 。 こ れ も 戦術 で ある 。 強敵 が 立ち は だ か っ て い 
る 場合 は 毒 矢 を 使っ て みる の も いい 。 毒 が 効く 敵 な ら ば 、 数 発 毒 矢 を 
当て れ ば 、 毒 状態 に な り 、 何 も し な く と も HP を 減ら すこ と が で きる 。 
毒 矢 を 使う 場合 は 、 弓 の 装備 条件 を 満た す 必 要 は な い 。 能力 が 不足 
し て いて も 、 属 性 の 影響 を 得 ら れる か ら だ 。 また 、 弓 を 人 炎 に 変質 強化 
させ る と 、 ふ つう の 木 の 矢 で も 黒い 火薬 樽 を 爆発 させ る こと が で きる 。 
火 矢 で の 着火 は 必要 な く な る の で ある 。 


表す 。 高い 武器 だ と 相手 の 強 十 を 削り 、 倒 し や すく な る の だ 。 
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TROD EER 


敵 の 集団 攻撃 が な か な か いや らし い 。 AVE 


ネー ショ ン 攻 撃 を し て くる の で 、 け っ こう 厄介 。 油 
を 投げ て き て 、 油 ま みれ に する や つ 。 そん な と ころ 
に か ぎっ て 火 の 矢 を 放っ て くる ヤツ が いる 。 まあ 、 
その 手 に は 乗ら な いけ ど ね 。 火 の 矢 が 来 た ら ガー 
ド 衣 ドニ テン っ て きき ええ 72 裏 マ ン が か よ 詩 盾 こと 燃え る の 
か よ ! 

ファ ロス の 仕掛 け 。 フ ァ ロ ス の 石 を 持っ て いる の 
C 王 試 レ に 使う くみ た だ 議 水 が tH Ca Cums_U 
が 消え た だ 8 それ だ け ? 当たり と 外れ が ある ん 
じゃ 、 も っ た いな く て 使え な い ソ ゾ 。 と 、 思い 続け て 、 
いま 、8 個 持っ て る けど 。 いつ 使 お うか 迷っ て い 
る 。 一 生 使 わな いつ も り で は ある まい な 。 
Ate. HIV) to LJ Vee Ome ice 
ろ に サイ ン を 出す の か 。 ボス を いっ し ょ に 倒し た い 
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KEO RELA 


{ DARK SOULSI 


中 で の メモ 書き より 


の だ が 議 そ てこ まで 訪 導 ある の が た いん だ よ 議 回 
り の 敵 を 倒し て あげ な いと 、 エ リア の 主 の 霧 の 前 ま 
で 持た な い ぞ 。 じゃあ 、 エリ ア の 主 の 霧 の 前 まで 、 
ザコ さん を 倒し て か ら 、 召 還 す る か 

か 違う 気 が す る し 。 ちょ っ と 天然 な の か し ら ? ボク 
ら は 、 ル カ さ ん っ て 愛称 で 呼ん で いる の だ が 、 み ん 
な が な ん て 呼ぶ の か 楽し み だ 。 

遠 眼鏡 。 今回 は 武器 の 扱い に な っ て いる 。 HK 
益 ス ロッ ト に 装備 し て 使う の だ 。 SIDR le 
た ら ム リ で し た 。 遠 眼鏡 な どい っ た い 何 の 役 に 
つの か ? と 言う 人 は わか っ て な いね ー。 ゆっ くり 
美しい 風景 を 楽 み な が ら プ レイ する の も 、『DARK 
SOULS] シリ ー ズ の 伝統 で す よ 。 

A? 遠 眼鏡 を 持っ て な いっ て ? わり と 最初 
に 手 に 入り ます か ら 、 よく 探し て みて ね 。 


下 回复 ! 
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武器 の 扱い 》 


つぎ の ペー ジ か ら 始 まる 武器 紹介 の 前 に 、 武 器 の 構え を 説明 し よう 。 本 作 で は 、 武 器 に よっ 
て 多彩 な アク ショ ン が 出せ る が 、 そ の 始ま り と な る の が 構え だ 。 片手 持ち 、 両 手持 ち 、 二 
刀 流 が ある 。 ほ か に 特殊 な も の と な る 弓 系 武器 や スペ ル な ど に つい て も 確認 し て お こう 。 


※ 本 文 の 操作 は プレ イス テー ショ ン 3 版 の も の 。() の 表記 は Xbox360 版 の も の 。 





[近接 武器 】 
上 手持ち 


スタ ンダ ー ド な 構え か た 。 右手 に 装備 し た 武器 は 
R1、R2 ボタ ン (RB ボタ ン 、 右 トリ ガー) で 、 左 手 
に 装備 し た 武器 は L1、 L2 ボタ ン (LB ボタ ン 、 左 ト 
リガ ー) で 攻撃 を 行う 。 基 本 的 に 左右 の どちら に 装 
備 し て も 同じ 攻撃 を 行う が 、 例外 的 に 左手 装備 時 の 
み 攻 撃 が 変化 する 武器 が ある 。 


2 本 手持 ち 」 


ー 本 の 武器 を 両手 で 構え た パワ ー ス タイ ル 。 両手 を 
使う の で 攻撃 力 が 高く な る 。 へ ボタ ン (Y ボタ ン ) を 
押す と 右手 の 武器 を 、 長 押し する と 左手 の 武器 を 両 
手 で 持つ 。 両手 持ち に する と 、 装備 し て いな い 側 の 
ボタ ン で ガー ド を 行う 。 ま た 、 武 器 に よっ て は 敵 の 攻 
撃 を 払う 、 パ リィ を 行う こと も で きる 。 


還流 | 


左右 の 腕 に 武器 を 装備 し 、 独自 の アク ショ ン で 戦う 二 
刀 流 。 た だ し 、 ス タ ミ ナ 消費 も 二 本 分 。 左 右 に 装備 
し た 武器 の 必要 能力 値 の 1.5 倍 の ステ ー タ ス が ある 
場合 、 ヘ へ ボ タン (Y ボタ ン ) 長押 し で 二刀流 の 構え 
に な る 。 二刀流 構え 時 は L1、L2 ボタ ン (LB ボタ ン 、 
左 ト リガ ー) で 、 左 右 の 武器 を 同時 に 扱う 攻撃 を 行え 
る 。 攻撃 の モー ショ ン は 右手 に 装備 し て いる 武器 種 に 
まっ 決ま る 。 
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1 asss 2 wens 


弓 と 大 弓 は 両手 持ち で 扱う 。 装備 し て いる 側 の ボタ ン 
か 、 へ ボタ ン (Y ボタ ン ) で 両手 持ち 後 、 装 備 し て 
いる 側 の ボタ ン を 押す と 弓 を 引き 、 離す と 発射 する 。 
装備 し て いな い 側 の ボタ ン を 長押 し する こと で 、 精 密 
射撃 に 移行 。 ク ロス ボウ を 両手 持ち し た 場合 も 、 装 
備 し て いな い 側 の ボタ ン で 精密 射撃 に 移行 する 。 


【 ス ペル 】 


Mes |[Baw | 
Qen (Beas 


触媒 を 使う 特殊 な スペ ル の アク ショ ン 。 使用 する ス 
ペル を 記憶 スロ ッ ト に セッ ト し 、 対 応 し た 触媒 を 装備 し 
TRI, LI ボタ ン (RB ボタ ン 、LB ボタ ン ) を 押す 
と スペ ル を 使用 する 。 触媒 は スペ ル の 種類 に よっ て 
異な り 、 魔術 は 杖 、 奇跡 は 聖 鈴 、 呪 術 は 呪術 の 火 、 
闇 術 は 杖 か 聖 鈴 で スペ ル を 発動 する 。 


> 次 ペー ジ か ら の 


| 武器 種 紹 介 の 見 か た | 


ia 


短剣 





武器 種別 名 称 と イオ メー ジ 写 真 


紹介 し て いる 武器 種 の 名 称 。 その 武器 種 の イメ ー ジ 写真 
を 掲載 。 スペ ル の 触媒 で ある 杖 、 聖 鈴 、 呪術 の 火 は 、 
武器 で は な く 、 ス ペル の 種類 ご と に 紹介 し て いる 。 


武器 种 解说 


武器 種 と スペ ル の お お ま か な 特 微 を 解説 。 その 武器 種 や 
スペ ル を どう 扱う か の 参考 に し よう 。 


お も な 該当 武 益 


本 書 で 掲載 _ し て いる 範囲 で 、 入手 可能 な 武器 や スペ ル を 
掲載 。 こ の ほか の も の も 存在 する 。 


代表 的 な 武器 の モー ショ ン 


ひと つの 武器 種 で 8 つの 攻撃 を ピッ クア ッ プ し て 解説 。 
その 武器 種 で どの よう な 攻撃 が で きる の か を 参考 に し て 、 
武器 を 手 に 入れ た ら 自 分 で 確か め る こと を お すす めす る 。 
スペ ル の 場合 は 、 ス ペル の 効果 を 解説 し て いる 。 S/K 
己 と クロ ス ボ ウ は 矢 、 大 矢 、 ボ ルト の 解説 も 掲載 し て いる 。 


Tet 
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重量 が 軽く 必要 な 筋力 ステ ー タ ス も 低め な の [ 該当 武器 ] ダガー/ 盗賊 の 短刀 / 賊 の 短剣 / 折 れ た 賊 の 直 剣 / 
パリ ング ダガー/ 俺 偶 の ナイ フ ほか 


で 、 旅 の 初期 か ら お 世話 に な る 。 攻撃 モー ショ 
ン は 横 方 向 へ の 斬 撃 や 正面 へ の 刺 突 な ど が あ 
る 。 ど の 武器 も 総じて 通常 攻撃 は 攻撃 の 発生 
が 速く 、2 発 目 以降 の 振り も 速い た め 連 続 し て 
攻撃 を 仕掛 けら れる 。 消費 する スタ ミナ も 少な 
く 、 回 避 の た め の 余力 も 残し や すい 。 致命 の 一 
撃 の 威力 が 高い こと も 特徴 の ひと つ な の で 、 回 
避 な どか ら 致命 の 一 撃 を 狙っ て いき た い 。 種類 
に よっ て は 毒 や 出血 な ど を 狙え る 短剣 も ある 。 使 
う の で あれ ば それ を 活か し た 戦い か た を 心がけ る 
と いい だ ろう 。 また 、 パ リィ に 特 化 し た 短剣 も 存 
在 する 。 二刀流 で 華 謀 に 攻撃 を さば き 、 必 殺 
の 一 撃 を 決め る 戦い 方 も 可能 だ 。 
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4 i RIO Kk Re yar fil 


ee en 。。。。 右 め ら 左 へ の な ぎ 払い 。 VF ILD CHO DBD VBELS. 






タ ガ ー と 站 _ _ を へ 払っ た 状態 か ら 右 に な ぎ 払う 。 以降 1 発 目 の 攻 撃 と 六 < 互 に くり 返す こと が で きる 。 


か さっ 


aM OMT ts ss がら 八 め へ の 表 伏 な 外 多 斬り 。 ほ か の 短剣 より も 抜 り は 若 十 坪 の め に な っ て いる 。 










Ta nema a 。 逆手 に 持ち 左 、 右 の 順番 で 2 連続 で 切り つけ る 。 手持 ち で 2 回 攻撃 する より 近い 。 


— 


ures — one ee 258505828 AOAC. 攻撃 の 発生 が 速い 。 


= TE ements ‘ — i SBI CL TIBI, RENATO LTR CRS. 
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重量 は それ ほど で も な く 、 多少 の 筋力 と 技量 [ 該当 武器 ] 折れ た 直 剣 / シ ョ ー ト ソー ド / ロ ング ソー ド / ブ ロー ド ソ ー ド / 
が あれ ば 誰 で も 扱え る 。 威力 、 リ ー チ も それ な り 下級 兵 の 直 剣 / 褒 族 の 直 剣 / ハ イデ の 騎士 の 直 剣 ほか 
に あり 、 斬 撃 と 刺 突 で の 攻撃 が 可能 。 相手 の 
攻撃 を か わす 余裕 が ある な ら 両 手持 ち で 威力 を 
上 げ て 攻撃 し て も いい し 、 な ぎ 払 いで 複数 の 敵 
を 巻き 込む よう に 攻撃 する こと も で きる 。 どん な 
状況 で も 用 途 を 選ば な い 対 応力 が 魅力 と いえ 
る 。 戦闘 の 基本 を 学ぶ に は 最適 な 武器 な の は 
間違い な い だ ろ う 。 属性 を 付与 すれ ば 手軽 に 火 
力 を 確保 で きる た め 、 魔 術 や 奇跡 を メイ ン に し た 
キャ ラク ター が サブ に 扱う 武器 と し て も オス ス メ 
で きる 。 その 反面 、 筋 力 、 技 量 に 優れ た キャ ラ 
クタ ー で は その ステ ー タ ス を 活か せな いた め 、 ほ 
か の 武器 を 選ぶ と いい 。 
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- 
a 


ロン グ ソ ー ド 弦 攻 撃 1 。 Po oo 右 か ら 左 へ の 振り 下ろ し 。 一 歩 踏み 込む お ため 、 見 た 目 より も リー チ が ある 。 


ロン グ ソ ー ド 弱 攻 撃 2 剣 を 返す よう に し て 右上 に 振り 上 げ る 。 2 発 目 以 


= ニー < = 


ロン グ ソ ー ド 両手 持ち 強 攻 撃 1 踏み 込ん で の 突き 。 リー チ が あり 、 片手 持ち の 時 より 能 。 


aS 


ハイ デ の 騎士 の 下 か ら 左 上 へ 斬り 上 げ る 。 非常 


あか. 


。 強 攻撃 の 2 発 目 は 突き の モー ショ ン に 変化 。 2 発 目 の 方 が 若 十 攻 撃 の 速度 が 速い 。 


i 


ts ~ 


か ら 右 へ 振り 下ろ す 。 そ の 分 スタ ミナ の 消費 も 激しい 。 


二 刀 流 强攻 击 | | 左右 の 剣 を 交 
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重 ik 
SS 
= や 
撃 す 
eo 
可 を 
能 保 
に ち 
boo? 
ae, 
Ril も 


ggg 


直 剣 の 倍 程度 の 重量 が あり 、 そ れ 相 応 の 筋 
力 を 必要 と され る 。 重量 が 増し て 消費 スタ ミナ も 
増え て し まう が 、 剣 の 大 き さ も ひと 回 り 大 きい 。 
その 長い 刀身 を 活か し た 広範 囲 へ の 攻撃 が 魅 
DE. 複数 の 敵 を 相手 に し た と き な ど に その 真 
価 を 発揮 する だ ろう 。 基本 的 に 左右 へ の な ぎ 払 
い が お も な 攻撃 方 法 だ が 、 剣 に よ に っ て は 上 下 の 
斬り 下ろ し や 斬り 上 げ 、 突 き な ど も 可能 と な っ て 
いる 。 モー ショ ン の 速 さ は 直 剣 より も や や 緩慢 だ 
が 、 攻 撃 方 法 は 似 た も の が 多い 。 直 剣 の 扱い 
に 慣れ て いれ ば 、 こち ら も 大 き な 違 和 感 な く 扱え 
る は ず だ 。 攻撃 力 に 物足りな さ を 感じ た ら こ ちら 
を 選ぶ と いい 。 
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[ 該当 武器 ] バス ター ド ソ ー ド / ガ ー デ ィ ア ン ソ ー ド / 黒 騎士 の 大 剣 / 
王国 剣士 の 大 剣 / 古 騎士 の 大 剣 ほか 














io wes 


i 大 合 剣 の 攻撃 モー ショ ン 例 








バス ター ド ソ ー ド 弦 攻 撃 1 右 か ら 左 へ の な ぎ 払 い 。 一 歩 踏み 込む た め 、 見 た 目 よ り も リー チ が ある 。 


その 場 で 回 転 し と の な きい < リー AEA EA ac AG 
和 Sez 5 € 


回 転 し な が ら の な きい 。 踏み 込 





いく ぐい) 
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バス ター ド ソ ー ド 両手 持ち 強 攻 撃 2 下 か ら 大 きく 剣 を その 場 で 斬り 上 げ る 。 BL LIVE HS BOP な か な か に 使 
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Go ae acd tat dot, Fee eaten 0 a 0 KON 


学. ; ) f | 
| i 3 " | ' s uJ * 中 —_ ce Up 1 
” : Ben 。 pe . . me fs ター 8 : Pa j な 















に 使う と いい 。 また 、 ターゲット を 固定 し て いて 
も 、 左 ス ティ ッ ク を 入力 する と 、 そ の 方 向 に 攻撃 
する 。 ター ゲッ ト を 狙う 場合 は 、 攻 撃 時 に 左 ス 
ティ ッ ク を 入力 し な いよ うに 。 


圧 超 大 剣 の さら に 倍 近 い 、 凄まじ い 重 量 を 持っ た [ 該当 武器 ] ツヴァイ ヘン ダー/ グ レー ト ソ ー ド / 古 騎士 の 特大 剣 ほか 
fai 重 Rl, 扱う に は 高い 筋力 が 必要 に な る 。 斬 撃 と 
忆 | 刺 突 の 攻撃 が 可能 だ が 、 基 本 的 に は 斬 撃 が お 
的 量 も な 攻撃 方 法 。 剣 の な か で も 最大 級 の リー チ が 
な を | あぁ る た め 、 横 に な ぎ 払 えば 複数 の 敵 を 容易 に 巻 
破 WR | き 込 むこ と が 可能 。 強 朝 ダ メー ジ も 高い た め 、 ボ 
壤 か | ス で な けれ ば 反撃 の 機会 を 与え ず に 倒す こと も 
HL 可能 だ 。 た だ し 、 狭 い 場所 で は 剣 が 壁 に 弾 か れ 
る こと も ある の で 、 縦 へ の 振り 下ろ し な ど を 有効 
ee 
| 
| 
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4 HK ROK Rey ar fi 


ツヴァイ ヘン タダ ー 紀 攻撃 1 右 か ら 左 へ の な ぎ 払 い 。 非 常に ベーシック な モー ショ ン で 敵 を 巻き 込み や すい 。 










ーー デア Ze zx = 
= SS さっ ニー デー 
-* 








ツヴァイ ヘン ダー 強 攻撃 1 大 きく 振り か ぶっ て の 振り 下ろ し 。 叩 きつ ける と いっ た 表現 が し っ くり くる 。 









ツヴァイ ヘン タダ ー 強 攻撃 2 振り 下ろ し た 剣 を 担ぎ F げ て 下 か ら 上 に 斬り 上 げ る 。 後方 へ の 攻撃 も 行え る 。 


ML 


ツヴァイ ヘン ター 両手 持ち 強 攻撃 1 踏み 込ん で の 突き 。 隙 は 大 きい が 剣 の 長 さ も ある た め 、 非常 に リー チ が 長い 。 


8 he 








<= と ーー ラフ 6 Ss 
& 
sz 
TAR ae es 2 さこ エー 


ツヴァイ ヘン ター 両手 持ち 強 攻 撃 2 を 下 か ら 右上 へ の 斬り 上 げ 。 大 抵 の 敵 を 吹き 飛ば は すこ と が で きる 。 


ーーーー トー 
= っ ド た = 
A ie 4 = 








グレ ー ト ソー ド 両 手持 ち 弱 攻撃 1 。 振り か ぶっ て の 総 斬り 。 攻撃 の ス ビー ド が 速く 、 高 い ダ メー ジ が 期待 で きる 。 


> ンー に ーー ニー = 
ia = — == 3 
二 pee? Ze (Saar sites, = 





グレ ー ト ソー ド 両 手持 ち 弱 攻撃 2 上 に 向かっ て の 斬り 上 げ 。 こち ら も 攻撃 の スピー ド が 速く 、 扱い や すい 。 
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ts = gee OR = We oe w 7; ; anes 
ag 了 = 、 


スタ ンダ ー ド な 性 能 を 持つ 上 直 剣 より も 軽量 。 [ 該当 武器 ] ファ ル シ オ ン / 化 介 の 曲 剣 / シ ミタ ー/ ミ ル の 曲 剣 ほか 
引き 斬る よう な モー ショ ン が 多い た め リ ー チ は 短 
く 、 一 撃 の 威力 は 直 剣 に や や 劣る 。 し か し 、 攻 
撃 の スピ ー ド が 速く 、 スタ ミナ の 消費 も 少な い の 
で 、 流れ る よう な 連続 攻撃 が 行こ な える 。 筋力 
より も 技量 を 必要 と され る も の が 多く 、 技量 の 高 
い キ ャ ラク ター が 扱え ば 高い ダメ ー ジ も 期待 で き 
る 。 た だ し 、 攻撃 は 斬 撃 の み で 、 鎧 や 硬い 表 
皮 を 持つ 敵 に は 刃 が 通り に くく 、 威力 が 落ち て し 
まう 。 軽量 な た め 、 左 右 に 曲 剣持 つと いう ス 
タイ ル も と りや すい 。 左手 に 持っ た 場合 、 強 攻 
撃 が パリ ィ に な る の で 、 自 信 が ある な ら 狙 っ て み 
る と いい 。 また 、 曲 剣 の 組み 合わ せ 次 第 で は 、 
右手 武器 の 編 攻 撃 の あと 左手 武器 の 強 攻撃 
で 、 強 攻撃 の 2 発 目 を 出せ る 。 
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上 ファ ル シ オ ン 弦 攻撃 1 
a 
















CC や で すこ ゴー に 


に と 
ーー ェ ー ニ ーー ニーー ニ = 
OSes cee 


mer 





アァ ル シ オ ン と は 2 発 目 の 攻撃 が 異な る 場合 





ン ミ ター 強 攻 撃 1 







剣 の 特徴 的 な モー ショ ン 。 





の 順番 で 斜め に 切り 下ろ す 。 こち ら も それ それ に 攻撃 判定 が ある 。 
ae 


mma 9 ot 








i 


上 二刀流 強 攻撃 
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す 研 いわ ゆる 日 本 刀 と 呼ば れる タイ プ の 武器 で 、 [ 該当 武器 ] 打 刀 / 黑 铁 刀 
べべ ※ | 全 問 種 の な か で も トッ プク ラス の 技 年 を 必要 
て 決 と する 。 その 分 、 技 量 の 能力 補正 に 優れ た 刀 

が 多い た め 、 技 量 の 高い キャ ラク ター が 扱う と 凄 
の ま | まじ い 攻 撃 力 を 叩き 出す 。 攻 撃 の スピ ー ド は 直 
ie き RMCABES, BRM, EW, 突き と いっ 
加 れ | た いや すい モー ショ ン が ほとん ど で 、 刀 身 の 長 
両 。 | の 5 リー チ に も 優れ て いる 優秀 な 武器 。 だ が 、 
断 丸 見 た 目 と 裏腹 に 大 剣 ほど の 重量 を 持ち 、 し か も 

刀身 が 薄い た めか 面 久 度 が 低い 。 メ イン と し て 
す は | 使用 する な ら 修理 の 光 粉 は 欠か さ ず に 携帯 し 
る | て お きた い 。 


ち 
SN 


NT 


た こさ っ 
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ほか 






4 J) OW Bey ay fil 


打 刀 弱 攻 击 1 右上 か ら 左 下 へ の 斬り 下 し 。 狭 い 場 所 で も 壁 に 弾 か れる こと が 少な い 。 


#J J) 左下 か ら 右上 へ の 斬り 上 げ 。 スタ ミナ 消費 も 少 


Be: 
っ こつ 


打 刀 強 攻撃 1 


つつ 踏み 込ん で の 突き 。 予備 動作 が 大 きい た め 攻 撃 ス ピー ド は 遅い 。 


打 刀 両手 持ち 強 攻撃 2 


左 か ら 右 へ と 真横 に な ぎ 払う た め 、 


'% 
の | 
ane 


7 > 


7. - 


打 刀 ダッ シュ 攻撃 _ ダッ シュ か ら さら に 大 きく 踏み 込ん で 


= J es に ‘ ; | 


RE 


黒 次 刀 強 攻撃 2 


no マニー ニアン: ss 3 
PRE SAO GARI 
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突き 刺す こと に 特 化 させ た 剣 で 、 そ の 攻撃 [ 該当 武器 ] エス トッ ク / レ イ ピ ア / 鎧 員 き / リ カー ル の 刺 剣 ほか 
モー ショ ン は 現代 の フェ ン シ ン グ を 連想 させ る 。 


流 te 
EB 直 扱う に は 、 筋 力 は あま り 必要 と し な い が 、 そ れ な 
次 次 | り の 技量 を 要求 され る 。 同様 、 高 い 技量 が あ 。 mo : = oes 
Gl ま | れ ば 、 軽 量 な 武器 な が ら 高い 攻撃 力 が 期待 で き 2. o Ss he 
で | る だ ろう 。 軽 量 な た め 消費 スタ ミナ も 非常 に 少な 2 | fon Te 
(に | < 攻撃 スピ ー ド も 非常 に 速い 。 盾 を 構え た まま の F 
fi] | 放 買 する こと が で きる の も 大 き な 特 徴 の ひと つ 
グロ だ 。 大 半 が 突く モー ショ ン ば か り で リー チ の ある 
KN | も の が ほとん ど だ が 、 そ の 反面 で 側面 の 敵 に 対 
( こ | し て 無防備 と いう 盟 点 も 併せ 持つ 。 
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エス トッ ク 弦 攻撃 1 腰 を 落と し 、 大 きく 踏み 込ん で の 突き 。 


a 


ほとん どの 刺 剣 の 攻撃 モー ンション と いえ る 。 
















= 


エス トッ ク 弱 攻撃 2 


さら に も う 一 歩 踏 み 込 ん で の 突き 。 高速 な 攻撃 だ が 、 左 右 に 回 避 さ れ す い と いう 騙 点 も 。 








レイ ビア 強 攻 撃 レイ ビア は 刺 剣 の な か で も や や 刀身 が 短い も の の 、 右手 に 持っ て も パリ イィ が で きる 。 





ピーン ーー > : を ~~ - 
盾 構え 中 弱 攻 撃 盾 で 受け つつ 攻撃 が 可能 。 盾 を 構え て いる た め 、 ス タ ミ ナ の 消費 も 多め 。 
be 
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# 用 

6 
ae a gerade *: uk 
oe テ 





オ 無 山賊 や 海賊 と いっ た 荒く れ 者 の 武器 と し て の [ 該当 武器 ] ハン ドア クス / バ トル アク ス / 野 盗 の 族 / 下 級 兵 の 誕 ほか 
] 性 印象 が 強い 芳 。 本 作 で も その イメ ー ジ に も れず 、 
S 筋力 を 必要 と し た 荒 々 し い 武 器 に 仕上 が っ て い 
ン 次 | る 。 直 剣 より も 重 め で 、 攻 撃 力も や や 高め 。 そ 
ド フ | の 分 、 攻 撃 の モー ショ ン は 少し 遅く 、 隙 も 大 きく 
Y A | な っ て いる 。 だ が 、 な ぎ 払 いや 振り 下ろ し な ど 、 
ク ノレ | モーション 自体 は オー ソ ド ッ クス な も の が 多い た 
大 め 、 隙 の 大 き さ と リー チ の 短 さ に 慣れ て し まえ ば 使 
な な い 勝 手 の い い 武 器 と な りえ る 。 また 、 重量 が 増し 
万 = 7D. FRBAA-VOAF EOFS, 
能 ら 
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バト ル ア ク ス 弦 攻撃 1 i ie Ba FEUDS), 右上 か ら 左下 に 斬り 下ろ す 。 踏み 込み が 浅く 、 リー チ は 短め 。 


RT 


・ = 
— 


直ぐ 振り 下ろ す 。 狭 い 場所 で 使っ て も 攻撃 を 弾 か れ に くい 。 


こま で 出し 切っ て し まっ て も いい 。 


。 ここ まで で スタ ミナ の 大 半 を 消費 する だ ろう 。 


oy 


二刀流 強 攻 撃 
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086 


大 芳 は 重く 巨大 な 刀身 を 備え て お り 、 そ の 重 
み で 敵 を 両断 する 武器 。 非 常に 重い た め 、 扱う 
た め に は 高い 筋力 が 要求 され る が 、 Bl Re 
メー ジ を 誇る 。 その 重量 と アン バラ ンス な 重心 の 
た めか な ぎ 払 う モ ーション は 少な く 、 大 抵 が 縦 に 
振り 下ろ す 動 き と な っ て いる 。 リー チ も 短い の で 
敵 を 攻撃 する 場合 は 、 し っ か り と 接近 し て か ら 行 
いた い 。 両手 持ち に し て も 攻撃 スピ ー ド が ほとん 
ど 落 ちな い の で 、 使う な ら ひ と 振り で 絶大 な ダ 
メー ジ を 与え る 両手 持ち を 推奨 し た い 。 また 、 特 
大 剣 と 同じ く タ ー ゲ ッ ト を 固定 し て いて も 、 左 ス 
ティ ッ ク を 入力 し た 方 向 に 攻撃 する 点 に 注意 。 










と 


ほや 
2 Sa 
iS! ical Sug 






(DARK SOULSI 導き の 書 】 


ne ea 


[ーーー ) 





as 


aes 


cm と 
一 


該当 武器 ] グレ ー ト アク ス / 黒 騎士 の 大 





ほか 


i KF 2 OW Be yar fi 


pA AS B88 | | FEAR DS), dae MAREE 8 RL EES 使い や すい 。 





クン レー トバ トル ア クス 弱 攻 撃 2 OR RS AS 踏み 入 和み は ほぼ ば な い が 、 a ド は 速い 。 


ws 





DLN? 2 AE SIR 左 か ら 右 へ の な ぎ 払 い 。 リー チ が 短い の で 巻き 入 NCEE NASA 振り は 速い 。 





PUNT ABER SRD 右 か ら 左 へ の な ぎ 払い 。 EO ド が 速く 、 2 発 目 ま で 出し ゃ すい 。 





クレ ー ト アク ス 両手 持ち 1 [ 大 きく 踏み 込 2 ん で の 振り 下ろ し 2 発 上 も 同 じ よ うに 踏み 込 ん で 攻撃 する 。 





時 の 大寺 : PST AN SAEED REBELART SEER OBB AS. 
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単 力 植 に は 刃 は 付い て お ら ず 、 棒 や 鉄 球 の 部 分 
純 任 の 重み で 相手 を 殴る と いう 単純 な 打撃 武器 。 直 
剣 な ど に 比べ て 重量 が 重 め に な っ て お り 、 大 剣 
明 せ クラ ス の 筋力 が 必要 と な る が 、 技 量 は あま り 必 
快 に | 要 と し な い 。 ド ラン グレ イグ に 出現 する 敵 に は ス 
な WS | ケル トン な ど 、 打 撃 に 憎い タイ プ も いる の で 、 そ 
+7 り うい うっ た 敵 に は 高い 効果 が 期待 で きる 。 ま た 、 
ge 英 盾 受け を 殴っ て 月 し や すい の で 、 筋力 に 優れ た 
8 キャ ラク ター な ら 、 サ ブウ ェ ポ ン と し て 用 意 し て お 
武 を いて も いい だ ろう 。 
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メイ ス 弱 攻撃 1 右 下 か ら 左 上 に アッ パー の よう に 振り 上 げ る 。 縦 振り な の で 壁 に 当たり に くい 。 
AG te に 6 4 See yen Y Bey 3 HH j 
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メイ ス 弱 攻撃 2 振り 上 げた 勢い で 腕 を 返し 、 右 下 へ 叩き つけ る 。 攻撃 スピ ー ド も 速く 、 隙 も 少な め 。 
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メイ ス 強 攻撃 2 







左 へ の な ぎ 払 い 。 ほ と ん ど 踏 み 込 まな い の で 、 ダッ シュ 攻撃 の 割 に リー チ は 短い 。 
| fi Bit 3 BRE TES i } 


Te | 了 









右上 か ら 左下 に 殴り つけ る 。 踏み 込み が 浅く リー チ は あま りな い が 、 振 り が 速い 。 
ff 1 上 1 iis? fe hale 本 





( he IS YE 
ha 5 1 RTE 


メイ ス 両 手持 ち 弱 攻撃 2 非常 に リー チ は 短い が 、 1 発 目 同様 に 振り は 速い 。 
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a 
| 


きき 


梓 よ り も さら に 大 き な 大 村 は 、 そ の 巨大 な 質 
量 を 相手 に 叩き つけ る と いう シン プル な 打撃 武 
aE. その 重量 は 極め て 重く 、 全 武 器 の な か で 
も も っ と も 筋力 が 必要 と され る 。 当然 、 筋 力 の 
能力 補正 値 も 高く 、 凄まじ い 破壊 力 を 誇る 。 攻 
撃 モ ーション は どれ も 遅く 、 隙 も 大 きい も の ば か 
り 。 だ が 、 ず ば 抜け て 威力 が 高い うえ 、 敵 の 圧 
受け を 崩し や すい と いう 特徴 も ある 。 非常 に 重 
量 の ある 武器 な の で 、 消費 する スタ ミナ も 尋常 
で は な い 。 息切れ せ ず に 振り 回 す た め に は 、 高 
い ス タ ミ ナ も 要求 され る こと に な る 。 また 、 特 大 
剣 や 大 族 と 同じ く 、 タ ー ゲ ッ ト を 固定 し て いて も 
左 ス ティ ッ ク を 入力 し た 方 向 に 攻撃 する 。 
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ラー ジ ク ラ ブ 弱 攻撃 1 GPSORWI FAL. 肪 攻撃 な が ら 威力 は 高い が 、 振 り が 大 きく 、 回 避 さ れ や すい 。 
ee Pee = Me ek ee ee: : 


Pay 
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ラー ジ ク ラ ブ 路 攻撃 2 回 転 し な が ら 踏 み 込 ん で の 振り 下ろ し 。 踏み 込み が 大 きく 、 下がる 敵 に も 容易 に 追撃 で きる 。 


4 







ラー ジ ク ラ ブフ 強 攻撃 1 1 回 転 し つつ 左 へ と な ぎ 払 う 。 


a 2 


武器 の 長く が ある の で 周囲 の 敵 を 楽に 巻き 込む 。 


ラー ジ ク ラ ブ 強 攻撃 2 縦 へ の 振り 下ろ し で 隙 が 大 きい 。 大 抵 の 敵 は これ を 出す 前 に 絶命 し て いる だ ろう 。 


ラー ジ ク ラ ブー 両手 持ち 弱 攻 撃 1 左 へ の な ぎ 払 い 。 弱 攻 撃 な が ら 、 ほか の 武器 に 比べ 圧倒 的 に 攻撃 スピ ー ド が 遅い 。 





ラー ジ ク ラ ブ 両 手持 ち 強 攻撃 2 2 回 転 し つつ 左 に 2 回 な ぎ 払う 。 威力 も さる 事 な が ら ス タ ミ ナ の 消費 用 も 尋常 で は な い 。 
Ce ee 6 Pe st os : Bere 


ラー ジ ク ラ ブ 前 強 攻 撃 ジャ ンプ で 飛び 込み な が 
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092 


柄 の 先 に 刃 が 付い て お り 、 突 いて 使用 する 
刺 突 武器 。 扱う に は 筋力 、 技量 を と も に 要求 さ 


れる 。 武器 の な か で も 最長 の リー チ を 持つ た め 、 


敵 の 攻撃 範囲 外 か ら 一 方 的 に 攻撃 する こと も 
可能 。 突く 攻撃 が ほとん ど な の で 、 側面 な ど に 
回 り 込 まれ た り 複 数 の 敵 に 囲ま れる と 一 転 し て 
苦戦 を 強い られ る 。 盾 で の ガー ド を 堅め つつ 、 慎 
重 な 位置 取り を し た い 。 刺 剣 の よう に 盾 を 構え た 
まま 攻撃 で きる の も 魅力 だ 。 た だ し 、 盾 を 構え な 
が ら の 攻撃 中 に 相手 の 攻撃 を 受け た 場合 、 攻 
撃 と 盾 受け の 両方 分 の スタ ミナ を 消耗 する の 
で 、 ス タ ミ ナ の 量 に は 気 を 配っ て お く こと 。 
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物 檜 の 攻撃 モー ショ ン 例 


スピ ア 弱 攻撃 1 _ | その 場 で の 突き 。 深く 踏み 込ま な まい ので 、 向かっ て くる 敵 に 合わ せ て 出し て お く と いい 。 


Eee 


右 か ら 左 へ の な ぎ 払 いで 広範 囲 を 攻撃 で きる 。 複 数 の 敵 を 攻撃 し た い 場 
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二刀流 1 左右 の 槍 で 同時 に 突く 。 隙 も 大 きく 、 好 ん で 使わ れる こと は あま りな さそ うだ 。 
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(ra 


槍 の よう な 長い 柄 に 、 攻 と 槍 を 合わ せ た よ うな 該当 武器 ] サイ ズ / ハルバード / 古 騎士 の 長 誕 / 古 騎士 の 族 槍 ほか 
刃 の 付い た 斬 撃 武器 。 同じ 長柄 の 武器 で ある 
檎 より も 、 さら に 高い 筋力 を 要求 され 、 消 費 す る 


スタ ミナ 量 も 多い 。 攻撃 ス ピー ド は や や 遅い も の 











の 、 突 き と な ぎ 払 い を 併せ 持つ 武器 が 多く 、 敵 
と の 距離 を 保っ た まま さま ざま な 状況 に 対応 で き 
る の が この 武器 の 強み だ 。 ま た 、 芳 槍 に よっ て 
は 槍 の よう に 有 盾 を 構え て の 攻撃 も 可能 と 、 非 常 
に 使い 勝手 の いい 武器 に 仕上 が っ て いる 。 唯 
ー の 難点 は その 武器 の 長 さ か ら 、 壁 に 弾 か れ や 
すい と いう 点 。 使う エリ ア さ え 間 違わ な けれ ば 、 
有用 な 武器 と 言え る だ ろう 。 
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I\IVIN— VSB : LI-HR) P SF 0 攻撃 スピ ー ー ド こそ 遅い も の の 、 リー AEE ASSO 


槍 と 同じ モー ン ョ ン の 突き 。 Fr 着 槍 の な か で も っ と も 攻撃 スピ ー ド が 速い 。 


右 へ の な ぎ 払 い 。 et AEST EERE SS IAIN. AGE 





サイ スズ 攻撃 2 」 ibe. DHE Hh 0 な ぎ 払 い に 特 化し た タイ プ の た め 突 き の 攻撃 は な い 。 
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該当 武器 ] 大 鎌 / 大 ナタ の 鎌 / 円 月 鎌 ほか 


長い 柄 に 刃 が 付い て いる と いう 点 で は 槍 や 
芳 槍 と 同じ だ が 、 突く 攻撃 は な く 、 な ぎ 払 っ た り 
引き 込む よう に 刈り 取る 攻撃 が 存在 する 斬 撃 武 
Bo その モー ショ ン は 独特 で 、 強 い 癖 が ある 。 
扱う に は 高い 筋力 と 技量 が 必要 に な る 。 リー チ 
は それ な り に ある も の の 全体 的 に 攻撃 モー ショ 
ン は 遅く 、 ど ちら か と いう と 攻撃 力 の 割 に は 使い 
に くい 武器 で ある 。 だ が 、 鎌 特有 の 褐 々 し い 見 
た 目 、 モ ーション の 虜 に な る プレ イヤ ー も 少な く な 
VE 
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大 鎌 弱 攻 撃 1 ma 」 縦 に 振り 下ろ す 。 鎌 の 先 で 突き 刺し て いる よう に も 見 える が 、 属 性 は 斬 撃 。 







ラン > ey 


大 鎌 両手 持ち 弱 攻 撃 1 縦 に 振り 下ろ す 。 片手 持ち の 時 と モー ショ ン に 差 は あま りな い が 、 攻撃 力 は 高い 。 










大 鎌 両手 持ち 強 攻 撃 1 左 か ら 右 へ の な ぎ 払 い 。 攻撃 範囲 が 広い も の の 、 攻撃 スピ ー ド の 遅 さ が 目 立つ 。 


大 鎌 両手 持ち 強 攻 撃 2 , _ 右手 1 本 で 振り か ぶっ て 斬り 下ろ す 。 攻撃 スピ ー ド が 非常 に 速い の が 魅力 。 
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双 柄 の 両端 に 刃 が 付い て いる と いう 特殊 な 斬 

頭 撃 武 器 で 、 中 心 の 柄 の 部 分 を 持っ て 攻撃 する 。 
刀身 が ふた つ あ る た めか 重量 は 重い 。 筋 力 は 当 

の 然 の 如く 必要 だ が 、 扱 う の も 難し く 高い 技量 も 

为 | 必要 と され る 。 片手 持ち で は た だ の 扱い に くい 

で | 剣 だ が 、 両 手持 ち に する と 1 度 に 複数 回 の 斬 撃 

fie | を くり 出す こと が 可能 だ 。 複数 回 攻撃 可能 だ 

数 が 、 武 器 の 攻撃 力 は 全体 的 に 低く 設定 され て い 

の る 。 属性 な ど を 付与 し て 攻撃 力 の 底上げ を すれ 
ば 、 その 攻撃 回 数 が 最大 の 効果 を 発揮 し て くれ 
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本 来 は 拶 間 や 刑罰 を 与え る た め の 和 器具 で 、 [ 該当 武器 ] ウィ ッ プ / イ バラ ムチ / 血塗れ た 鞭 ほか 
戦闘 に は あま り 向 いて いな い 。 軽量 だ が 扱い は 
難し く 、 高 い 技量 を 必要 と され る 。 腕 の スナ ッ プ 
を 利 か せ 、 鞭 を し な ら せ て 攻撃 する モー ショ ン が 
非常 に 独特 で 、 ど の 攻撃 も 正面 に し か 当たら な 
い の で 複数 の 敵 を 相手 に する 場合 に は 注意 が 
必要 だ 。 鞭 の メリ ッ ト は リー チ だ け で な く 、 その EN wee 
柔軟 さか ら 敵 の 攻撃 に パリ ィ さ れ な いう え 、 壁 な 。 .、 | (| 
ど に 当たっ て 攻撃 が 弾 か れ な いと いう 点 だ 。 と は | 
いえ 、 攻 撃 力 は 全般 的 に 低い の で 、 こ れ で 戦う 
に は それ な り の 覚悟 が 必要 と 言え る だ ろう 。 
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477 BNE 1 正面 に 振り 攻撃 する 。 リー チ は 非常 に 長い が 、 攻撃 スピ ー ド は か な り 遅 い 。 













477 BND 逆 に 振り か ぶっ て 正面 へ 攻撃 する 。 これ も リー チ は 長い も の の 、 隙 が 大 きい 。 







ウィ ッ プ 強 攻 撃 1 弱 攻 撃 と ほぼ 同じ モー ショ ン で 正面 を 攻撃 。 攻撃 スピ ー ド も 大 差 な い の で こち ら を 使い た い 。 








ウィ ッ プ 強 攻撃 2 こち ら も 弱 攻 撃 と 同様 の モー ショ ン 。 強 攻撃 で 同様 の 隙 な ら ば 実用 の 範囲 だ ろう 。 
=e ri at こ q 4 已 








ウィ ッ プ タダ ッシュ 弱 攻 撃 1 回 転 し て 鞭 を な ぎ 払う 。 鞭 の 攻撃 の な か で 唯一 と いっ て も いい 広範 囲 へ の 攻撃 。 





ーー アァ 


二刀流 騙 攻 撃 1 | 右 、 左 の 順 で 鞭 を 振り 正面 を 攻撃 する 。 スピ ー ド が 速く 、 手 数 を 出し や すい 。 
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小手 の よう に 腕 に 装着 する タイ プ の 武器 で 、 
拳 で 殴っ た り 先 端 か ら 伸 びる 爪 で 敵 を 攻撃 す 
る 。 非常 に 軽量 で 、 そ の 軽 さ は 短剣 と ほぼ 同等 。 
最低 限 の 筋力 と それ な り の 技量 が あれ ば 扱え 
る 。 武器 の 性 質 上 、 リ ー チ は 非常 に 短く 攻撃 カ 
も 低い が 、 ス タ ミ ナ の 消費 量 は 非常 に 少な い の 
で 敵 の 攻撃 を か わし て 連続 攻撃 で 一 気 に ダ メー 
ジ を 与え て いけ る 。 手数 の 多 さ を 活か し て 出血 や 
毒 と いっ た ステ ー タ ス 異 常 を 付与 すれ ば 、 敵 に 
予想 外 の ダメ ー ジ を 与え る こと も で きる だ ろう 。 
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筐 爪 / 拳 の 攻撃 モー シ 


か き 爪 弱 攻 撃 1 [ | _ 正面 へ の 突き で 攻撃 。 か ぎ 爪 は 爪 が ある 分 、 ほか の この 系 統 の 武器 より も リー チ が 長い 。 
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Bow /yGreatbow 


弦 を 引い て 矢 を 飛ば し 、 敵 に 当て る 飛び 道具 
で 、 離 れ た 敵 に 対し て 非常 に 有効 。 扱う に は 技 
量 が 必要 と な る が 、 大 型 の も の は 筋力 を 必要 と 
され る 場合 も ある 。 対応 し た 能力 に 特 化 し て い 
け ば 、 遠 距離 か ら 敵 を 即死 させ る こと も 可能 だ 。 
当然 、 弓 、 大 弓 そ れ ぞ れ に 対応 し た 矢 を 装備 し 
て お か な いと 攻撃 手段 が な い の で 注意 し よう 。 
両手 持ち し た 状態 で 編 攻 撃 で 左 ス ロッ ト の 矢 。 
強 攻撃 で 右 ス ロッ ト の 矢 を 撃つ こと が で きる 。 装 
備 し て いな い 側 の ボタ ン で 照準 を 定め る こと が 
で き 、 ターゲット を 固定 で き な い 距離 で も 狙う こと 
が で きる ほか 、 頭 部 な どの 急所 に 狙い を つけ る 
こと も で きる 。 
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[ 該当 武器 ] ショ ー ト ボウ / ロ ング ボウ / 潮 の 弓 / 鐘 守 の 弓 / ア ー ロ ン の 大 弓 
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款 弓 の 攻撃 モー ショ ン 例 








ROS hE che A © A a 。 ゆっ < くり で は ある が 弓 を つが える あい だ 


で も 移動 可能 。 下 が りな が ら 敵 を 攻撃 で きる 。 
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いる あい だ は 移動 で き な い 。 破壊 力 は 凄まじ く 、 敵 を 吹き 飛ば すこ と も 。 
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木 の 矢 


| 成 力 は 低い が 安価 な た め 気 軽 に 使用 で きる 。 敵 
| に 攻撃 を 当て て を お びき 寄せ る 場合 に 使う と いい 。 


魔法 の 矢 


| 魔法 の 力 を まとっ た 矢 。 魔術 を 使う こと が で き な く 
| て も 魔法 属性 の 攻撃 手段 を 得る こと が で きる 。 





| 火 矢 


| 秋 を まとっ た 矢 。 炎 属 性 を 持ち 、 火薬 欄 を 引火 さ 
| せ て 爆発 させ られ る 。 


| BR 
| 毒 の 状態 異常 を 蓄積 させ られ る 矢 。 遠 距離 か ら 敵 
を 毒 に すれ ば 、 直接 戦わ ず に 倒す こと も 可能 だ 。 





SSRN ie 





( 鉄 の 矢 


頑丈 で 高い 貫通 力 を 持つ 。 木 の 矢 より も 値段 は 
| 張る が 、 攻 撃 手段 と し て 使う の な ら こ ちら を 常用 し 
| だ ば うか が かい nS 


BOR 


BLE, 雷 は 金属 製 の 鎧 を 装備 し た 敵 な 


ど に 有効 。 単純 に 威力 の 向上 手段 と し て も 期待 
で きる 。 


Ox 


| MOREKCOR. MRR ACT SMI 
し て 用 意 し て お く と いい だ ろう 。 


| 切り 裂き 矢 


| 出血 の 状態 異常 を 蓄積 させ られ る 矢 。 出血 状態 
、 に すれ ば 、 敵 の HP を 低下 させ られ る 。 戦闘 の 前 


に 出血 に し て お く こ と も 。 





| 鉄 の 大 矢 


| 標準 的 な 大 矢 。 大 弓 を 扱う な ら 、 あら か じ め そ れ な 
| り の 量 を 確保 し て お きた い 。 


| 火 の 大 矢 


| 炎 を まとっ た 大 矢 。 通常 の 矢 同様 、 火 薬 樽 を 爆発 
させ られ る 。 


| BOK 


| 雷 を まとっ た 大 矢 。 大 矢 そ の も の の 威力 も と も な っ 
。 て 、 凄まじ い 攻撃 力 が 期待 で きる 。 


| 破壊 の 大 矢 


| 装備 の 破壊 を 目的 と し た 大 矢 。 通 常 の 敵 で は な 
|” く 、 ほ か の プレ イヤ ー の 装備 を 破壊 し 、 戦闘 を 優位 
「 に 進め る こと が で きる 。 
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弦 を 固定 し て ボル ト と 呼ば れる 矢 を 飛ば す 。 弓 
と こと な り 、 お も に 筋力 を 必要 と する 。 能力 補正 
が 存在 し な いも の の 、 攻撃 力 は 高め に 設定 され 
て いる た め 、 最 低 限 の 能力 が あれ ば いい と いう 
手軽 さ が 売り 。 基本 的 な 操作 方 法 は 弓 と 同じ だ 
が 、 弦 を 固定 する リロ ー ド の 動作 時 間 が 長め に 
な っ て いる 。 己 と の 大 き な 違 い は 片手 で 扱え る と 
WIR. あま り オ スス メ は し な い が 、 左 右 に クロ 
ス ボ ウ を 装備 し 、 二刀流 に する こと も で きる 。 
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[ 該当 武器 ] ライ トク ロス ボウ / へ ビー クロ ス ボ ウ ほか 






埋 ク ロス ボウ の 攻撃 モー 


ライ トク ロス ポ 









<= 





| ウッ ド ボ ル ト 
| 木製 の ボル ト 。 威力 は 低い も の の 非常 に 安価 。 


| 弱い 敵 を 相手 に し た 場合 や 、 敵 を お びき 寄せ る た 
| め に 使う と いい 。 


| 魔法 の ボル ト 


| 魔法 の 力 を まとっ た ボル ト 。 物 理 攻撃 力 は へ ビー 
ボル ト に 若干 劣る も の の 、 高い 魔法 攻撃 力 が 付与 


| され て いる 。 


| 炎 の ボル ト 


| 火 を まとっ た ボル ト 。 魔 法 、 雷 、 同 様 に 高い 攻撃 
| 力 を 持つ 。 炎 の 矢 と 同じ よう に 、 火炎 樽 を 引火 さ 
| せ て 爆発 させ られ る 。 


ショ ン fil 


fie PKS MES SMEAR EN LEAN, 
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クロ ス ボ ウ を 二刀流 に し て 本 同時 発射 も ロ 能 。 











ペデ a 
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| へ ビー ボル ト 


| 攻撃 が 高く 高い 貫通 力 を 持つ 。 ウッ ド ボ ル ト よ り 
| も 値段 は 高め だ が 攻撃 力 は 非常 に 高い 。 余 裕 が 
、 ある な ら こ ちら を メイ ン に 。 


| 雷 の ボル ト 


| 雷 を まとっ た ボル ト 。 ボ ス な どの 強敵 を 相手 に する 
| 場合 に は 、 何 本 か 用 意 し て お きた い 。 


| 痢 の ボル ト 


| 闇 の 炎 を まとっ た ボル ト 。 闇 松脂 が 練り 込ま れ て い 
る 。 聖職 や 魔法 生物 な どの 敵 に 有効 で ある 。 
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へ プー 4 
aes で 


杖 を 触媒 と し て 使う スペ ル で 、 理 力 を 必要 と す 
る 。 ソウ ル の 矢 な ど が 代表 され る 魔術 で 、 離 れ 
た 場所 か ら 敵 を 攻撃 する 手段 が 非常 に 豊富 。 
防具 で 固め た 敵 に 対し て ダメ ー ジ を 与え や すい 
点 も 魅力 だ 。 理 力 が 高く な れ ば 攻撃 力 の 高い 魔 
術 を 唱え られ る だ け で な く 、 敵 を 追尾 し て 攻撃 す 
る 魔術 や 、 足音 を 消す な ど 、 便利 な 魔術 も 詠唱 
で きる よう に な る 。 た だ し 、 強力 な 魔術 ほど 使用 
回 数 が 少な く な っ て いく の で 、 長 期 戦 に は 予備 
の 武器 を 持ち 込む な ど と いっ た 準備 も 必要 だ 。 
武器 や 盾 を 魔術 で 強化 する こと も で きる の で 、 
近接 装備 と の 相性 も 悪く な い 。 
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[ 使用 スペ ル ] ソウ ル の 矢 / 強 い ソ ウル の 矢 / ソ ウル の 太 矢 / 強 い ソ ウル の 太 矢 
/ 追尾 す る ソウ ル の 塊 / ソ ウル の 槍 / 衝 撃 / 乱 れる ソウ ル の 槍 / 魔 法 の 武器 / 強 い 
魔法 の 盾 / 望 郷 / 音 無し / 落 下 制 御 / 照 ら す 光 / 擬 態 ほか 
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ソウ ル の 矢 Wise _ ソウ ル を 飛ば し て 攻撃 する 基本 と も 言え る 魔術 。 使 用 回 数 も 多く スタ ミナ 消費 も 少な い 。 
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ダメ ー ジ の な い 衝 撃 波 を 出し て 敵 を ダウ ン さ せる 。 
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武器 に ソウ ル の 力 を 付与 し て 攻撃 力 を アッ プ す る 。 魔法 属性 に 弱い 敵 に 効果 が 大 きい 。 


ちく 


。 フウ ル の 塊 を 出現 させ て 敵 を 忘 きつ ける 。 還 こし て 使え る 。 


副 や 樽 な ど に 変 
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复 な 仰 を 必要 と する 。 Els MS Fs) AEOER/OROE ve 3 (の 2 
を 回 復 させ る 奇跡 が 代表 的 で 、 覚 えて お け ば エ 

手 る | スト 拍 な どの アイ テム 以外 の 回 復 手段 を 確保 で 

段 力 | きる 。 最 低 限 の 信仰 を と 上 げ て お く の も いい だ ろ 

>》 FP | う 。 奇跡 の 多く は 守備 的 な も の が 多く 、 旅 の 助 = Ra a 

豊 源 け に な る も の が 取り 揃っ て いる が 、 放つ フォ ー it | 1 eee 

富 と A, 雷 の 槍 と いっ た 攻撃 手段 も 併せ 持つ 。 B 
術 ほど の 攻撃 力 は な いも の の 、 十 分 実用 に 耐え 

な し 得る 。 ま た 、 い くつ か の スペ ル は 周囲 に いる 味 

ス た | 方 に も 効果 を 発揮 する 。 

> | 
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少量 の HP を 回 復 す る 。 aia い ほ と より 多く の HP を 回 復 す る 。 
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を え 力 。 人 te Nee ee NE 9 人 fa 
区 ae で きる の が 特長 だ 。 火球 や 大 発火 な ど 、 お も に 
炎 の 力 を 利用 し た 攻撃 的 な スペ ル が 揃っ て お 
る | り 災 属性 に 弱い 不死 人 や 獣 な ど に 対し て は 絶 
(に ZS | 大 な 効果 を 発揮 する 。 ほか の 魔法 と 異な り 筋 カ 
帰 の や 技量 に 特 化 し た キャ ラク ター で も 使え る の が 就 3 
き 力 最大 の メリ ッ ト 。 サブ 的 な 攻撃 手段 や 手軽 な 飛 a 52 4 
、 | び ぴ 道 具 と し て 利用 する だ け で も 十分 役に立つ だ 5 、 
し で | a5, 
の . | 
A | 








本 Sof 
: » 3 j > fy 
as OO 
¢ 4, 
全 
本 


112 【DARK SOULSI 導き の 書 】 


4 呪術 の モー ショ ン 例 












代表 的 な 呪術 で 小さ な 炎 の 玉 を 飛ば す 。 威力 は あま りな い が 簡 単 な 遠 距 離 攻撃 と な る 。 
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発動 まで の 隙 は 大 きい も の の 、 そ の 攻撃 力 は 目 を 見 張る 。 


| 
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目 の 前 に 秋 を 出現 させ て 攻撃 する 。 攻撃 の 届く 距離 は 短い が 、 攻撃 力 は 非常 に 高い 。 






直接 爆発 させ る 。 威力 も 高く 一 方 的 な 攻撃 が 可能 。 
so SR 


回 復 量 は 大 きい 。 
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れれ ば 、 よ り 戦 闘 の 幅 は 広がる だ ろう 。 


漆 使用 する 触媒 は 杖 か 聖 鈴 で 、 使 用 する スペ 
FA ル に よっ て 触媒 が 異な る 。 し か も 使用 する に は 
fae 理 力 と 信仰 が 必要 な た め 、 ほ か の スペ ル に 比べ 
の て 扱う ハー ドル は 高い 。 お も に 攻撃 に 関わ る ス 
天 | ベル か 多い か が 、 な か に は ソウ ル を 消費 し て その 
7) 効果 を 高め た り と 、 代 償 を 求め られ る も の も 存在 
FJ | する 。 厄介 な 点 も 多い が 、 敵 を 静 体 化 させ た り 
で と 癖 の ある スペ ル が 多い の も 特徴 。 取り 入れ ら 

| 

| 
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[ 使用 スペ ル |] 聞 の 球 / 間 の 飛 潜 / 聞 の 邑 / 追 う 者 た ち / 死 者 の 活 
性 / 闇 の 武器 / 失 望 の 路 き / 聞 の 嵐 / ソ ウル の 共鳴 / ソ ウル の 大 き な 


共鳴 / 共 鳴 する 体 / 共 鳴 する 武器 





ほか 
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弱 攻 撃 で 盾 を 構え 、 攻 撃 を 受け た 際 の ダメ ー 
ジ を 軽減 する 。 どの 程度 ダメ ー ジ を 軽減 で きる 
か 、 受 けた 際 に スタ ミナ を どれ だ け 消 耗 する か 
は 、 盾 の 性 能 次 第 。 盾 が 大 きく な る ほど カッ ト 率 
や 受け 能力 が 高く な る が 、 重 量 と 必要 と な る 筋 
力も 上 が る 。 また 、 小 丘 、 中 盾 は 強 攻 撃 で パ 
リ イ を 行う こと が で き 、 敵 の 攻撃 に 合わ せれ ば 、 
大 きく 体勢 を 月 すこ と が 可能 。 大 慎 は 強 攻撃 で 
シー ルド バッ シュ を 行う 。 どの 慎 も 両手 持ち し た 
際 に 攻撃 する こと が で きる が 、 攻 撃 力 は 低い の 
で 使う 機会 は な い だ ろ う 。 
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[ 小 盾 該当 武器 ] バッ クラ ー/ ス モー ルレ ザー シー ルド / 鉄 の 円 盾 / 下 級 兵 の 
小 盾 / ターゲット シー ルド / 便 介 の 小 盾 / 紅 の 円 盾 / 褒 族 の 盾 ほか 

[ 中 慎 該当 武器 ] ラー ジレ ザー シー ルド / 青 の 木 盾 / 銀 驚 の カイ トシ ー ル ド / 
ガー ディ アン シー ルド / 古 竜 院 の 盾 / 正 統 騎士 団 の 盾 / 古 騎士 の 盾 / 金 翼 の 圧 
/ 黒 銀 の 盾 / 聖 大 樹 の 盾 / ウ ッ ド シー ルド / 亡 者 王国 兵 の 盾 / 王国 の カイ トシ ー ル 
ド / 鐘 守 の 盾 / 隷 獣 の 盾 ほか 


[ 大 盾 該当 武器 ] 双竜 の 大 盾 / タ ワー シー ルド / 古 崎 士 の 大 盾 ほか 





塊 盾 の 攻撃 モー ショ ン 例 


ボタ ン 長 押し で 盾 を 構え る 。 正面 か の ら の 攻撃 を 盾 で 受け 、 ダメ ー ジ を カッ ト す る 。 
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銀 驚 の カイ トシ ー ル ド 強 攻撃 盾 を 振り 上 げ 、 敵 の 攻撃 を は じ く 。 スペ ル パ リ ィ の 性 能 を 持つ 盾 な ら 、 スペ ル も 弾き 返せ る 。 








ーー 


SR 1711 トシ ー ル ド 両 手持 ち 弱 攻撃 。 盾 を 構え た まま 踏み 込ん で 攻撃 する 。 リー チ も な く 、 あま り 実 用 的 と は 言え な い 。 
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SRI OA トシ ー ル ド 両 手持 ち 強 攻撃 盾 を 振っ て 攻撃 する 。 強 攻撃 だ が 、 あ まり 期待 し な い ほ うがい い だ ろ 2。 






タワ ー シ ー ル ド 強 攻撃 盾 を 振り 降ろ し て 攻撃 する 。 大 盾 の 重量 を 活か し た 攻撃 だ が 、 動 作 が 非常 に 遅い 。 
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タワ ー シ ー ル ド 両 手持 ち 弱 攻撃 盾 を 構え て 踏み 込む 。 能 い 敵 な ら 倒 すこ と が で きる か も し れ な い 。 


ーー ニー ニア 







回 


タワ ー シ ー ル ド 両 手持 ち 強 攻撃 1 | 両手 に 持っ た 盾 を 右 か ら 左 に 振り 抜く 。 物 に は 本 来 の 用 途 と いう も の が ある 。 
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タワ ー シ ー ル ド 両 手持 ち 強 攻撃 盾 を 振り 上 げ 、 地 面 に 叩き つけ る 。 意外 性 の ほか に 何 も な い だ ろ っ 。 
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壊れ た 折れ た 直 欠 


武器 の 話 。 素性 を 探索 者 に し て 、 旅 を 進め 、 
や が て 朽ち た 巨人 の 森 へ 行く 。 ある 地点 に いく と 
商人 が いた 。 さす が に 武器 が ダガー で は な ぁ と き 限 
界 を 感じ て いた オレ は 、 別 の 武器 で も 買お うか と 商 
m 品 欄 を 眺め て いた 。 そこ に は 折れ た 直 剣 が 売ら れ 
いこ に 謙 お い お い の 科 い くら トド ラン クレ イク に 来 た だ ば 
か り の 不死 だ と いっ て も 、、 そ りゃ な い だ ろ 。 折れ た 
直 剣 っ て 、 折 れ て ん じゃ ね ー か 。 で 、 性能 を 見 て 
みこ ら 寺 な ん と タカ 寺 よ り 攻撃 力 が だ つ だ 8 本 9 の 
ませ ん 折れ た 直 剣 ひと つく だ さい 。 

折れ た 直 剣 を 手 に し て 、 周囲 を 探索 し て いた ら 、 
武器 が 壊れ そう ! と 、 メ ッ セ ー ジ 。 いや 、 知 っ て 
xo Somat dri. CoA CUS 7m KARO IA 
ん で な ん と か 回 復 さ せ た が 、 壊れ た ら 、 折れ た 直 
和 が 壊れ た 、 と な る の か な 。 壊れ た 折れ た 直 剣 。 
な ん か ロマ ン を 感じ る けど な ぁ 。 折れ て る し 。 

と 、 そ れ も そ うだ が 、 初 め て 戦士 を 選択 し た と き 
も 「 折 れ て ん の か が よ !| っ て 突っ 込ん だ っ け 。 

武 益 の 強化 が と て も や りや すく て 大 助かり 。 変 
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質 強化 も と て も シン プル な の で 、 こ れ を 活用 し な 
い 手 は な い 。 それ で 、 愛用 の グレ ー ト ソー ド を 強化 
し て 、 炎 属性 を 付け て 大 暴れ 。 そり ゃ も う 、 強い 
の な ん の っ て 。 調子 に 乗っ て いた ら 、 敵 ご と 黒い 
樽 に ぶつ け て 、 大 爆発 ! 気 を つけ て くだ さい よ ホ 
ント 【 ご 8 

= JI 流 計 ノ ロス ボワ で も 、 で ぐさ る ん だ よ 8 識 に よう 
りゅう 。 舌 を 噛み そう だ が 。 連射 が で きる っ て 凄い 
Vo ボル ト が その ぶん 早く 減る か ら 、 残 量 に は 注 
意 し よう ぜ 。 

打 刀 の 耐久 力 は 40 し か な い 。 こ れ は びっ くり 。 
耐久 を 上 け げ る 指輪 を 装備 し て も た か が 知れ て い 
る 。 使 うなら 修 理 の 光 粉 は 手放せ な い 。 ズバ ズバ 
と 斬り まく 5 た ら 境 陰 に 隠れ < 修理 議 そ れ jC ま た 
ズバ ズバ と 斬る 。 な か な か に 骨 の 折れ る 武器 だ 
が 、 使 っ て いる と その ぶん 愛着 が 浦 い て くる ん じゃ 
な いか 。 妙 な 緊張 感 が ある と いう 、 こう ゆう の も 悪 
く な いか も 。 で も 、 オ レ の グレ ソ も な か な か だ ろ 。 な 
ん だ か ん だ 言っ て 、 また 筋力 に し ちまっ た よ 。 


体力 勝負 の お 供 に エス ト を どー を ぞ | 
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Things Betwixt 


不死 の 呪い か ら の 解放 と いう わずか な 
望み を 胸 に 放浪 を 続け 、 た どり 着い た ド 
ラン グレ イグ の 地 。 有 眠り か ら 目 覚め る と 、 
そこ は 、 周 囲 が 石柱 で 囲ま れ た 円 形 の 洞 
の 上 。 mC OBeWOR KDI. KE 
な 縦長 の 青白 い 光 が 見 え 、 痢 の 世界 を 
うっ すら と 照ら し 出し て いる 。 

隙間 の 洞 は 巨大 な 崖 と 崖 の 隙間 に ある 
0 き な エ リア で 、 大 きく 9 つ に 別れ て いる 。 
ひと つづ つ は 、 洞 の ある 地 。 周囲 は 草むら で 、 
幾 本 か の 細長 い 岩 が 天 を 支え る 柱 の よう 
に 伸び て いる 。 も う で ひと つ は 、 老 召 た ち 
が 住む 家 。 光 を 目指 し 、 洞 か ら 滝 に 架 か 





最後 は 洞穴 が 連なっ た 試練 の 森 だ 。 老 婆 
た ちの 家 で は 、 忘 れ か け て いた 自分 の 次 
を 取り 戻す こと に な る 。 家 を 出る と 著 火 
DHS. 休息 を し て か ら 、 先 を 目指 そう 。 
途中 で 、 こ と の 地 で 生き る 術 を 学ん で いく 
の も いい か も し れ な い 。 
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遠方 より 青く まばゆい 光 が 差し 込む 。 洞 か ら 見 える 、 も っ と も 印象 
的 な 風景 。 空 が 暗い の で は な く 、 こ の 場所 が 暗い の で ある 。 


獣 。 草 お ら を か き 分 け て 進み 、 し ば らく する と 小さ な 獣 が 走り 回 る 
音 が 聞こ えて くる 。 犬 の よう で も あり 、 猿 の よう で も ある 。 


道中 の 吊り 橋 か ら 小さ な 滝 が 望め る 。 滝 は 奈落 の 底 へ と 落ち 、 聞 に 
飲み 込ま れ て いく 。 調べ て いく と 、 い ろ い ろ な も の が 発見 で きる 。 


痢 に 浮か ん だ 巨木 の 家 。 人 が いる らし く 、 入 り 口 の ラン タン に は 灯 
り が 着い て いる 。 孤独 な 旅人 に と っ て 、 灯 り は 希望 で ある 。 


扉 。 暖か に 感じ る 光 が 漏 れ て いる 。 道 を 遮る 位置 に ある よう だ 。 先 
に 進む た め に は 、 こ こ に 入る し か な さそ う で ある 。 


三 人 の 老婆 た ちと 家政 婦 。 老 波 は 不死 で ある こと を 見 抜く 。 ど れ だ 
け の 人 が ここ を 訪れ た の か 。 希望 を つなげ けた 者 は いた の だ ろう か ? 


07 


08 


09 


人 の 像 。 眺 め て いる と 自分 の 姿 が 浮か が び 上 が っ て くる と いう 。 ま た 、 


亡者 か ら 生 者 に 戻れ る 効果 も 。 不 死に と っ て は 大 き な 希 望 で ある 。 


家 を 出 て 、 千 火 を 過ぎ る と 、 双 が か か っ た 洞窟 が た くさ ん ある の が 


見 える 。 立ち 寄ら な く て も 先 へ 進め る が 、 好 奇 心 が 先 に 立つ 。 


暗い 場所 で は 、 た いま つが ある と 便利 。 た いま つの 着火 は 、 千 火 で 
行う 。 道 中 で 灯火 台 を 見 つけ た ら 、 た いま つ で 火 を つけ て いこ う 。 


下 


試練 の 森 の 最後 。 湖 の ほとり に 、 大 き な モ ンス ター か 見 える 。 


切り 立っ た 高い 崖 の 隙間 の 道 を 進ん で いく と 、 や が て 遠く か ら 見 え 
て いた 光 の 場所 へ と た どり 着く 。 こ こ か ら が 始ま り で ある 。 
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Majula 


HDODSHSeAKALTIBIEZE 
強烈 な タタ 陽 と 、 開 けた 土地 。 有 崩れ た アー 
チ や 、 倒 壊し か けた 建物 を 見 な が ら 進 む 。 
周囲 は 海 。 マ デュ ー ラ は 高い 崖 の 上 に あ 
り 、 大 陸 な の か 、 半 島 な の か は わか ら な 
い が 、 大 地 の 端 に 位置 する よう だ 。 何 よ 
り 目 立つ の は 、 天 を 突く か の よう な 石 の 
塔 の モニ ュ メ ント 。 迄 に は 人 が いる 。 そ 
の 下 に は 箸 火 。 さ ら に その 先 で 海 を 見 つ 
め て た た すず お 女性 、 緑 衣 の 巡礼 (彼女 に は 
これ か ら お 世話 に な り ま す )。 ほ か に も 、 
数 名 の 人 物 に 出会う こと が で きる 。 善 火 
の ある 地 に 装備 や 道具 を 売っ て くれ る 人 
や 鍛冶 屋 が 集まっ て いる の は 便利 。 こ こ 
が 旅 の 拠点 と な る だ ろう 。 探索 を 進め る 
と 、 い くつ か の 通路 が 発見 で きる 。 目 立 
つの は 大 き な 縦 穴 だ が 、 ほ か に も ふた つ 。 
狭間 の 洞 か ら の 道 を 含め る と 4 つの ルー ト 
が ある (5 つめ が 後 で 判明 する )。 王 に 会 
うた め の 「4 つの も の の ソウ ル 」。 す べ て が 
ここ と から つ な が っ て いる 1 し NR sien 9 
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海 を 見 つめ て いた 緑 衣 の 巡礼 は 、 や が て "果て の 和 凌 火 "の 近く に 居 
着く よう に な る 。 回 復 薬 の エス ト 瓶 が も ら え 、 以 後 、 能 力 の 強化 も 
し て くれ る 。 導い て くれ る 理由 も 気 に な る が 、 い ま は 間 わ な い 。 


鍛冶 に 勤しむ ビレ ニ ガ ッ ツ 。 鍵 を 渡し た あと で 鍛冶 の 仕事 を 始め る 。 修 
理 も し て くれ る の で 何 度 も 立ち 寄る だ ろう 。 小 言 も 多い が 親切 だ 。 


商人 の 国 ヴ ォ ル ゲン か ら 来 た と いう 防具 屋 マ フミ ュ ラ ン 。 品 揃え は 
少な い が 、 と に か く 盾 が 欲し い 。 ソ ウル を 稼い で か ら ま た 来 よ う 。 


塔 の 下 の ソ ダン 。 青 教 の 勧誘 を する 。 安 全 が 確保 で きる 誓約 な ら ば 
結ん で お く 。 こ こ で 「 青 」 と 聞く と 懐か し い 気 が する の は 、 な ぜ だ 。 


マデ ュー ラ 内 に ある の だ が 、 ず いぶ ん 後 で 見 つけ る こと に な っ た 大 
き な 石 版 。 長 く 見 続け て いる と 地図 の よう に 見 えて くる か ら 不 思 議 。 


Ost CCAR, CIPS" BRE" DBHPHRNS5 UL. i 
者 を 求め る 誓約 らし く 、 警 告 も され る ほど 。 祈 る な ら 覚 悟 が いる 。 


ARE BATH. VV FAP. 物知り な うえ に 売っ て いる 指輪 も 興味 
深い 。 こ の 世界 の 誰 も が どこ か 妖 し げ だ が 、 こ れ も ひ と きわ 。 


た だ の 井戸 。 淵 に 石 が 置い て あり 、 水 を 淫 め る よう で も な い 。 とき 
どき 近く で 何 か が うごめく 音 が し て いる の も 気 に な る 。 


青い 大 剣 を 持つ 騎士 が 先 に 進め な いと 嘆い て いる 。 当然 、 進 む が 。 


石 の モニ ュ メ ント か ら 見 た 絶景 。 マデ ュー ラ は ドラ ング レイ グ の 
端 。 海 の 向こう に も 遺跡 が 見 える 。 あ そこ まで 行き た いも の だ が 。 

妙 に 精巧 な 作り の 人 の 石像 。 こ の 石像 の た め に 扉 の 仕掛 けが 動か せ 
な い 。 大 剣 を 持っ た 騎士 が 言っ て いた と お り 。 人 の 話 は 聞く も の だ 。 


地下 へ の 入り 口 を 発見 し た 。 動 か な い 装 置 の 側 か ら 階 段 を 下り る と 
水路 に 出る 。 扉 が 閉まっ て いる が 、 奥 へ と つなが っ て いる よう だ 。 


街 の 中 央 に 大 き な 口 を 開け る 巨大 な 穴 。 覗 き 込 むと 底なし の 暗闇 。 
各所 に 足場 が 見 える が 、 は し ご で も な けれ ば 戻れ な い 。 生命 力 に 自 
信 が ある な ら 飛 び 降 り る の も 手 だ が 、 い ま は 、 や め て お く 。 


暗い 通路 の 先 に 扉 を 発見 。、 こ こ か ら も 奥 へ 進め る らし い 。 進め る な 
ら 、 進 ん で みた く な る の が 旅人 と いう も の だ 。 いさ ざ ! 
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orest of Fallen Giants 


EN 


Kee EC FEE ICAKA DIES KDE 


生い茂る "朽ち た 巨人 の 森 "。 KHEOBO 


跡 に 、 亡 者 が 簡 科 し て いる 危険 な 地帯 だ 。 
川 の 流れ る 森 を 進み 、 窒 の 見 張り 台 跡 へ 
と 出る 。 粗末 な 装備 を 身 に 着け た 兵士 の 
亡者 た ちの 中 に 、 ハ イデ の 騎士 が いる 。 
Pee CE OIC GMCS CL SR 
く な り 、 王 国 兵士 を 主軸 と し た 、 よ り 危 
険 な 地帯 と な る 。 系 の 内 部 は 鍵 の 掛か っ 
た 扉 が 多く 、 複 雑 な 構造 だ 。 途 中 の 和美 火 
の 側 に 商人 が いて 、 買 い 物 が で きる の が 
あり が た い 。 は し ご か ら 階 下 に 下り る と 、 
昇降 機 が 設置 され て いる の が 見 える が 、 
そこ に た どり つく 道 も 閉ざさ れ て いる 。 
別 の ルー ト か ら 外 へ 出 て 、 回 り 込 むこ と 
に な り そ う だ 。 多く の 敵 の 中 を 慎重 に 進 
ん で いく と 、 や が て 、 昇 降 機 の 裏側 の 扉 
を 開け られ る だ ろう 。 と りあ えす 階下 へ 。 
と ころ で 、 こ と ここ に は 商人 の ほか に も 人 が 
いる 。 会 話 を し て お く と 、 い いこ と が あ 
る か も し れ な い 。 
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各所 に 亡者 下級 兵 が う ご め き 、 こ ちら を 見 る な り 襲 いか か っ て くる 。 
1 対 1 で 戦う の な ら ば 、 そ れ ほ ど 苦 戦 す る 相手 で は な い 。 


1 対 多数 で の 戦闘 は 避け な いと 危険 。 広 い 場所 に 出る と き は 周囲 の 
状況 確認 が 最 優先 。 多 数 に 気付 か れ た ら 逃 げ て か ら 仕 切り 直す 。 
砦 内 に は 樹木 と 一 体 化し て いる 区 画 も 。 ファ ンタ ジッ ク な 光景 だ 。 
曲がり 角 や 、 部 屋 を 覗け る 場所 も ある よう だ 。 警戒 は 怠 ら な い 。 


いく つか の 扉 を 抜け る と 等 火 が あり 、 そ ば に は 荷物 を 背負 っ た 行商 
人 メレ ン テ ィ ラ が いる 。 彼女 に 何 度 も 話し か ける と 、 や が て ……。 


療 火 の 近く に は 下 に 続く 縦 穴 が ある 。 下 の 階 ま で は 距離 が あり そう 
な の で 、 は し ご を 伝っ て 下り る 。 下 に 着い た ら 周 囲 を 警戒 し よう 。 


歪 に 張り 出し た 足場 が 目 を 引く 主 塔 付近 。 こ の 砦 は 修理 中 だ っ た の 
か も し れ な い 。 地上 部 分 へ 下り る な ら 、 足 場 を 伝っ て 行こ う 。 

砦 の 下部 に は 洞窟 の よう な も の が 。 地面 が 焼け 焦げ て いる 。 う か つ 
に 飛び 込ま な い の は 常識 。 慎 重 に 入れ ば 何と か な る 、 と も 限ら な い 。 


屋根 伝い で 入っ た 横穴 で 、 い き な り た い へ ん な コト に 遭遇 する 。 こ 
の 先 に も 重要 な 人 物 が いる の だ が 、 探 せる だ ろう か 。 


砦 屋上 の 広い スペ ー ス に 着く と 、 巨 大 な 鳥 が 何者 か を 運ん で きた 。 
OBER CHIE |! いま の 装備 で は 太刀 打ち で きそう に な い 。 


格子 扉 の 前 で 座り 込む 男 、 ペ イト 。 彼 は この 先 の 扉 は 己 だ と 教え て 
くれ る 。 白い サイ ン ろ う 石 も 入手 。 生 き て いた ら ま た 会 える か も 。 


上 か ら 、 火 炎 埋 を 投げ て くる 亡者 兵 。 黒い 樽 が 近く に 置い て ある の 
に 気がつく か どう か で 、 つ ぎの 展開 が 決ま る だ ろう 。 
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階段 を 下り て 暗い 部 屋 に 入る と 亀 の 姿 に 似 た 重 鉄兵 の 一 撃 ! た い 
まつ の 灯り で 発見 で き な け れ ば 、 脳 天 を 砕 か れ て いた 。 


物 言 わ ぬ 巨人 の 骸 。 こ の 和 砦 を 覆っ て いる 樹木 は 、 こ の 巨人 た ちの 亡 
骸 か ら 生 えて いる と いう 。 歴史 と と も に 、 す ご い 執 念 を 感じ る 。 


砦 の 外壁 に 突き 刺さ る 巨像 の 剣 。 か つて 、 こ の 国 で 巨人 と の 激しい 
戦争 が あっ た らし い 。 い ま は 、 想 像 する こと し か で き な い の が 残念 。 


巨像 の 付近 に 鳥 の 巣 が ある 。 こ の 大 き さ だ と 相当 大 き な 親 鳥 が いる 
の か も し れ な い 。 つ る つる すべ すべ と は 違う よう だ が 。 
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建物 の 内 部 や 通路 以外 の ほ 
と ん ど は 水没 し て お り 、 足 場 に は 注意 し 
な く て は な ら な い 。 有 眺め る ぶん に は いい 
が 、 戦 いで は か な り 危 険 な 場所 に な る の 
だ 。 建物 が 大 きけ れ ば 、 エ リア に いる 敵 
WO 
お り 、 近 づく と 容赦 な く 攻 撃 を し て くる 。 
と こと ころ で 、 巨 大 な 騎士 の 後ろ に は 、 仕 掛 
けが ある 。 そ の 仕掛 け を 発動 させ た と き 
の 美 し さ も この エリ ア な ら で は の 見 ど と 
ろ で ある 。 海上 の 区 域 を 探索 し た 後 は 下 
へ 。 無事 、 通路 を 進ん で いけ れ ば 、 モダ ン 
な デザ イン の 昇降 機 が 見 られ る は ず だ 。 
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こち ら を 見 る な り 切 りつ け て くる 巨大 な 騎士 。 動 き は 遅い が 、 威 力 
の 高い 一 撃 を 放つ 。 盾 受 し て も 、 回 避 し て いて も 足場 が 気 に な る 。 


レバ ー。 巨大 な 騎士 の 後ろ に 隠れ て いる 。 い くつ か 数 が ある よう だ 。 
作動 させ る た め に は 、 ま すず 奴ら を 倒さ な けれ ば 。 


水 の 落 下 が 美 し い 大 火 塔 の 下部 。 動 いて いる よう に 見 える が …… に 


この 地域 を 象徴 する 建物 は 多く な い 。 入り 口 の 建物 と 中 央 に ある ド 
ー ム 状 の 建物 、 そ し て ハイ デ 大 火 塔 と 巨大 な 聖堂 の 4 つ で ある 。 


ドー ム 状 の 建物 内 に は 3 人 の 騎士 が 。 囲 まれ る か と 思っ た が 、 後 ろ 
の ふた り は 通路 を 塞い で ガー ド を し て いる 。 何 を 守っ て いる の か ? 


大 火 塔 と は 反対 側 に ある 巨大 な 建物 は 青 聖堂 。 こ の エリ ア と つ な 
が っ て いる 。 エ リア 内 か ら 近 寄っ て 見 る と この 人 迫力 で ある 。 


大 火 塔 に 入り 螺旋 階段 を 駆け 上 が る 。 つ い 足 を 踏み 外し そう に な る 。 
大 火 塔 内 の 薔 火 の そば に 出現 する 女性 、 リ ーシュ 。 奇跡 の すばらし 
さ を 広 め る た め に リン デル ト か らき た 聖職 者 らし い 。 会話 を し て い 
る と 妙 な 違和感 を 覚え る 。 奇跡 の スペ ル は 便利 そう な の で 、 少 々 奮 
発し て 買っ て みる の も いい 。 


通路 へ と 進 人 する と 、 か な り 暗 い 。 た いま つ を 使用 し て 進む 。 
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通路 で も 巨大 な 騎士 が 襲い か か っ て くる 。 狭 い の で 長柄 の 武器 や 振 較 
り 回 す 武 器 は 壁 に 当たっ て し まう 。 刺 突 武器 を 使っ て 戦う 。 | 


少し さま よっ て か ら 、 昇 降 機 に た どり 着く 。 さ ら に 下 へ と 進む 。 


状 火 を 発見 。 そ こ に は 先客 が 。 奇 妙 な 仮面 次 の 女性 。 話 し て みる と 
ルカ ティ エル と 名 乗り 、 こ の 地 へ は ソウ ル を 求め て や っ て きた と い 
う 。 人 を 避け て いる よう だ が どこ か 寂し そう で も ある 。 
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探索 を 進め る と 、 断 崖 を くり 抜い た よ 
うに 地下 に 開け る 港 が ある 。 海 方 向 を 眺 
め る と 欄 橋 や 船着 き 場 が あり 、 沖 に 古 ぼ 
けた 船 が 停泊 し て いる の が 見 える 。 崖 側 
に 沿っ て 張り 付く よう に 建物 が 並び 、 亡 
者 が 簡 個 し て いる 。 こ れ ま で も 暗い 場所 
は 数 多く あっ た が 、 隠 れ 港 は それ 以上 に 
暗い 。 足 場 は 悪く な い は ず だ が 、 こ の 暗 
さ が 原 因 で 足下 が 見 え に く く 、 様 橋 か ら 
落ち る こと も 少な く な い の で ある 。 落ち 
た 先 が 浅 瀬 な ら ま だ いい が 、 深 場 で あれ 
ば 即死 だ 。 た いま つ を 手 に 灯火 台 を 探し 
な が ら 進 び お の が いい だ ろう 。 油 の 人 っ た 
宮 を 投げ る 亡者 と 、 火 矢 を 射る 亡者 に は 
と くに 注意 。 油 まみ れ で 火 を 着け られ た 
ら 、 大 ダメ ー ジ は 必死 だ 。 ま た 、NPC の 
召喚 サイ ン や 、 物 売り 、 魔 法 使い の NPC 
が いる な ど 、 見 どこ ろ が 多い 場所 で も あ 
る 。 彼ら と は 必ず 会 話 を し て お こう 。 沖 
の 船 へ も いけ る よう だ が 、 そ の 方 法 を 探 
し 出す こと が で きる だ ろう が か が? 
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隠れ 港 は か な り 暗 い 。 そ の うえ 遠方 か ら 火 矢 が 飛ん で きた り 、 い き 
な り 亡 者 に 囲ま れる こと も 。 灯り が な いと 、 か な り 苦 戦 す る だ ろう 。 


奇妙 な 音 が する 家屋 に 入る と 、 手 の 長い モン スタ ー が 潜ん で いた 。 
長い リー チ が ある うえ 、 出 血 属性 の 高い 攻撃 を 仕掛 け て くる 手強い 
敵 。 だ が 、 明 ら か な 玉 点 が ある よう だ 。 それに 気がつけ ば 


道中 で 何 度 か 見 か けた ファ ロス の 仕掛 けが ここ に も ある 。 流離 人 
ファ ロス が 作っ た と され る カラ クリ だ 。 フ ァ ロ ス の 石 を 持っ て いる 
な ら こ こ で 使っ て みる と いい か も し れ な い 。 さ て 、 何 が 起こ る の か 。 


高台 の 家屋 で ゲル ム 族 の 商人 、 ガ ヴァ ラン に 出会う 。 毒 に 関す る ア 
イ テ ム を 売っ て くれ る 。 さら に 、 装 備 な どの 買い 取り も する の だ 。 し 
ば らく する と いな く な る の で 、 再 会 する まで 利用 不可 能 に な る 。 
港 の 沖 、 そ れ ほ ど 遠 く な い 位置 に 船 が 見 える 。 こ の まま で は 乗船 で 
き な い よう だ が 


な ん と か 船 を 呼び 寄せ る 。 作 り は し っ か り し て いそ うだ が 、 マ スト 
は ボロ ボロ 。 船 内 に は 何 が ? 


和 寝 て いる うち に 攻撃 を する べき か 。 寝込み を 襲う の は 気 が 引 ける が 、 
どう せ や る な ら 強 力 な 一 撃 で 手早く カタ を つけ た い 。 利用 で きる も 
の は 利用 し て みる の が いち ば ん いい の だ が 。 


鍵 が 掛か っ た 扉 の 向こう に 召喚 サイ ン が 見 える 。 


召喚 し た ルカ ティ エル と 協力 し 、 停 泊 し て いる 船 に 進入 する 。 ルカ 
ティ エル は 、 な か な か に 頼も し い 。 


船内 を 探索 する と 、 比 針 盤 の よう な も の を 発見 。 当 然 、 何 か が 起こ 
る こと まで は 予想 済み 。 触 れる べき か 、 触 れ な いで お くべ きか 。 


低い 喰 り を 上 げ て 海 を 進む 船 。 
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The Lost Bastille 


BHIOAlL, BWP IS Ch BEATS) 
。 CCICESIN— b idee & 
BOD SRIGD CHE lets る 。 
建物 の は と ん ど が 年 狭 選 kg570 、 こ 
の 地 が ドラ ング レイ B48 る まえ か 
ら 存在 す る と 伝え 6 福間 る 。 当時 の 
人 々 は 呪 わ れ 人 ある eRe 捕 ら 
AC HFK IT MALOU RAVI. な る ほ 


NY 


a 複雑 だ 。 各 A に 4 
所 に は 厳重 訟 鉄 格 ggSS 姓 の か か っ た 扉 が wal | ee 下 | 


多く 、 dn 探索 を 阻 
Na er IMG は いか な い 作 りな の 
Cy ~EYACWYT Fo TIKXEL 
CSE eee me 你 CHEE eH AD & A 
5 EE 59.0 照ら され る 建 
物 の 数 は 王 申 来 と は 無縁 に 幻想 的 で 、 美 
LYRA で 、 こ の エリ ア に も 重要 人 
物体 な か で も マッ クダ フ は 見 逃 せ 
が sa ぷ 5 帆 下 具 の 属性 強化 を 行え る 稀少 な 存 
住 計量 云 つた め に は 、 工 夫 が 必要 だ が 、 
所 間 之 か ける 価値 は 十分 ある だ ろう 。 


01 通路 は 仕掛 け で 動く 鉄 欄 で 仕切 られ て いる 。 反対 側 か らし か 開か な 
い 扉 も ある が 、 ど う や っ て 裏手 に 回 る の か を 考え て みよ う 。 


02 出会い 頭 に 樽 を 蹴 落 と し て くる 亡者 。 黒 い 樽 な の で 余計 に 危険 。 


03 崩壊 し て いる 場所 も 多い 。 乱 戦時 は 足 を 滑ら せな いよ うに 注意 を 。 
月 明か り が ある と は いっ て も 、 や は り た いま つ は 必要 か も 知れ な い 。 


04 小さ な 塔 の 中 で 再び ミラ の ルカ ティ エル に 出会う 。 話 し て みる と 意 
外 な 言葉 が 聞け る 。 ま た 、 ど こ か で 会 える だ ろう か …… 


05 警戒 も せ ず 歩い て いる と 、 す ぐに 大 剣 を 持つ 剣士 た ち に 囲ま れ て し 
まう 。 彼ら は エリ ー ト 王国 兵 ら し く 、 剣 さば きも 鋭い 。 


06 暗がり に は 敵 が 潜ん で いる こと が ある 。 扉 を 開け る と き は 、 周 り を 
認 し て 進入 する 。 一 気 に 囲 まれ れ ば 鞭 火 送り は 必至 で ある 。 


07 鎌 を 持つ 亡者 が 狭い 通路 で 肌 い か か っ て くる 。 一 撃 は 強烈 。 振 の ガー 
ド で 体勢 を 月 せ ば 問題 な い が 、 呪 術 も 使う の で 油断 は し な い 。 


08 忘却 の 呈 の 構造 は 複雑 。 通 路 や 屋根 な どか ら 、 ま っ た く 別 の 場所 に 
移動 で きる こと も 。 高低 差 の ある 移動 は と くに 慎重 に 進 も う 。 
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も っ と も 気 を つけ た い 相 手 。 

飛び 込み 攻撃 は 、 強 烈 な 衝撃 波 を 伴う 。 し か も 集団 で 襲っ て くる の 
で 厄介 だ 。 

入り 口 が 見 当たら な い 鉄 欄 。 上 か ら 降 り て いる 鎖 が 怪し い が 。 こ う 
いう と き は 回 り 道 を 探す ほう が 賢明 。 経 験 の 積み 重ね が 役に立つ 。 
昇降 機 。 ひ と り 乗 り で ある 。 乗っ て いる 、 と いう 究 囲 気 に は と て も 
見 えな い 。 こ の まま 最 下 部 に 直行 する と 

入り 口 付 近 か ら 見 えて いた 塔 が 間近 に な っ た 。 有 上肢 い 月 光 に 目 を 奪わ 
れ て いる と 、 上 階 か ら ク ロス ボウ に 狙い 撃ち され る 。 
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マデ ョ ュー ラ か ら 。、 い ずれ 行 ゆ る よう に 
な る の が “狩猟 の 森 "だ 。 た いま つか が 必 
須 の 暗い 洞穴 を 抜け る と 建物 が ある 。 そ 
こ を 通り 抜け て 先 に 進む と 、 よ う や く た 
どり 着く こと が で きる 。 森 と いう だ け で 
も 視界 が 悪い 。 そ の うえ 夜 で ある 。 た い 
まつ が な いと 周囲 に 潜ん だ 敵 の 発見 が 遅 
れ 、 奇 襲 さ れる の は 免れ な いで あろ う 。 
森 に 入っ て 周囲 を 見 る と 、 吊 り 橋 が 見 え 
る 。 そ の 橋 は 向こう 岸 に ある 大 き な 建 物 
に つなが っ て いる 。 それと は 別に 、 山 に 
沿っ て 進め る 道 も あり 、 そ の 先 は 滝 へ と 
向かっ て いる らし い 。 森 を 中 心 と し た エ 
リア な の で 、 迷 いや すい と 思う の だ が 、 
深い 谷間 で 分 断 さ れ て いる こと や 、 橋 が 
いく つか 架かっ て いる こと で 、 案 外 、 地 
形 は 覚え や すい よう だ 。 森 、 深 い 谷 の ほ 
か 、 洞 窟 も ある 。 探索 の し 甲斐 が ある エ 
リア で ある 。 
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螺旋 状 の 通路 は 真っ 暗闇 の 中 。 暗 い 通 路 で ぐる ぐる 回 る と 、 方 向 感 
覚 が お か し く な り そ う に な る 。 慌て ず に 慎重 に 歩み を 進め る 。 


暗闇 の 通路 の 途中 、 た いま つ に 照ら され て 椅子 が 浮か が び 上 が る 。 ド 
ラン グレ イグ に 着い て か ら は 奇妙 な も の を 数 多く 見 て きた が 、 こ れ 
は シュ ー ル 。 こ の 椅子 の 裏側 は どう な っ て いる の か …… ? 


森 の 入り 口 付 近 に ある 建物 。 中 は 真っ 暗 で 何 も 見 えな い の だ 。 


建物 の 内 部 。 入 る と 、 案 の 定 、 亡 者 た ち が 襲 いか か る 。 た いま つが 
な けれ ば 、 目 を と じ て い る の と 同じ 。 袋 吊 き に な る か も し れ な い 。 こ 
れ と いっ た も の は 見 当たら な い が 、 何 か 仕掛 けが ある の か 。 


森 に 入っ て 、 見 上 げ る と 巨大 な 毒 娠 が 鱗粉 を 搬 き 散ら し て いる 。 こ 
の 森 で は 弓矢 か クロ ス ボ ウ 、 あ る い は 魔法 を 携帯 する 必要 が ある 。 


和 森 に は ドー ム 状 の 酒 の よう な も の が ある 。 アイ テム が 見 える が 、 入 
り 口 が わか ら な い 。 見 落と し て いる 場所 は な いか ? 


跳ね 橋 。 その 先 は 崖 の そば の 道 を 進ん で 行く こと に な る 。 暗い うえ 
に 、 盗 賊 の 奇襲 に も 気 を つけ る 必要 が ある 。 


盗賊 は 木々 の 裏側 に 潜み 、 弓 や 投げ ナイ フ で 攻撃 を し て くる 。 な か 
に は ナイ フ や 梶 棒 で 背後 か ら 隙 を 狙っ て くる 者 も いる 。 


建物 と 吊り 橋 の 方 向 へ 足 を 伸ばす と 、 支 柱 の 上 に 乗っ た 怪人 た ち が 
待ち 構え て いる 。 こ の 先 に 踏み 入る に は 相応 の 覚悟 が いる 。 


跳ね 橋 付 近 で 鍵 の 掛か っ た ドー ム を 発見 。 中 に 人 影 ? 
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崖 の 途中 の ドー ム 付 近 は 盗賊 だ ら け 。 混 池 と し た 状況 。 何 か 大 事 な 
も の で も な けれ ば 、 や りき れ な い 。 


洞窟 を 発見 。 進 人 し て みる と 、 ス ケル トン と 亡者 魔術 師 が 襲っ て く 
る 。 近 くに 副 が 見 える が 、 か な り 人 危険 な の で 近づく べき で は な い 。 


崖 の 先 に 滝 が あり 、 近 くに 建物 の 入り 口 。 だ が 、 入 り 口 は 塞がっ て 
いて 進入 で き な い 。 奥 に は 何 が ある の か 。 もう少し 調べ て みる 。 
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Harvest Valley 


風車 が 立ち 並ぶ 風景 を 見 る と 、 の 消 

場所 に も 見 える が 、 下 を 見 る と 有毒 な 
ス が 地面 に 溜まっ て いる 。 文字 どおり の 
“溜り の 谷 "。 こ の 地 は 各所 で 強い 毒性 ガ 
ス が 発生 し 、 地 面 を 覆っ て いる 。 谷間 は 


と くに ガス が 厚い 層 に な る よう で 、 境 く 
か ら 見 る と 水 が 溜 まっ た 沼 の よう に な 
る 。 近 づい て みる と わか る が 、 当 然 、 水 
な ど は な く 、 毒 の 有 霧 が ある だ け だ 。 当然 
亡者 も 俳 箇 し て いる 。 毒 を 避け て 進 も う 
と する と 、 意 外 と 道 が 限ら れ て くる 。 戦 
い の 最 中 、 足 を 滑ら せる と 毒 の 谷 に は ま 
DO. WWEMSZ ROD EGER, BE 
の 中 を さま よう こと に な る の だ 。 毒 耐性 
が 低い と 数 秒 で 毒 状態 に な っ て し まう だ 
ろう 。 エ リア は 大 きく 3 つ に 区 切ら れ て 
いる 。 最 初 は 大 沼 、 つ ぎ は いく つか の 人 小 
さ な 縦 穴 、 最 後 は 塔 へ 続く 道 と その 下 の 
大 党 で ある 。 毒 の 苔 玉 が いく つ あ っ て も 
足り な い の で 、 毒 耐性 を 高め る 装備 を 身 
に つけ た ほう が よさ そう で ある 。 
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等 火 の 近 く で クロ アー ナ と いう 石 売り の 女性 に 出会っ た 。 鉱石 類 を 
売っ て くれ る の で 、 以 後 は 、 武 器 の 強化 が や りや すく な る だ ろう 。 HK 
器 強 化 を 本 格 化 さ せる に は 、 い い タ イミ ング か も し れ な い 。 


毒性 の ガス が 地面 に “溜まる "、 溜 り の 谷 な ら で は の 風景 。 眺 め る だ 
け な ら 温泉 の よう に も 見 える 。 泉 質 は 毒 、 効 用 は 薔 火 送り 。 近 く の 
敵 は 、 亡 者 を 背負 っ た 巨人 で は な く 、 巨 人 に 乗っ た 亡者 で ある 。 


覚悟 を 決め て 毒 溜まり を 抜け る と 、 さ ら に 毒 溜り 。 危険 を 冒し て も 
得る “ 物 ” が あれ ば 。 そ う 信 じ て 、 毒 の 苔 玉 の 予備 を 確認 する 。 


仕掛 け の ある 扉 の 前 。 右 に ある は し ご か ら 高 台 ヘ 上 っ て みる と 何 か 
が ある か も し れ な い が 


09 


毒 溜 まり が 充満 する 縦 穴 も 多い 。 ア イ テ ム らし き 物 が 確認 で きる の 
だ が 、 戻 っ て こら れる 保証 は な い 。 それ 以前 に 、 長 居 が で き な い 。 


毒 溜まり の 穴 。 毒 の 中 で も た いま つ を つけ て みる 。 
Ry BAORS, 


一 方 通行 の 段差 を 降り る と 、 小 部 屋 が 密集 する 場所 を 発見 。 亡 者 た 
ちの 部 屋 な の か 。 絶 望 の 予感 。 


巨大 な 塔 の 入り 口 。 そ の 横 に も 道 が 続い て いる 。 道 が ある な ら 、 そ 
の 先 を 確か め る 。 ド ラン グレ イグ を 旅 す る 者 に は 常識 で ある 。 


が っ し り と し た 亡者 が 毒 副 を 割り 、 突 進 し て くる 。 こ の 亡者 は 毒 に 
高い 耐性 が ある よう だ 。 電 地帯 で は 、 巻 き 添え に 注意 し た い 。 
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溜り の 谷 か ら 見 えた 、 風 車 が つい た 巨 
Kish. LEECH DN * LOK’ CH 
る 。 こ こと は 、 古 代 の 王妃 が 、 み ず か ら を 
美しく する た め に 毒 の 研究 を し て いた 場 
所 だ と いう 。 溜り の 谷 か ら 毒 を 運び 、 風 
車 を 使っ て 、 大 量 生 産 し て いた の か も し 
れ な い 。 そ こ か し こ に 毒 が 詰まっ た 慢 が 
設置 され て いる 。 う か つ に 戦闘 中 に 破壊 
で も し た ら た い へ ん な の で 、 溜 り の 谷 に 
続い て 毒 耐性 を 高め て お く の が いい だ る ろ 
う 。 塔 自体 は 古び た 作り だ が 、 巨 大 な 歯 
車 や 風車 は 健在 。 エ ネル ギー が 利用 で き 
る の か 、 ト ラッ プ も 多い よう だ た だ 。 

探索 の 手順 と し て は 、 溜 り の 谷 か ら 塔 
へ 人 り 、 上 を 目指 し て いく 行程 に な る 。 
ここ で も 途中 で いろ いろ な 人 と 出会え る 
の だ が 、 今 回 は な ぜ か 怪し い 人 物 が 多い 。 
話 を し て お く と こと で 、 つ ぎ に つ な げ て お 
こう 。 と ころ で 、 王 妃 の 話 が 気 に な る が 、 
途中 で 戦う 首 な し の 暗殺 者 。 あ の 首 の 在 
処 が 気 に な っ て し か た が な い 。 


{DARK SOULS] 導き の 書 】 





塔 の 下層 は 浸水 し て いる 。 探索 は 慎重 に 進め て いこ う 。 


塔 の 内 部 。 巨 大 な 歯車 が 絶え 間 な く 動 き 続け て いる 。 古 い 塔 な の に 
機械 じ か け と は 不思議 な 感じ が する 。 


通路 は 意外 と 狭い 。 敵 の 奇襲 に は つね に 注意 が 必要 だ 。 
奥 に 進む に つれ 、 そ こ か し こ で 首 な し の 暗殺 者 が 忍び 寄る 。 動き が 
素早 い 上 に トリ ッ キ ー で も ある 。 四 方 八方 に 対し て 警戒 し な いと 。 


歯車 の ある 空間 は 吹き 抜け の 構造 だ 。 気 に な る 場所 が 多い か ら と 
いっ て 、 探 索 中 に 足場 を 踏み 外し て 沙 下 死 し な いよ うに 。 


土 の 塔 の 外周 部 分 へ も 移動 で きる 。 隅 々 まで 丁寧 に 探索 を 進め る 。 
こん な と ころ に も 誰か が いる 。 下 に 見 える 、 せ り 出 し 部 分 へ 下り ら 
れる よう に 、 は し ご を 架け て くれ る と いう 。 値段 が 高い 。 


墓守 と 砂 の 魔術 師 の 連携 は 要 注 意 だ 。 墓 守 に 気 を 取ら れ て いる と 、 
呪術 で 吹き 飛ば され て し まう 。 う まく 墓守 を 誘導 し た いと ころ だ 。 


多数 の 敵 に 追い や られ 、 あ わ や 沙 下 か と 思い き や 、 風 車 の 根本 まで 
足場 が あっ て 助かる 。 風車 の 修理 、 点 栓 用 の も の か も し れ な い 。 


歯車 意外 に も 大 が か りな 装置 が 動い て いる 。 回転 する 軸 に 、 ご 丁寧 
に 刃 が 仕込 まれ て いる 。 な ます 斬り に され る の は 避け た いと ころ だ 。 
どう に か 安全 に 下 に 降り る 方 法 を 探し 出し た い 。 


厳重 な 守り を し て いる だ け あ っ て 、 隠 され た 宝箱 を いく つも 発見 。 
入り 組ん だ 構造 を 把握 で きれ ば 、 も っ と 発見 で きる か も し れ な い 。 


土 の 塔 は 、 か な り 痛 ん で いる らし く 、 手 すり な ど は 叩い た だ け で 壊 
れ て し まう 。 衝撃 を 与え る と 足場 も 崩壊 する か も し れ な い 。 敵 だ け 
で は な く 、 自 分 の 攻撃 に も 細心 の 注意 を 払う 。 


絶景 。 


【 Chapter. 6 
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ある 聖人 が 生涯 最期 の 地 ど と R@ EAC TE 
地下 深き 墓場 が 、 こ こ “ 聖人 墓所 " だ 。 い 
た る 場所 に 死者 が 埋葬 され た 、 い わ ゆ る 
カタ コン ベ テ 地 下 募 地 で ある 。 墓所 を イ 
メー ジ す る と 、 朽 ちか けた 亡者 や スケ ル 
トン な ど が 襲っ て きそう な も の だ が 、 こ 
この 敵 は 大 景 。 狂 猛 か づつ 神出鬼没 。 何 も 
な い 部 屋 だ と 思っ て いる と 、 い つの 間 に 
か 囲ま れ て し まい 、 大 ダメ ー ジ を 食らう 
こと も 。 エ リア と し て は 小 規模 で 、 探 索 
で 迷う こと は まず な い が 、 内 部 が 暗い の 
で た いま つが か が 必要 で ある 。 と ころ で 、 こ て 
の エリ ア の 中 に は ファ ロス の 仕掛 けが 数 
多く 見 られ る 。 適当 な 仕掛 け を 選ん で 
ファ ロス の 石 を 使用 し て みる の も いい 
が 、 結 果 が トラ ッ プ で ある 可能 性 が ある 
こと は 覚悟 し て お こう 。 ち な み に 、 聖 人 
墓所 の メイ ン と な る フロ ア は 小 規 模 た だ 
が 、 さ ら に 地下 へ と 進む こと が で きる 。 
足場 か ら 足 場 へ 。 そ の 下 に は 、 つ ぎの エ 
リア が 待っ て いる よう だ 。 


01 マデ ュー ラ に ある 大 き な 縦 穴 の 探索 を 始め る こと に 。 ど の くら い 深 
い 穴 な の だ ろう か ? 


02 巨大 な 明 た ち 。 い つの ま に か が 湧き 出し て 襲っ て くる の が 厄介 。 背後 
の 安全 を 確認 し て 戦わ な いと 、 囲 まれ て 路地 に 陥る 。 


03 墓所 を 探索 し て いる と 、 闇 霊 の 侵入 が 発生 。 暗 いと ころ で の 戦闘 な 
の で か な り 厄 介 な こと に 。 


04 巨人 の も の と 思わ れる 遺骨 。 安 ら か な 眠り を 妨げ る よう で 気 が 進ま 
な い 。 など と 建前 は さて お き 、 ア イ テ ム を 回 収 し て し まお う 。 


{DARK SOULSI 導き の 書 】 


いた る と ころ に ある ファ ロス の 仕掛 け 。 基 本 的 に 当たり 外れ の 見 分 
け か た は な い 。 な い が 、 周 囲 を よく 見 る と 想像 で きる も の も ある 。 


大 包 に 追い 回 され な が ら 駆 け 回 る 。 な か な か 、 ゆ っ くり と は 探索 は 
させ て も ら え な いよ うた だ 。 


ARMlt1 匹 い た ら 2 匹 、2 匹 いた ら 4 匹 い る と 思え 。 


何やら 怪し い 雰 囲 気 の 部 屋 が 覗け る 。 多 く の 上 の 像 が 見 える 。 こ の 
部 屋 に 入る 方 法 は ? 
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それ な り に ドラ ング レイ グ の 探索 に 慣れ て き て 大 抵 の こと に は 驚か 
な く な っ た が 、 こ の 累 に は 区 か され て し まっ た 。 


墓場 地帯 の 中 に も 縦 穴 が 。 小 さ な 足 場 が 見 える が 、 ど う や ら こ の 足 
場 は 下 リ る こと が で きそう だ 。 

宝箱 が 見 える が 目前 の 足場 は 床 が 抜け て いる 。 経験 上 、 欲 を 出す と 
ろく で も な い 目 に 会 うと いう こと が 肌身 に 染み つい て いる の だ が 、 
つい ジャ ンプ を 試み る 。 な ぜ 懲 りな い ? それ は 不死 者 だ か ら 。 
さら に 進む と 粗末 な 足場 だ ら け の 場所 に た どり 着く 。 こ こも 下 へ と 
進ん で 行く の だ ろう か 。 黒い 闇 の 縦 穴 が どこ まで も 続い て いる 。 


【Chapter.6 / 世界 を 巡る 】 
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何 回 死ん で も よみ が える 。 不死 と いう の は 
いい 身分 だ ね 。 え 2? そん な 気楽 で いい の か 
だ と ? そり ゃ 最初 の ころ は 、 崖 で 滑り 落ち そ 
うに な っ た ら 岩 に し が みつ こう と 必至 に が ん 
ほっ た さ 。 で き な か っ た けど な 。 心 が 折 れ 
た な ん て 言っ て な いで 、 死な な い 程 度 に が ん 
ば れ よ 。 あ 、 死 ん で も よみ が える か 。 


AM11:00 バッ カヤ ロー。 樽 は 黒い の が 危 ね ー ん だ 
ko GAC, KRBRI CHEK, オレ を 殺す 気 か ? 


AM6:00 誰 も いな い 月 の 照ら す 道 を 走る 。 オレ さま に コ 
ワイ も の な ん て あり ゃ し な いっ て よ 。 Var! 


Wn dial 


PM1:00 テヒ ッ 。 いい モン 見 つけ た 。 誰 に も 渡さ ね ー 
中 身 は 何 か な 。 冷え た コー ラ と か ? まさ か ね 。 


PM3:00 吊り 橋 は 、 揺れ る か ら 苦手 だ わ 。 敵 に 網 を 
切ら れる ん じゃ ね え か と ドキ ドキ 。 そん で 





a5 
vs 


いう ぐさ と FE 一代 > 
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PM6:00 #X3R, UxtAtZAAY COBIP ER. 
着火 し て 、 え っ と 、 BN? 座れ ね ー ぞ 。 イ テ ー ッ 。 


PM9:00 お 宝 が ある よ 。 で も 、 溶 岩 だ し 、 熱 そう だ し 。 
で も 、 お宝 が ある よん 。 溶 者 だ けど ね 。 あ 、 ア ツ ッ ー! 








ダー クン ッッ ウツ ツル 
き の = 


dag 


2014 年 3 月 25 日 初版 発行 


発行 人 青柳 昌行 

編集 人 坂本 武郎 

編集 長 林 see 

TAO FEAF 

业务 部 森村 利 佐 

印刷 図書 印刷 株 式 会 社 

FEAT 株 式 会 社 KADOKAWA 


T 102-8177 東京 都 千代 田 区 冨士 見 2- 13-3 
電話 03-3238-852] (営業 ) 
http://www.kadokawa.co.jp/ 


企画 ・ 制 作 エエ ジ ター ブレ イジ 
T 102-8431 東京 都 千 代田 区 三 番 町 6- 
電話 0570-060-555 (ナビ ダイ ヤル ) 





STAFF 
企画 :构成 .执笔 小林 寿 幸 
iS 間々 田 it 
條 原 元 買 
山本 勉 
編集 協力 松井 宗達 
デザ イン 監修 川 違 宏 二 
デザ イン 一 関 礎 衣子 
監修 ・ 協 力 株 式 会 社 フ ロム ・ ソ フト ウェ ア 





@ 本 書 の 無断 複製 (コピ ー、 ス キャ ン 、 デ ジタル 化 ) 等 並び に 無断 複製 物 
の 譲渡 及び 配信 は 、 著 作 権 法 上 で の 例外 を 除き 禁じ られ て いま す 。 ま た 、 
本 書 を 代行 業者 等 の 第 三 者 に 依頼 し て 複製 する 行為 は 、 た と え 個 人 や 家庭 
内 で の 利用 で あっ て も 一 切 認 め ら れ て お り ま せん 。 


念 本 書 に お ける サー ビス の ご 利用 、 プ レ ゼ ント の ご 応募 な ど に 関連 し て お 
客 様 か ら ご 提供 いた だ いた 個人 情報 に つき まし て は 、 弊 社 の プラ イバシー 
ポリ シー(URL : http://www.enterbrain.co.jp/) の 定め る と ころ に より 、 
取り 扱わ むせ て いた だ きま す 。 


本 書 の 内 容 ・ 不 良 交換 に つい て の お 問い 合わ せ 


エン ター ブレ イン カス タマ ーー サポート 
電 話 :0570-060-555 (土日 祝日 を 除く 12:00~1 7:00) 


メー ル : support@ml.enterbrain.co.jp 


※ メ ー ル の 場合 は 、 書 籍 名 を ご 明記 くだ さい 。 
※ ご 質問 内 容 に よっ て は 、 ご 返答 まで に お 時 間 を いた だ く 場 合 が あります 。 
また 、 記 載 内 容 以外 の 攻略 方 法 や ゲー ム 情 報 な ど に は お 答え で きま せん 。 





" & ". "PlayStation および" 也 "は 株 式 会 社 ソ ニー・ コ ンピュータ 
エン タテ イン メン ト の 登録 商標 で す 。 

Microsoft. Xbox, Xbox OF. Xbox 3860, Xbox 360 OT. Xbox 
LIVE, Xbox LIVE ロゴ 、Kinect は 米国 Microsoft Corporation お よび / 
また は その 関連 会 社 の 登録 商標 また は 商標 で す 。 


© 2014 NAMCO BANDAI Games Inc. © 2011-2014 FromSoftware, Inc. 
© KADOKAWA CORPORATION 2014 


本 体 価格 は カバ ー に 表示 し て あり ます 。 


ISBN978-4-04-729580-3 
C0076 
Printed in JAPAN 











⑥2014 NAMCO BANDAI Games Inc. 
©2011-2014 FromSoftware, Inc. 





©2014 NAMCO BANDAI Games Inc. ©2011-2014 FromSoftware, Inc. 


ISBN978-4-04-729580-3 
C0076 ¥1500E 


FE {| AS 1500 +H 


発行 : 株 式 会 社 KADOKAWA 


KADOKAWA 


enterbrain 





